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神奈川県内のウラゴマダラシジミの分布とその歴史的背景

伊 藤 正宏・ 脇 一郎

Notes on distribution and history of Artopoetesρryeri in Kanagawa Prefecture 

Masahiro ITO and Ichiro W AKI 

は じめ に 献に残されている記録などを参考にして，その産地を

ウラコ’マダラシジ ミ（Arto戸oetes戸i'ye円 MuRHAY) 地図上にプロットしてみた（図1〕。それらの中には，

は，神奈川県内では広い範囲に生息が認められるチョ すでに環境変化によって絶滅してしまった産地が含ま

ウの一種で，横浜近郊の丘陵地帯にも生息が知られて れていたり ，また反対に筆者らの調査不足や目を通し

L、る。しかし，その生息地は人口増加｜による市街地の た文献が限られていることなどの理由から，落ちてし

拡大などによって環境変化が著しく ，場所によっては まっている産地もあると思われるが，神奈川県内にお

チョウの生息にも重大な影響が現われている。 けるウラコ’マダラシジミのおおよその分布状況は把握

筆者i?(;j:＇ 数年前よりウラコ’マダラシジミの生息状 されているものと考えられる。

況の調査に着手し，神奈川の自然の記録としてとりま 神奈川県内におけるウラコ’マタラシジミの分布は，

とめるべく調査活動を行ってきた。ここではその調査 多摩丘陵～相模野台地～三浦半島，津久井郡一帯，丹

結果を中心に，多数の協力者から提供を受けた情報， 沢山麓一千r,：，大俄丘陵，箱根火山東麓などに広がって

さらには文献に残された記録なども参考に加えなが いるが，その密度は丹沢山麓部や大磯丘陵，多摩丘陵

ら，神奈川県内のウラコeマダラシジミの分布状況をと などで高くなっている。一方横浜 ・川崎などの市街

りまとめ，また若干の生態的知見について述べるとと 地，相模Jll ・ 酒匂川の沖fj~低地， そして丹沢山士山 ・ 箱

もに， その歴史的背景についてもふれてみたいと思 根火山の高所でt，ウラゴマダラシジミの生息は全く

う。 知られていないか，ごく少数の記録が残されているだ

本文に入るに先立ち， 調査に多大なご協力をいただ けである。

き，また今回の発表をご了解下さったウラコ’マダラシ 横浜市内の産地を例にとると，港北区日吉・綱向，

ジミ研究会の芦沢一郎氏 ・伊藤哲夫氏・岡本正己氏・ 区｜区中堅11日なとのょっに，環境が開発などによ って大

落合弘典氏 ・原聖樹氏・福島辺氏 ・山内達也氏 ・山本 きく変化し，すでに絶滅してしまったと思われる所が

晃氏に心から感謝の意を表したL、。また西村正賢氏 ・ いくつか含まれている。この他にも現在市街地となっ

岸一弘氏からは大変貴重な情報をたくさん提供してい ている地域内には，恐らく記録には残らぬまま消滅し

ただいた。日頃から色々な知識を授けていただいてい ていった産地が他にも多数存在していたものと思われ

る高桑正敏氏，またこの小文を発表する機会を与えら る。

れた神奈川県立博物館の新井一政氏に心からお礼申し 箱根火山においては， 今までのところ中央火口丘か

上げる次第である。 らはウラゴマダラシジミは記録されていなL、。また周

辺部においても，膝岡〔1975）によ って小田原市内の

神奈川県内での分布 産地がうねられているだけであったが， 筆者らの分布調

神奈川県内のウラコ♂マダラシジミの分布状況を知る 査によって，外輪山東麓の南足柄市矢佐芝および矢倉

ために，ウラコ’マダラシジミ研究会会員の調査で生息 沢の2ケ所でその生息が確認された。神奈川県周辺地

が確認された地点を中心に， 協力者から得た情報，文 域のウラゴマダラシジミの分布を見てみると，富’士山
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図1. 神奈川県内のウラゴマダラシジミ分布図

表1. ウラコーマダラシジミ産地一覧

（横浜市〉 恩田町長谷戸 〔横須賀市〕

一問← 区中堅IIIJ 寺家町 阿部倉町

港南区 芹ヶ谷 荏田町 衣笠町

上永谷町 奈良町 浦賀町佐原

日野町 こどもの国 安針塚

保土ケ谷区川島町 I鴨志回目］ 鷹取山

旭 区希望ケ丘 戸 塚 区 中田町 （平塚市〕

三谷 舞岡町 土屋中里

白根町 上郷町 土屋鷺坂

下川井町 公凹 南金目狸久保

矢指川］ i1~i 谷区北町 上吉沢井戸坂

上川井町 〔JI［崎市〉 （藤沢市〉

磯子区氷取沢町 高 津区 背 生 中高倉

峰山］ 平 亀井野土橋

金 沢 区釜利谷町 多 摩区生 田 遠藤谷／上

六浦 i1IT 生 打戻打越

港北区中川ll!J 向ケE遊園 葛原東山田

勝凹問］ 三 回 芹 沢

日土1コ 上麻生 （小田原市〕

緑 区長津田 早 野 中曽我中河原

三保町 下麻生 脇

馬の背 黒 川 市内

阿部谷戸
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（茅ケ崎市〉 高森 尺里

山田谷 （海老名市〉 谷 峨

堤 杉久保 湯本平

〔逗子市〕 （座間r11・) 玄倉

神武寺 栗原 大叉沢

池子 （筒足柄市〉 白石沢出合
桜山 板屋窪 蛭ケ岳山］頁

新宿 矢倉沢 三国ii申

〔相検原市〉 （綾瀬市〉 1田
下九沢 吉岡下の原 （愛甲郡愛川町〕

大沼 本多川 上三増

鵜ノ森 吉岡山崎
"'" J平古山 吉岡芦久保 半原神社

麻問 （三浦郡葉山町7 半原 トンネノレ

麻溝台 上山口 志田峠

下 構 二子山 （清川村〕

上鶴間 （中 i~i大磯町〕 宮ケ瀬落合

（署長野市〉 西小機 宮ケ淑大橋

東田）Jj¥下小原 生沢 記念橋

名古木 寺坂 土山峠

曽 屋 鷹取山 上煤ヶ谷

上大槻 七国峠 金 麹

山手 （中型ll二宮町〉 （津久井郡城山町〕

栃 窪 中 里 穴川

三廻古！l 二宮 小倉城山南町

小原 一 色 新屋敷

平沢 西ノ久保 〔津久井町）

（厚木市〉 （足柄上部中井IIIJ) 中野太井｜ニ

戸 室 井ノ 口 l明日原

浅間山 北回 整尾根

宿 境原 真名倉

千頭 比奈窪 鳥屋

打越 境才戸 関

上荻野 E少口 水沢Jli
高松山 A 早戸川ますつり j易

七沢 1鳴 沢 中野

岡津古久東谷 高尾 三ケ木

小 野 松本長坂 寺入沢

赤羽恨 古怒田 （相模湖町〉

（大和市〕 （大井町・〉 沼本

中央林間 赤回 阿津

上草柳 高尾横道 底沢

中和田 （松田町） （藤野町）

上和田 稲郷 橋詰

（伊勢原市） 宇津茂 下岩

上粕屋 根石 篠原

東富岡 (111北町〉 牧馬

菩波 八丁 伏馬田

麓や伊豆半島北部にも点々とその生息が知られている 丹沢IL!地においては，その生息密度は山従部では極

（図2)oこれらのことは，箱根火山周辺においては調 めて高いが，山間部に入ると急激に低くなる。そして

査が行き届けばさらに多数の産地が見つかる可能性が 山北町玄倉 ・大叉沢 ・白石沢や津久井町水沢川などの

高いことを示している。 産地と，成虫の採集記録がある稜線上の三国峠や蛭ケ

3 



いろいろな産地における黒化型出現の様子を詳しく述

べてL唱。正常型と黒化型は，従来は別亜種として取

り扱われていたが，いろいろな地域での調査が進むに

つれ，最近では藤岡 (1975）のように， i:j:i間的な個体

が出現するなど，各々が亜種として区別される程の特

徴が無いということから，同一亜種として取扱うのが

一般的である。しかしながら，神奈川県という狭い地

域の中で，2つの型が複雑に入り組んで分布している

という ことは，やはり神奈川のウラゴマダラシジミの

示す大きな特徴と言うことができるだろう。

筆者らがウラコ’マダラシジミの卵を県内の色々な産

地で採卵 ・飼育して得た成虫の斑紋を調べた結果は，

岳山頂との聞には，記録の空白地帯がある。なお丹沢

主稜部で記録されている個体は，その周囲で発生した

ものか，風などによって遠方から運ばれてきたものか

まだ確認されていない。

沖積低地の上には，やはりウラコ’マダラシジミの産

地はほとんど存在していない。これは，沖積低地が人

間によって水田などに利用され，人為の影響を大きく

受けており，本来の自然の姿を留める所がほとんど無

くなってしまっていることが原因しているものと推測

される。 この点についてはあとでまた述べてみたいと

思う。

B 

総

勧告

訪韓

成虫の斑紋

神奈川県内のウラコeマダラシジミの成虫の斑紋に

は，正常型および四国産のよ うな黒化の著しい型の2

型が出現することが知られている（図3）。正常型と

は，北海道から九州までの広い地域で見られる様準的

な型で，地域によって多少の変異はあるが，前 ・後麹

の表面はl明るい紫色をしており ，外縁の黒＊はほぼ同

じ帽をしている。また黒化型とは，前 ・後麹表面の紫

色部が黒化するもので，全面的に黒化するものから正

常型との中間的なものまで， 黒化の程度は様々なもの

がある。

神奈川県内のウラゴマダラシジミ成虫の斑紋には，

正常型と黒化型が混ざるということが原〔1969）によ

って初めて報告され，それ以後多数の研究者の手によ

って正常型 ・黒化型出現の様子が明らかにされてきて

L、る。猪又 ・小高 （1978）は， 神奈川県とその周辺の

E 

··~ 
G 

区［3. ウラコずマダラシジミの成虫JXf紋

黒化型♀表面 B 黒化型合表面

平塚市土屋中里 秦野市｜峠

正常型♀表面 D 正常型合表面

相模原市上鶴間 相模原市上鶴間

黒化型♀裏面 F 黒化型合裏面

平塚市土屋中里 秦野市11中

正常型♀裏面 H 正常型合裏面

相模原市上鶴間 相模原市上鶴間
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神奈川県周辺のウラゴマダラシジミ分布図
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猪又 ・小高 （1978〕とほぼ同様のものとなったが， 一 山町小松などでま日られているように，一応出現するの

応その概要を紹介してみたい〔図4〕。 ではあるが， その産地が非常に少ないのが特徴であ

神奈川県内のウラコマダラシジミの産地には，正常 る。この地域は，中部山岳に出現することが知られて

型だけが出現する産地と，正常型 ・黒化型の2型が混 いる小型な黒化型と神奈川県にみられる黒化型とのつ

ざって出現する産地とがあり，今までのところ黒化型 ながりを考える上でも非常に重要な地域であり，今後

だけが出現する産地は知られていない。正常型だけが さらに詳細な調査を行う必要があると思われる。

出現する産地は，相模川の東側の地域に広がってお

り，多摩丘陵，相模原台地， 三浦半島なとの産地がそ 産地の垂直分布

れに相当する。相模川の西側， 厚木市近郊から山北lllJ すでに分布のところで述べたように，神奈川県内で

に至る丹沢山地の東側および南側山麓と大磯丘陵の産 ウラコJマダラシジミが標高lOOOm以上の高所でト記録さ

士山では， 正常型 ・黒化型の2型が混ざって出現する。 れているのは，山北町の三国｜｜市(1163m〕と蛭ケ岳山

しかし黒化型の出現割合は，同一地点においても年に 頂 〔1673m〕の2ケ所であり ，それらはL、ずれも成虫

よって大きく変化し， 一定していない。 の採集記録である。また今までに知られている卵確認

箱根山麓の産地においては，調査例が少ないことも 地点の中では， 白石沢出合（600m〕が最も高標高のも

あって， 黒化型が出現するか否かは明らかではない。 のであるが，図5には筆者らの卵調査によって判明し

しかし，藤岡〔1975〕が箱恨火山西麓の三島で正常 た産地と文献などに残されているいくつかの産地をかl

型 ・黒化型の2型が出現することを述べていることか えた合計149地点の楳高分布の様子を示してみた。そ

ら，そこでも黒化型の出現する可能性は大きいと考え の結果，卵が得られた地点の標高は，最も｛忠、所で10

られる。 m，最も高い所でト600mであり， 31m～lOOmの所が多

厚木市より北の丹沢山麓および津久井郡一帯の地域 いことがわかった。またすべての採卵地点を標高50m

は，取り扱いの非常に難しい地域である。特に津久井 きざみの分布でみると，標高0～50m39ケ所〔26.2

郡一帯は3 黒化型の出現が津久井町中野 ・青野原や城 必）， 51～lOOm 54ケ所（36.2%), 101～150m 16ケ所

図4. 神奈川県内にまうける正常型 ・黒化型出現の状況

A：正常型だけが出現する地域 B：黒化型が高い割合で出現する地域 c: 
正常型が多いが黒化型も局所的に出現する地域 D：黒化型が出現するかどう

か不明な地域

5 



(10. 796〕，151～200m13ケ所（8.7%), 201～250mll 査を行った時に，やはり同様のことを経験したことが
ケ所（7.4%), 251～300m 8ケ所（5.4%), 300m以 ある。

上8ケ所（9.5%〕であり，過半数の産地が標高lOOm 一方，神奈川県内においてウラコ’マダラシジミの生

以下の場所に存在していることがわかった。これら採 息と密接な関係にあるクヌギ コナラ林〔二次林〉で

卵地点の楳高分布は，ウラコ’マダラシジミが平地から は，イタポ類は林縁だけではなく，林内にも生育が見

山麓部lこ生息拠点を持つ種であることを示しているも られることが多い。相模原市麻溝台のクヌギーコナラ

のと考えられる。なお，正常型だけが出現する産地と 林で行った卵調査では，卵は材縁のイボタから21卵境

黒化型の出現する産地とでは，その標高分布に差は認 128卵見つかったのに対し， 林内のそれからは15卵塊

められなL、。 104卵が見つかった。 しかし同じクヌギ コナラ林で

はあっても，林の管理が行き届いておらず，林床にア

生息環境などについて ズマネザサなどが繁茂している 厚木市上荻野の林で

筆者らがウラコ’マダラシジミの卵調査を行っていて は， 林縁のイボタよ り5卵塊41卵が見つかったが，林

気付いたことに，スダジイ 令ど常緑広葉樹の林内では 内からは全く卵が見つからなかった。

ほとんど卵が見つからないことがある。逗子の神武寺 ウラコ’マダラシジミの産卵習性については，まだ調

や大磯の高麗山には，神奈川県内ではめずらしくスダ 査例があまりにも少ないが，産卵場所はやはり成虫の

ジイの自然林が残っているが，それらの林内にはウラ 活動環境と密接に結びついているものと推測される。

コ’マダラシジミの食樹であるイボタ類はほとんど生育 ちなみに，成虫は林縁や沢筋などのオープンスベース

しておらず，もしあってもそれは林縁に散発的に見ら を昼過ぎから夕刻にかけて活発に飛掬する性質があ

れるに過ぎない。神武寺付近では西村正賢氏が1981年 る。卵の産付場所や成虫の活動場所などから考え，ウ

に卵調査を行っているが，林縁のイボタからごく少数 ラゴ7 ダラシジミは林縁的な環境を生息の拠点として

の卵を得たものの，その密度はクヌギーコナラ林の場 いる穫であると考えてよいだろう。

合とは比べものにならない程低かったそうである。筆

者らは，大磯高麗山の常緑広葉樹林やスギ値林で卵調 食樹と産卵

神奈川県内においては，ウ ラゴマダラシジミが食樹
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図5. 神奈川県内におけるウラコ’マダラシジミ産

地の垂直分布

A：産地の標高 B：産地数

B 

図6 ウラゴマダラシジミの卵数と卵塊数

A：卵塊数 B：卵数
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として利用している ものにイボタ，オオノくイボタの2

種が！日］られている。他にイボタ類としてはミヤマイボ

タが丹沢山地などに生育しているが，それが食樹とな

っているか否かはまだ明らかでない。イボタ，オオノく

イボタの2種では，イボタが食絡！として利用されてい

る場合が多く，県内各地で食樹となっている。オオパ

イボタは県内では海岸近くに多く見られ，横浜市金沢

区釜利谷，横須賀市衣笠町，中郡二宮町 ・大磯町一帯

で食樹として利用されているのが確認されている。

ウラコ’マダラシジミの産卵は，食樹の校の分岐部や

小枝上に卵塊で行われることが知られている。図6Ii 

268卵塊の卯数分布を示したものである。一・卵塊あた

りの卵数は，l卵から最高110卵にまで及ぶが， 2～ 

7卵のものが多く， 10卵を越すものは少なし、。また図

7には卵の産付部位を示してみたが，卵の産付される

部位としては，食樹の小枝分l岐部が最も多いことが示

されている。また， 産付される校の直径では5凹～10

mm> 5 mm以下＞10～2omm>20mm以上の)I原となってL、

る。イボタとオオパイボタの2種でこの傾向が異なる

か否かについては，まだ明らかでない。卵の産付場所

の地上高はO～2mの場合が多いが， 食樹の種類や周

囲の玉栄1兇（道端， 崖縁，林内など〉によ って大き く影

響されているようである。またイボタにはツノレ植物が

巻きつく ことが多く ，それらに卵が間違って産卵され

ているのがしばしば観察された。成虫が産卵衝動にか

。

A 

B 

られて産卵管を付けた部分が，たまたま食樹にからま

ったツノレ植物てかあったとし、う単純な間違いから起こさ

れたことと思われるが，ウラゴマダラシジミの産卵習

性についてはまだ不明なことばかりであり， 今後部l査

を進める必要がある。

ウラゴマダラ シジミの分布とその歴史

ウラコ’マダラシジミは神奈川県内に広く分布が見ら

れるチョウであるが，一体いつの時代に神奈川の地に

生息するようになり ，またどのような経過をたどって

今日見られるような分布を形成するよ うになったのだ

ろうか。分布の歴史研究を行う上でチ ョウはあまり良

し、材料とは言い刻11、。それは，体が小さく硬い骨格を

持たないため， チョウは化石と して残ることが少ない

ことも大きな原因となっている。現在私たちが生活し

ている第四紀と呼ばれる時代は，寒冷なJI寺期と温暖な

時期とが繰り返し訪れた時代と推測されている。しか

し，現在から2万年程前に最盛期を迎えたと考えられ

ているウノレム氷期より前のl時代については，まだ資料

も乏しく，その時代の様子を推測する’ことは因襲II'が

多い。このように日It聞が山積した状況ではあるが，ウ

ラゴマダラシジミを材料にその分布の歴史を探ってみ

たい。

日浦 (1973）は，最後の氷期て、あるウノレム氷期が終

ってから現在に至るまてoの後氷期と呼ばれる時代に，

50 100 ;/0 

2 • 

図7. ウラゴマダラシジミの産卵部位

A：産卵部位....• l.太校 小枝分岐点（28.3%) 2.幹一小枝分岐点〔24.2%) 3.幹上(18.5 ~的

4小枝分岐点（15.996〕 5.小枝上（13.19的
B：産付部位の校 ・幹の直径 ・・・l. 5～10mm (41. 5%) 2. 5 mm以下（21.5勿） 3. 10～20mm 

(19. 496) 4. 20mm以上 (17.6%〕
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さまざまな人間活動によって，自然環境は原始的自然

歩農村的自然→都m・的自然へと変化し，それに伴って
チョウの積構成はそれそ、れの地域で変化してきている

と述べている。それは，ギフチョウのように，環境変

化にその生活を対応させながらも，その場所に固執す

るかのような形でしか分布を変えられない種や，人聞

が作り 出した都市という生物が生活する上では厳しい

環境の中でも，食樹をみつけ，人間とうまく共存して

L、るアオスジアゲハのような種の存在が示すように，

環境変化に適応してゆく能力が種によって差があるこ

とから引き起こされるのであろう。

ウラゴマダラシジミはイボタ類を食樹としており ，

当然その分布はイボタ類の分布によって厳しく制限を

受けている。しかし，イボタ類が分布していればチョ

ウの方も一様に分布している訳ではない。神奈川県内

においても，津久井郡一帯ではイボタ類は沢筋，尾根

筋を問わず広範囲に生育が認められるが，チョウの方

は沢筋を中心とした限られた場所で生息が見られる

し，また丹沢山地主稜部では， ミヤマイボタが多数生

育しているにもかかわらず，チョウはごく一部で記録

されているだけである。このように多くの昆虫の例に

もれず，ウラゴ、マダラシジミの場合も食樹の方がチョ

ウよりも広い分布を持っている。

ところで，ウノレム氷期の最盛期であった今から約2

万年程前の神奈川県低地における植生の状態は，東京

の江古田層の花粉分析の結果から， 現在のブナク ラス

域 トウヒクラス域に相当する植生におおわれていた

ことが推測されている。それは，丁度現在の北海道卜

11券平野の植生に相当するものである。日本の国内にお

けるウラコマダラシジミの分布は，北海道から九州に

わたる広範な地域で見られ， 卜勝平野にもその分布が

知られている。高桑（1980〕は，神奈川県の昆虫相の特

性を述へる中で，日華区系と目される昆虫の中には，

ウノレム氷期以前に神奈川に進出して残留したという可

能性が多少ともあるのに対し，東洋熱帯系の多くはそ

れ以後に北上してきたものと考えられると述べてい

る。もし当時の気候条件が現在の十勝平野程度である

とL寸推定が正しいのならば，ウラコマダラシジミは

その当時すでに神奈川の士山に生息していた可能性が高

い。筆者らは，ウノレム氷期にはウラコ’マダラシジミが

すでに神奈川に生息していたとL、う考えに立って話を

進めてみたい。

ウノレム氷期最盛期以後現在に至るまでの時代は，多

少の寒暖の繰り返しはあっても，全体的には気候は混

8 

暖化に向い，約5千年前には現在よりやや温暖な時期

を迎え，今日に至っている。この聞に， 平地にまでお

りていたブナクラス域の純生は，北方あるいは高地へ

と後退し，その後を追ってヤブツバキクラス域の植生

が進出してくるのである。この同代は人間活動が顕著

になり，徐々に自然が破壊されたl時代でもある。ウノレ

ム氷期が終わった後，気候が温暖化する中で値生がと

のように変化したかを推定することは非常に難しい。

これは，気候の温暖化 ・寒冷化が小刻みに訪れたこ

と， 富士山の火山活動による｜年灰の影響を受けている

こと，そして弥生時代以後は植生に与える人間活動の

影響が非常に大きくなったことなどによる。したがっ

て，この時代の植生の状態を示す資料は非常に乏しい

ボ，花粉分析によって，現在から約8千年前には大磯

丘陵にアカガシがたくさん生育していたことが確かめ

られているという。

昔の槌生の状態を知る有力な手段として，潜在自然

植生図があげられる。潜在自然植生とは，現在見られ

る植生を参考にして，その植生を支えている立地が変

らないまま放置された場合に達する極相状態の植生を

指す。ある地域の立地が現在でもj京植生と同じ植生を

支える潜在能力を持つと考えるならば，潜在自然植生

図は，人間活動の影響が植生に与える影響が小さく，

しかも現在とほぼ同じ気候条件のH寺代の植生の状況を

概ね表わしていると考えることができるのである。

人聞が植生に大きな影響を与え始めた時代がー休い

つ頃なのかはまだ明らかでない。縄文時代には同一場

所に人聞が長期jにわたって継続して住むことはなかっ

たと考えられていることから，その時代の植生の破撲

は一時的であって，住居が放棄されると植生は再び復

元したものと推測されている。 筆者らは，＊］＇＿［生に与え

る人間活動の影響が目立つようになり，かなりの面積

の二次林が作り出されるようになった時期を縄文晩期

頃と推測してL、る。

神奈川県埋蔵文化財遺跡地図に示された縄文遺跡

は，河岸段丘・台地上 ・丘陵地 ・1.L1間平士山由などに存

在しているが，それらの地点は，現在知られているウ

ラコ’マタラシジミの産地と少なからず重複している。

縄文人が集落を形成し， 狩猟や植物採取に依存して生

活していた時代には，ウラコeマダラシジミはどのよう

な生息状況にあったのだろ「か。当時のチョウの生息

状況を推測するために，現在知られているウラコ。マダ

ラシジミの産地を神奈川県潜在自然植生図と対比させ

てみた。その結果，現在！日られるウラコ。マ夕食ラシジミ



の産地の多くが，当時はスダジイ ・アラカシなと常緑 水はけが，＇if:く，神奈川県の潜在自然植生（1976）によ

広柴樹林であった可能性が高いことが示された。すで ると，ハンノキを市木とし，イボタを低木用に持つ柏

に述べたように，常緑広葉樹林はウラゴマダラシジ ミ 生が発達する球J3＇~であることが示されている。こう し

の生息にとって好条件の林ではなし、。チョウそのもの た事実を物語る所として，東京都多摩市の多摩川ぞい

の性質，イボタ類の性質が当川と現在とで変わりない には，イボタ ハンノキ群落があり，そこにはウラゴ

とするならば，その当時，ウラコ’マダラシジミは川や マダラシジミが生息している。そこに生息するチョウ

沢に面した斜面，湧＊池の周IRI,111火事跡，河川の氾 は，多摩川がi'i • fj~ 低地を形成したH守代に，周辺の丘陵

滋原など，立地が不安定でクヌギ・コナラなどのよう などから進出してきたものであろう。沖積低地の多く

な二次林を構成する樹種が生育できるような場所に限 は，人聞が農$JIを営み始めると同時に水田として開拓

って生息していたのではなかろうか。人聞が住居の周 され，周辺地域からそこに進出していったチョウは，

図に作り出した人工的な二次林は，ウラゴマダラシジ 再び周囲の丘陵斜町や谷戸の奥へと後退させられたの

ミの主要な生息場所であったものとj佐官111される。その ではなかろうか。しかも，最初は後背湿地に｜浪られた

頃にはウラゴマダラシジミは現在のように個体数の多 人間による河川敷の利用は，明治以後になると河川の

L、車llではなかったものと思われる。 流路にそってノ＼工J；＇｛防が建設されるようになり， i中和

なお，純文の海進が内陸部奥深く達した頃，この海 低地特有のウラコ’マダラシジ ミの生息環境，すなわち

進で失われたウラコsマダラシジミの産地が全くなかっ イボターハンノキ群落は，ほとんとが水田化されてし

たとは言いきれない。 ま＇＇， ウラゴマダラシジミの産地は，現在みられるよ

人間による自然林の破壊は，炭耕が始まった弥生時 うに川崎＇I低地」ーにはほとんど存在しなくなってしまっ

代以後急速に拡大する。とくに原生林の中で焼畑が行 たと推測される。

われるようになると，耕作放棄された 土地を中心に 一方，台地 ・丘陵地 ・低山地における人聞の自然林

して，常緑広葉樹林jこかわって落葉広葉樹の二次林が 破壊は，クヌギーコナラ林などの二次林を増加させ，

fl'り出され，拡大したと思われる。ウラゴマダラシジ ミ ウラゴマダラシジミの分布拡大をDJJけた，と述べた。

の食樹であるイボタ類の実は，野鳥が大変好む。種子 最初は小規模に行われていた焼畑は，人口の増加につ

は鳥によ って遠方へ淫ばれ，人聞が自然林を破j岐した れて商杭が増していったものと推測される。そしてあ

あとの二次林や，河川が土砂を運んでト作ったi1l1杭低地 る時代に至ると，生産性の高い畑は，より多くの食物

にもたちまちの内に進出したであろう。そしてその後 を生産するために肥料などを投入して永久州として伎

を追って，チョウの方も自然林で覆われていた地域の 用されるように土地の利用が変ったのであろう。台地

中に徐々に進出したものと推測される。このように， や丘陵地上に食物生産を行う永久対日と，燃料や肥料を

台地や丘陵地における自然林の破壊は，二次林を噌加 生産する二次林が混在する状態は， 二次林（薪炭林〕

させ，ウラコヂマダラシジミにとっては，その分布を拡 が燃料が石油製品に変りその役割を終えるH白和30年頃

大させる方向に作用したものと推測される。 までは，［町棋の削減はあったにせよずっと続いてきた

しかしウラコマダラシジミにと って，人間による自 のであろう。ウラコ矛マダラ シジミの生息にと っては，

然の破壊は，常にその分布を拡大する方向に有利に作 こうした人間の土地利用は非常に幸いしていたのだろ

用したわけではない。ごく最近になって，都市周辺で う。しかし，神条川県においては明治以後あちこちに

は宅地造成や工場団地の建設などによ ってクヌギーコ IUJが出現し，特にH召和30年代以後は急速に市街地が拡

ナラ林がつぶされ，ウラゴマダラシジミの産地が消滅 大してきている。チョウの生息地の二次林は虫l住い状

するということが相次いで起こっているが，人間活動 にされ，またあるものはスギなどの植林に変えられ

による自然破壊の程度 ・内容によっては，ウラゴマダ た。人間の土地利用の変化は， 時代時代毎にチョウの

ラシジミの分布は逆に狭められる。 生息lこ大きな影卒中を与えてきているのである。

現在，ウラコ’マダラシジミの産地はごく少数のもの

しか沖積低地1こは知られていない。i1l1砧低地とは，氷 おわリに

河期が終った後の沖積世と呼ばれるHI代に，海底だっ 以上述べたように，ウラゴマダラシジミは私たち人

た所に土砂がlft積したり，河川が運搬してきたものが 聞の':I三前と深いWI係を持ちながら 2 その生息状態を変

積み重なって作られた低地である。そうした所は普通 化させてきているチョウと考えることができる。筆者

9 



らは， その分布の現状と生息環境，さらには分布の歴 神奈川県県民部県史編集室編 1979 神奈川県史（資

史的背景について述へてみたが，中には歴史的裏付け 料編 20 考古資料〉神奈川県

の乏しいまま想定に想定を重ねたところもある。私達 神奈川県教育委員会 1972 神奈川県現存植生図神

の持つ資料では，まだ一つの昆虫をテーマに分布の歴 奈川県．

史的背景を探るのはあまりにも困難が多い。筆者らが 神奈川県教育委員会 1975 神奈川県潜在自然植生

取りあげたウラコ’マダラシジミの他にも，オオミドリ 図神奈川県

シジミ ・アカシジミ ・ベニシジミなど，平士山～低山地 見上敬三 1978 神奈川県の地質I 神奈川県史各論編

を生息の中心とし，その生息に人間活動が大きく影響 4，自然 ：71-378.

しているチョウの数は非常に多＼ ＇，今後は ，沖積低地 三浦半島昆虫研究会 1978 三浦半島の蝶ー横須賀市

における それらの生息と人間活動について調査を行 博物館報. (24) : 1 24. 

い，資料を蓄積する必要があるだろ7。 宮脇 昭編著 1972 神奈川県の現存植生．神奈川県

教育委員会．

参考文献 宮脇昭編著 1976 神奈川県の潜在自然植生 神奈

藤岡知夫 1975 日本産蝶類大図鑑．講談社東京 川県教育委員会。

原 型樹 1969 丹沢山塊における蝶類分布調査の現 奥村 清 1981 神奈川自然の歴史コロナ社東京．

状．昆虫と自然， 4(2〕：12-15. 高橋真弓 1967 jjj1岡県とその周辺のミドリシジミ類

原型樹 1979 ギフチ ョウの自然史 築地書館．束 についての覚え書 駿河の昆虫，57: 1561 

京 1680.

日浦 勇 1973 海をわたる蝶 蒼樹書房 東京 高桑正敏 1980 神奈川県の昆虫相の特性とそれを支

猪又敏男 ・小高密春 1978 神奈川県とその周辺のウ えてきた要因神奈川自然誌資料，1: 1 

ラゴマダラシジミ 月干リムシ， 82: 9 14. 13 

伊藤正宏 1980 丹沢山塊のゼフィノレス 神奈川虫 佐々木高明 1973 稲作以前 日本放送出版協会．東

報， 59.1-18. 京

伊藤正宏他 1981 神奈川県の蝶煩。神奈川県昆虫調 （伊藤正宏・神奈川県立自然保護センター，脇一郎：

査報告書： 7 100. 日本鱗麹学会〕

10 



神奈川自然誌資料 5: 11～16, Mar. 1984 

神奈川県に野生化したホソオチョウ

原 聖樹

Establishment of Sericinus mon'. ela in Kanagawa Prefecture 

Seiki HARA 

ホソオチョウ Sericinus例ante/aG1uv は1属（ホ 発生地もこれらの燥類の生息｜倒内にあるため，仮にこ

ソオチョウ属） 1種を桝成する小形のアゲノ、で、ある のチョウが昔から土着していたものであるとしたら，

〔アゲノ、チョウ科， ウスパシロチョウ亜科， ギフチョ こうした大勢の人々に看過され続けるはずはない。目

ウ族〕。 につきやすく ，繁殖力も旺盛なチョウなのである。ま

中国大陸や朝鮮半島にしか分布しないはずのホソオ た，かつて筆者も職務の関係で十数年間，発生地の周

チョウが最近あいついで束京近郊で採集され，新聞 ・ 辺をシーズン中にもひんぱんに通っているが，このチ

テレビでも報道されて， 一時期話ー題になった。 ョウに出会ったことはなかった。このような点からみ

最初の記録が日野市百草園から出たのは1978年のこ ても， lit冊子lllJのホソオチョウは何者かによって秘密裡

と。それ以前にもこの付近で， 1958年頃と1970年代に に放蝶されたものであるとしか考えようがな＇ 'o 

散発的な記録が若干ある らしいが，詳細lは不明。1979 当地のホソオチョウに襟本と しての学術的な価値は

年以降今日までに＇ f¥1車馬高原 ・小津・元八王子 ・宮ノ ほとんどないけれども，その生態を知るとLづ意味で

下～力石（以上，八王子rll)や山梨県の大月Tlf浅川I・ は，放蝶j出は焔好なゲレンデといえる。ここまで発生

北都留郡上野原町（ 2カ所）等，多摩川，相模JI/（桂 が続いてきたのだから， 「神奈川では，採るだけで誰

JI/）水系から続々と発見され，一方では都心の代々木 も調べる人がL、ないうちに絶滅させてしまった」とい

公園（？〉 ・東京大学構内にも発生した。 うことになっても困ると思う。ひととおりのチョウの

成虫の色彩斑紋が韓国産亜種ssp.lw向。抑制 FrxSJ<:'i 生活を調べておくことが必要だ。類例のない特異な放

に酷似している点と 3 幼虫の光周反応、の面で，あるい 蝶事件を記録にとどめる点からも ・一。

はまた，発生期がだらつきその土地の環境にまだ十分 さて，まえおきが長くなったが，1983年夏～秋期の

なじんでないと考えられることなどから， 「W固から 延11回にわたる現地矧察をもとに， 以下に下岩のホソ

日木lこ持ち込まれて放蝶されたものが一時的に土着し オチョウについて述べる。まだ調査を継続＂i＂の段階な

た」といわれている。 前述の記録地の中には， 二次あ ので，詳細な報告は別の機会にゆづるとして，今回は

るいは三次的な放蝶による場所も含まれているのであ とりあえず現ll~i'点の概要を紹介するにとどめたL 、

ろう。 なお， 1982主｜三の夏から83年春期にかけての実態につ

ところで，ホソオチョウは神奈川県からも見出され いて津久井郡j品協の亀山寿俊氏から情報提供を受けて

た。1980年に，津久井郡勝野町から記録されたのであ いるので，この点も補足として本文に加える。

る。そして＇ 1982年以降には，多くの人々が藤野町に

このチョウを求めて到来するようになった。同町では

佐野Jll地総力上岩と下岩に発生地がある。他に，同町

吉野の沢;J=i＝でも採集されているが，くわしい場所を筆

者は知らない。

Jfl.§野田Iは古くからキマダラノレ リツバメ・ ハヤシミド

リシジミ ・ウスイロオナガシジミの産地として著名

で，例年シーズンには採集者が入る。ホソオチョウの

生息環境

発生地！ま部務外れの山間傾斜地で，耕地と山林の境

い自にある。F河北を沢にはさ まれた山腹ヒに位置して

おり，周囲にはアカマツを混じた雑木林，スギ植林，

あるいは伐採されて縮小したカシワ林が見られる。発

生地の面積は数卜mlrn方と，きわめて狭L、。

よ閏の土手 ・休耕地 ・基地 ・茶畑 ・ヒノキ値林 ・クリ

11 



林の中や，通路 ・野菜畑 ・桑闘の周緑部に食草のウマ ど自朔しない。ハノレジオン・ヒメジヨオンなどの花蜜

ノスズクサ（ウマノスズクサ科〕が自生している。樹 を求める。下草や樹tf!fに麹を開いて休止することも多

令数年～10年位のヒノキ値林では林床の食草が樹幹ゃ い。雨天や夕刻時には， 草木や樹木の葉に麹を閉じて

校にからみついており，また手入れのゆき とどいた茶 休止している。

畑では，繁茂した葉のすき聞から食草が度目をのぞかせ 合の探雌飛麹は長時間にわたり，このようなときな

ている。 かなか静止するそぶり を見せずに，狭い場所を行き来

同地には，同じウマノスズクサを食草とするジャコ する。

ウアゲハは見られず，ホソオチョウがこの極と競争す

ることはない。ジャ コウは食事オオパウマノスズクサ

の普遍的な分布にさ さえられて津久井郡内各地に普通

に分布している（ホソオはオオパをま ったく食べな

L、〉。

生 肯E

成虫は4月末から 9月の半ばまで見られる。この間

多少の波はあってもほとんど切れ目なく発生が続くの

で，正確な回数はつかみがたいが，年3回ないし 4回

発生すると考えられる。春 ・夏両フォームの季節型が

あり，越冬態は踊。

8月下旬に5令幼虫〔終令〕を採集して飼育する

と，その大半が越冬嫡になるが， 一部は 9)jに泰型を

生じる。

卵は食草のあらゆる部位に産付される。食草に接す

る他草木に卵が付着することもある。卵塊を形成する

が，ときに1卵の場合もある。 卵塊中の卵数はばらつ

きが多く一定しない（数十卵のものが多しつ。

折、；化率は9096以上。1～2令は集団で群生し，以後

幼虫はしだいに分散する。ただし，この群居性は5令

まて明失われず，令期のことなるものとうしが少数で休

を寄せ合って食草上に休止しているケースがけっこう

多く自につく。食草のほか，その近くの来日草よで限起

したり ，休止したりする。挙動はやや活発，わずかな

刺激で幼虫は地上に落下する。

陥化は食草の葉裏や，ヒノキ樹幹（地上高数十C皿の

部位〕，ハノレジオンの葉裏，地表すれすれのススキ葉

裏などで確認しているだけで， 隔は見つけにくい。下

草に被覆された地表部で焔化するケースが多いと推定

される。

天敵としては，成虫で7モ2磁 ・アプ1種をJ確認。

何物かに上半身をかみくだかれた瀕死の5令幼虫や，

病死したと思われる幼虫を見たこともある。

成虫の飛朔はかんまん。飛rn範囲は狭く，発生地を
離れた個体を見たことがない。晴天II寺にさかんに飛期

するが，高温時には曇天でも飛ぶ。強風時にはほとん

12 

迫害されるチ ョウと食草

5月から 9月にかけて採集者が ひっき りなしに訪

れ，チョウと食草を持ち去る。

夏期lこヒノキ林の約半分が枝打ちされ，樹幹にから

んだ食草も取り除かれた。林床の下草刈りが実施さ

れ，卵 ・幼虫と食王手が一時的に大きな打撃をこおむっ

た。また，J災家が墓地 ・畑の土手・茶畑に生えた食草

を刈り 取ったり，あるいは除草剤 ・殺虫剤（茶の消

毒）を散布したりしている。

しかし，いずれの場合も，食草は新芽を再生させて

半月後にはもとに近い状態にまで回復している。食草

は；農家泣かせの事Ir草である。

こうした雑草退治は部分的で，採集の場合とことな

り，同日制切に発生地の全域におよぶことはない。

適度の人手lま必要か ？

繁殖力目玉盛。草にたとえればまさに雑草なみ。 1♀

が二百数十卵もの卵を産む。1回の産卵で1時間以上

かけて百数十卵の卵塊を産むこともある。しかも，近

親交配の悪影響も少ない。一世代に要する時間は短か

く， 夏期で25日程度。

このぺ一スて

といえとも， たちまち 食いつくされてダウンしそう

だ。チョウが生き残るためには， 多少の間引きが必婆

と考えられる。採集されたり，除草のそば杖をく って

食草が痛めつけられるなど，適当に入手が加わってい

ることが，おそらくチ ョウの繁殖にとって有利に作用

しているのだろう。いったん飼育したものを再び現地

へもとす，といったことも行われているらしい。

除草の手が入らないと，陽地に生育している食草は

ススキ ・クズ ・タデ ・アズマネザサ等に埋没して，そ

の勢力を減返させてしま う。林内なら，ヒノ キなどに

からみついてよ方へ伸長することもできょ うが・－。

チョウおよび食草の受難がかえって両者の繁栄に不

可欠なことであるとしたら，なんと も皮肉な話という

ことになろう。



チョウの将来 く，そこでのチョウの発生量も多い。

発生がだらつき，シーズン中には常時，卵～成虫の しだいに採集者間に知れわたるのか，ネットの来襲

全ステージが見られる。このことがさいわいして，猫 が絶えない。この情勢では，他の放蝶地と同様に，こ

の鎖ほどの土地でこのチョウは世代を継続させてい の地のチョウもやがて絶滅に追いやられる運命にある

る。1度や2度の打撃は，チョウの全ステージに影響 のだろう。集中的な採集行為によって日野 ・入王子各

をおよぼすことはなL、。 市の発生地はすでに壊滅した，といわれている。近く

①採集行為， ①草刈り， ③薬剤散布と，チョウは食 に好条件の場があってそこにでも飛火しないかぎり，

草ぐるみで休む間もなく痛めつけられている。にもか いずれにせよ同地のチョウの前途に明るい見通しはな

かわらず，今のところチョウは絶滅の憂きめにあって いのである。

いない。ただし，将来の保証はなく， ①～①の組合せ

が悪くからみ合って作用したとき，チョウは壊滅状態 本稿の執筆をおすすめ下さった新井一政氏並びに写

に追い込まれきるをえないだろう。 真作成を していただいた井上久美子氏，情報提供を受

また，ヒノキ植林が高令化して林内照度が低下して けた亀山寿俊氏の方々に，末筆ながら深謝したい。

くると，半湯半陰性の食草が林外へ追いやられるであ （神奈川県蚕業センター）

ろうと考えられる。現在，食草はヒノキ林内にも多

1311の説明

いずれも，自然状態てや筆者撮影。 16・21のみ1982年，他はすべて1983年

1. 生息環境〔9月17日〉

2. 食草の茎 ・業に産｛甘された卵（ 7月9日〕

3. 葉裏の卵塊（8月6日〉

4. 葉裏 ・茎上にi洋居する 1令幼虫（ 7月2日）

5. 摂食中の3令幼虫（ 9月9日〕

6. 枯ススキ上の2令 ・4令幼虫（ 9月17日〕

7. 葉裏の4眠中および4眠起直後〔5令〉幼虫・脱皮殻（ 7月24日）

8. 摂食中の3令 ・4令幼虫（ 9月17日〕

9. ススキ葉裏で4眠起した 5令幼虫と脱皮殻（ 8月27日〕

10. 何物かに上半身をかみくだかれて苦悶する 5令幼虫〔7月24日〕

11. ハノレジオン禁裏の前附（7月16日〕

12. ヒノキ樹幹の焔殻（ 9月9日〉

13. ススキ葉裏の焔殻（8月27日〕

14. L、かく動作をする羽化直後の♀（13の畑殻から出た個体〕

15. クワの葉裏で睡眠中の合 （8月27日〕

16. 交尾（ 7月24日〉

17. 産卵（ 7月2日〕

18. 下草に休止する合 （7月24日〕

19. ハノレジオン上てやクサグモの1種に捕えられた羽化中の♀ （7月16日〉

20. 巣にひっかかって緑色のクモに捕食された合 （8月27日〉

21. アブに抱えられた合 （7月24日）

22. 食草葉裏に産付された正休不明の黄色卵（ 9月17日〉
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神奈川自然誌資料 5:17～25, Mar. 1984 

丹沢山地における大型カワゲラの分布

内田臣ー

Distribution of the large stoneflies in Tanzawa mountains 

Shigekazu UCHIDA 

はじめに

丹沢山地には沢登りや渓流釣りの対象として知られ

る多くの美しい渓流がある。これらの渓流には様々な

水生昆虫，すなわちカゲロウ 目， カワゲラ目， トビケ

ラ ~I ， 双麹目などの幼虫がすんでいる。 この丹沢山地

の水生昆虫の分布や生活史についてのまとまった報告

は少なく（斎藤ほか，1964), しかも，その属や種の

同定は幼虫のみによ っておこなわれているため，幼虫

分類が不十分な現状では， 正硝とは考えられない。

筆者は丹沢山地の水生昆虫のうち，この地域に広く

見出される大型カワゲラ10種の幼虫を飼育羽化させ，

成虫との関迎を明らかにした。そして，この幼虫と成

虫の関連に基づいて，この地域におけるこれら10磁の

分布を調査したので報告する。また，これら10稜の幼

虫の休長組成の季節変化および成虫の出現期から推定

される生活史についても付記した。

扱った幼虫は主に子網によって採集し，成虫は主に

灯火採集によった。

本報告をまとめるにあたって，1栄木を検討させてい

ただいた神奈川県立博物館小林峯生専門学装員，およ

び標本を寄贈して下さ った天野誠，岡山泰三，野崎隆

夫，林文男，森谷清樹の諸氏に深く感謝の：古、を表した

L、。

採集地点

検討した標本の採集地点は丹沢山地のほぼ全域にわ

たり （図1下段〉，また，その標高も90mから 1320m 

に及ぶ（図1上段〉。図1に示した採集地点番号順に，

地点名，1梨高を以下に列挙する。
i. I鉛沢 1, 1030m, 2.白石沢2,730m, 3.白石
沢3'690ーnom,4.手沢 1,850m, 5.手沢2,610 

しもんたな

-30m, 6.下棚沢，730m,7目西沢，650-yom,a.中
おんだ

JllJll, 540m, 9.板小屋沢，650m,10.押出シ沢，480

ひのきぼら

m, 11.帯沢，480m,12.菩提沢， 400m,13.｛会洞 l,

1320m, 14.絵洞2,1290m, 15.桧洞3' 1200-1240 

m, 16.桧洞4,1020m, 17.ザンザ洞，960m,18. 

ユーシン沢 1,870m, 19.ユーシン沢2, 800-850 

m, 20.ユーシン沢3,740m, 21.蛇小屋沢， 650m,
〈ろくら

22.アッチ沢，620m,23.玄倉川支流， 440m, 24.滝

口沢， 210m,25.ヒイチ沢，240m, 26.河内川， 180

m, 27.北ノ沢， 310m, 28.オオダ沢，260m, 29.1fll 
しやすい

沢支流，280m,30.酒水／滝上，37.0m,31.観音沢，
ひさり やどろき’

230 80m, 32.尺盟川I,180m, 33.寄コシノく沢． 800 

m, 34.寄沢 1,600m, 35.寄沢2,500m, 36.寄沢
ひなた

3, 400m, 37.寄沢4,250-70m, 38.日向薬師， 170

m, 39.谷太郎Jil,180m, 40.中津川1,300m, 41. 
11ん＂ら

中津川2,90m, 42.半原，200 250m, 43.原小屋

沢，1280m, 44.カサギ沢1, 1290m, 45.カサギ沢

2 , 1200m, 46.早戸Jil,330m, 47.水沢川， 340m,

48.串｝II, 300m, 49.日I箆沢，670m,50.釜立沢 l,
とのさ

910m, 51.釜立沢2,520m, 52.此之間沢，330m,

53.道志川 1,320m, 54.道志川 2,180m. 

結果

種ごとに採集データおよび飼育羽化の記録（丹沢山

地以外の産地も含む）を示し，分布 ・生活史について

の知見を述べる。各種の採集地点は図2 11に表わし

た。採集データは，採集地点番号（図1参照〕，採集

地点名，個体数（幼 ：幼虫，終 ：終令幼虫， 殻 ．脱皮

殻〉，採集年月日，採集者 （筆者の場合は省略〉の順

に示した。

Perlodidaeアミメカワゲラ平ヰ

Sopkalia yainadaeニッコウアミメカワゲラ （図2)

3.白石沢3, 4幼（4終〉，19. JV. '81; 4.手沢

1, 4幼 (1終），1. JV.’79; 9.板小屋沢，8幼，14.

Vlll.’80; 10.押出シ沢，8幼，16.vn.’79; 21.蛇小

17 
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図1 採集地点の標高（上段〉および位置（下段〉 O：；幼虫 ・脱皮殻，ム ：成虫，番号は本文の採集地

点の項を参照
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図2. So戸kaliayamadaeニッコウアミメカワゲラの 図3. Pseudomegarcys japo削ω ヤマトヒロパネアミ

分布。上 ：iii直分布，下 ：水平分布，・ ：幼虫 メカワゲラの分布。説明(j:図2と同じ

－脱皮殻， 企 ：成虫

屋沢， 4幼，1.IX.’79' 22.アッチ沢， 1幼， 13.VIII. 

'80; 45.カサギ沢2' 7幼，4.XI. '80, 50.釜立沢 1'

2幼，5.XI. '80. 

飼育羽化の記録 ：3.白石沢3' 2合2♀，19.IV. 

'81幼虫採集， 19-27.IV.羽化；東京都桧原村南秋川

（係高890m), 3合1♀，30.IV.’82幼虫採集，30.

IV 10. V. )])Jiヒ。

本種はおよそ楳高500m以上で採集される。夏 ・秋

・冬 ・春の！｜｜買に幼虫は次第に大きくなり ，終令幼虫 ・

成虫は春に採集される。

Pseudoinegarcys ja戸onicaヤマトヒロノ、ネアミメカ

ワゲラ 〔図3〕

3.白石沢3'10幼（ 1終）' 4. I.’80; 4.手沢 1'3 

幼 〔3終〕， lIV. '79; 5.手沢2' 4殻，1.IV.’79, 

7.西沢， 3幼，16.X.’83' 32.尺里川， 5幼， 16.X. 

’77，同， 9幼， 13.XI. '77；同.18幼， 12.XII.’77，同，

32幼 （11終），23. I. '78，同， 28幼（28終）， 27 II. 

’78＇同， l幼（ 1終〕，20.III.’78; 33.寄コシバ沢，

2幼 （1終）， 15.11.’81岡山泰三；35.寄沢2'2幼

(2終〕， 15.II.’81岡山泰三，36.寄沢3'1幼（ 1終〕，

15. II.’81岡山泰三，37.寄沢4' 1殻，22.III.’81; 

38. 谷太良l~Jlj, l幼 （1終）, 15. III.’80; 40.中津川

1' 1幼，15.I.’81林文男，45.カサギ沢2, 4幼，

4. XI. '80; 47.水沢Jlj, 3幼， 3.XI.’80' 50.釜立沢

1, 2幼， 5.XI.’80; 51.釜立沢2'14幼， 5.XI. '80, 

53.道志Jlj1' 3幼，5.XI.’80. 

飼育羽化の記録 ：神奈川県南足柄市狩川（機高620

m), 12合20♀，6.III.’81幼虫採集，6.IIl-11. IV 
に":l:fら

羽化 ， ;t~京都奥多摩町日原J lj （標高550m),1♀，20. 

II.’83幼虫採集，29.III-5. IV羽化

本極は秋 ・冬 ・早春lこ丹沢山地各地の渓流に 普通

で，低山から標高lOOOm以上まで広く分布する。秋に

採集される幼虫は小さく，冬から春にかけて終令幼虫

となる。

Perlidae力ワゲラキヰ

Calineuria sp. 1モンカワゲラの一種 〔図4)

1.白石沢1'5合3♀，30.VIII.’81; 2.白石沢2,

19 
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図4. Calineuria sp. 1モンカワゲラの1種の分布，

説明は図2と同じ

1cs1♀，16. VIII.’81; 3.白石沢3,29幼（ 5終〉，

29. V.’80；同， 10幼， 4.I.’80；同， 10幼（ 1終），

12. v.’83森谷清樹， 4.手沢 1,9幼， 1.IV.’79; 5. 

手沢2,8幼（8終〕， 16.VII. '79，同， 2幼（2終〉，

19. VII.’81; 6.下棚沢， 1幼，23.VII. '80; 8.中川

川， 1幼（ 1終）， 23. VII. '80; 9.板小屋沢，1幼，

14. VIII. '80; 10.押出シ沢， 1幼（ 1終），16. VII. 

’79; 15.桧洞3,7幼（ 1終〕，25.VII.’79；同， 2幼，

2. v.’80; 16.桧洞4,9幼（6終），25. VII.’79; 18. 

ユーシン沢 1, 18幼， 21.v.’79, 19.ユーシン沢2,

5合，13.VIII. '80; 20.ユーシン沢3,2幼（2終）

5殻，25.VII.’79，同， 5cs 3♀，25. VII.’79，同，

l合，1. IX. '79; 22.アッチ沢， 5幼（ 3終）， 13. 

VIII.’80; 34.寄沢1,1幼， 15.II.’81岡山泰三；35.

寄沢2,4幼， 15.II.’81岡山泰三，37.寄．沢4,2幼，

15. II.’81岡山泰三；同， 2幼， 22.III.’81; 40. ＂＇＂津

Jll l, 3幼， 15.I.’81林文男， 41.中津JI/2, l幼， 1

III. '81 ; 45.カサギ沢2,2幼，4.XI.’80, 46.早戸

JI/, 2合，4.VII.’68小林峯生； 47.水沢JI/, 1幼，

20 

。

図5. Calineuria sp. 2モンカワゲラの1種の分布

説明は図2と同じ

3. XI. '80; 49.日i藍沢，10幼（ 1終〕， 15.VI.羽 天

野誠， 51.後立沢2,4幼， 5.XI.’80. 

飼育羽化の記録 ：神奈川県南足柄市狩川（標高280

m〕，1合l♀，5.VIII.’80幼虫採集， 5-13.VIII. 

羽化。

内圧I(1983）は木極と次種をCalineuriastig例。tica 
複合鮮に含めた。両極は形態、的に極めて類似するが，

:141'の陰茎 ・iltll'のj庄・幼虫の腹部第10腹板の斑紋 ・卵に

よって区別される。ところが，この属の日本産種の原

記載（KLAPALEK,1907, 0KAMO町 1912）には上記の

特徴が全く記されていないので，模式標本において

上記の特徴を検討した上でなければ種名を決定する

ことができない。 そこで本報告では両極を仮に Cali-

neui’ia sp. 1および C.Sp, 2として扱った。

Calineuria sp. 1は低山から襟高lOOOm以上まで

広く分布するが，標高500-1000ffifこ個体数が多い。

1年を通じて幼虫がみられ，終令幼虫は｜晩春から夏，

成虫は夏に採集される。

Calineuria sp‘2モンカワゲラの一種 （図5〕



姪ガ岳
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｜玄16. Kamimuria tibia/is カワゲラの分布， 説明は
図2と同じ

l 白石沢 l, 4幼（2終），16. VI.’81，同， 28幼

(19終）， 19. VII. ’81; 同，6合，30. VIII. ’81; 4目手

沢1, 9幼， 1.IV.’79; 13.桧洞 l,4幼（4終）， 25. 

VII.’79; 15.桧洞3,5幼（4終），25. VII. '79，同，

2幼， 2.v.’80，同， 3幼〔3終）, 14. VIII. '80; 43. 

原小屋沢，10幼〔8終〕， 21.VIII. '79; 45.カサギ沢

2, 5幼， 4.XI. '80; 50.釜立沢 1, 8幼， 5.XI.’80. 

飼育羽化の記録 ：1白石沢1, 1合，30.VIII. '81幼

虫採集， 23.IX 4. X.羽化，同， 6合2♀，6.IX.’81 

幼虫採集，6.IX-10. X.羽化；東京都奥多摩町大雲取

谷（標高1450m), 2(1)2♀，23. VI.’83幼虫採集，

1-11. VII.羽化

本種は前種ほど多くなく， 標高800m以上でのみ採

集される。 Scopuralonga トワダカワゲラとともに冷

たい湧泉 ・源流にすむことが多い。終令幼虫 ・成虫は

夏～初秋に採集されている。

Kamimuria tibia/isカワゲラ （図6〕

26.河内Jlj, 2幼 （1終），15. III.’81; 37.寄沢4,

2幼 (1終），22. III.’81; 40.中津川1,1幼，15.I. 

蛭ガ岳
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図7. Kamimuria tibia/is f叫enoiカワゲラ七野型の

分布。説明は図2と同じ

’81林文男，向， 1幼c1終）， 28. III.’81 ; 41.中津
川2,18幼，lIII. '81 , 47.水沢川， 7幼，3.XI.’80; 

48.串川， 3幼，3. XI.’80; 52.此之間沢， 5幼， 5.

XI.’80; 53.道志JIJl, 5幼， 5.XI.’80，同，1合3

♀，28. v.’82ノト林峯生；54.道志Jlj2' 22幼，5.XI. 
’80. 

飼育羽化の記録 ：54.道志Jlj2,3(1)1♀，22.III. 

'83幼虫採集， 11ー20.IV.羽化，野11崎降夫採集飼育，

東京都五日市JllJ秋川〔楳高160m), 1合6♀，2.v. 

'81幼虫採集，2ー29.v.羽化。

本種は標高500m以下のみで採集される。次のカワ

ゲラ上野型が支流 ・上流に多いのに対して本極は本流

に多い傾向がある。秋から冬にかけて幼虫は次第に大

きくなり， 春に終令幼虫 ・成虫がみられる。

Kαmimuria tibia/is f. uenoiカワゲラ上野型 （図7)

11符沢，I♀，17-18. V.’67小林峯生， 24.滝口

沢，2幼， lIX.’79; 27.北ノ沢， 1幼， 11.IX.’79; 

31.観音沢，9幼（ 9終〕， 18.III.’79；同，14幼 (14

終），22. IV.’79，同， 2幼，29.VIII. '79; 32.尺里

21 



図B目 Kamimui ia quadrata クロヒゲカワゲラの分

布。説明は図2と同じ

川， 22;!; ( 2終），10. IV. '77；同， 9ガ9,3. IX. '77; 

同， 23幼， 16.X.’77，同，44幼， 13.XI.’77，向， 6

幼，12.XII. '77；同，l9l)J,23. I. ' 78 ， 同， 42~jJ ( 1 

終）， 27. II.’78，同，14幼（7終）， 20. III. '78，同，

29幼〔29終〕， 10.IV.’78; 36.寄沢3,1幼，15.II. 

81岡山泰三，37.寄沢4,2幼， 15.II. '81岡山泰三；

同，3幼（2終）， 22. III.’81; 39.谷太郎川［，3殻，

15. v.’83林文男 ；同，10幼（3終）, 15. III.’80; 40. 

中津川l,1幼， 15.I. '81 林文男，同， l幼〔 1終〉，

28. III. '81; 41.中津川 2'2幼， l III. '81 , 47.水沢

川， 25幼， 3.XI. '80; 48.串）I[,12幼， 3.XI. '80; 51. 

釜立沢2,3幼，5.XI.’80; 52.此之問沢，27幼， 5

XI. '80; 53.道志川 1,11幼，5.XI.’80; 54.道志川l

2, 3土力， 5. XI. '80. 

飼育羽化の記録 ：神奈川県南足柄市狩）I［〔標高280

m), 1♀，22. IV.’80幼虫採集， 22.IV 3. V 羽化，

同，1合，3.v.’80幼虫採集，3-19.v.羽化；同，

I♀，5. v.’81幼虫採集， 5 13. v.羽化

本型は分布 ・生活史とも前種と良く似るが，前種よ

22 
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図9 Oym問。 gibbaオオヤマカワゲラの分布。説明

は図2と同じ

り支流 ・上流に個体数が多い傾向が認められる。

Ka.mimuria quadrataクロヒゲカワゲラ （図8)

1白石沢1' 3舌4♀，30.VIII.’81; 2.白石沢2,

1 o, 30. VIII.’81; 3.白石沢3,3幼， 4.I.’80，同，
21幼（ 1終），29. V.’80; 5.手沢2'14幼（3終）， 16 

VII. '79; 6.下棚沢， 1幼（ 1終） 4殻， 23.VII.'80, 

7西沢， 4幼〔3終〕，23.VII. '80 ; 8.中）1[)1[,1幼

( 1終〕， 23.VII. '80, 10.押出シ沢，26幼 （3終〉，

16. VII.’79; 12.菩提沢， 22幼〔2終）, 16. VII.’79; 

17.ザンザ洞， I殻， 14.VIII.’80; 19.ユ シン沢2,

1合，13.VIII.’80; 20.ユーシン沢3'1合，13.VIII 

'80 ; 21.蛇小屋沢，33幼 (15,fiわ，1.IX. '79; 22.アッ

チ沢，5幼（ 1終〕， 13.VIII.’80; 23.玄倉川支流，

16幼（6終〕，13目 VIII.’80; 24.滝口沢， 6幼， 16.

VII.’79，同， 26幼（11終〕， 1.IX. '79, 25.ヒイ チ沢，

3幼〔1終〕，16.VII. '79; 26.河内川， 3幼， 15.III 

’81; 28.オオダ沢， 51幼（14終）, 6. VI.’79; 29.畑沢

支流， 15幼（ 3終），30. v. '79; 30. i困水ノ滝上， 73

幼（ 9終），5. VII.’79，同，40幼 (12終），11. IX. 



蛭ガ岳
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図10. Paragnetina spp.クラカケカワゲラ属の分

布，説明は図2と同じ

’79' 31.観音i沢，13幼，18.III.’79，同， 10幼， 10.v. 

’79，同， 2幼 （1終〕，29.VIII.’79' 32.尺里Jil,24 

幼，10.V ’77，向， 23幼（12終），12. VI.’77，同，

4幼 (1終），9. VII.’77；同， 1幼，3.IX. '77；同，

2幼（ 1終）， 16. X. '77；同，1幼， 13.XI.’77，同，

3幼， 12.XII.’77，同， 4幼，23.1.’78；同， 6幼，

27. II.’78；同，14幼，20.III.’78，問，22幼， 10.IV. 

'78；同，16幼， 12.v. '78；同，13幼〔5終〕，9.VI. 

’78；向，9i;!J ( 2終），18. VII.’78，同，7幼（ 1 

終），11. VIII.’78，同，6幼（ 2終） 1♀，3. IX. 

’78，同， 6幼，10.v.’79; 35.寄沢2,3幼，15.II. 

'81岡山泰三；36.寄沢3,1幼， 15.II.’81岡山泰三，

37.寄沢4,1幼，22.III.’81; 38.日向薬師，1♀， 

18. VI.’83石川和！iJt; 39.谷太郎Jll,2幼 c1終〉，
24. v.’83林文男； 40.中津川 1'1幼，15.I. '81林

文男 ，47.水沢川， 4幼，3.XI.’80; 49.日蔭沢，1 

幼 c1終）, 15. VI.’83天野誠； 51.釜立沢2,3幼，
5. XI.’80; 52.此之問沢， 2幼，5.XI.’80; 53.道志川

1, 4幼，5.XI. '80; 54.道志川 2'1幼， 5.XI. '80. 

500－－一一一一一一一一一 一一一一一一一 一＿＿，一回 一
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図11. Scopura long.α トワタカワゲラの分布，説明

は図2と同じ

飼育羽化の記録 ：神奈川県南足柄市狩Jil（襟高280

m〕， 3合1♀，16.VI.’80幼虫採集， 16.VI-4. VII 

羽化，同，1合，4.IX.’80幼虫採集，4 21. IX.羽

化

本種は低山から楳高約 lOOOmまで広く分布するが，

標高 500m 以下で11~1体数が多L 、。 1 年を通じて幼虫が

みられ，終令幼虫は春 ・夏 ・秋，成虫は夏 ・秋に採集

される。

Oyamia gibbaオオヤマカワゲラ （図 9)

39.谷太郎川， 3幼，28 29. X.’80林文男，向，2

幼， 9.III.’82林文男，同，5幼，15.III. '80; 47.水

沢川， 2幼， 3.XI.’80; 48.串JIJ, 1幼，3.XI.’80; 

54.道志川 2,1幼， 5.XI. '80. 

飼育羽化の記録 ：神奈川県南足柄市j古川〔標高280

m), 2合，29.v. '80幼虫採集， 29.V. 16. VI.羽
化，同，2合2♀，5-18.V.’81幼虫採集， 18.V.-

17. VI.羽化， 東京都桧原村南秋川（標高300m),2 

() 1♀，3. VI.’81幼虫採集，3 17. VI.羽化

本種は北に隣接する奥多摩地域では極めて普通だ
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図12. 丹沢山地における大型カワゲラ10醸の垂直分布0 ・ ：幼虫 ・脱皮殻， ...：成虫， I・II・IIIの

型は本文の考察の項を参照

が，丹沢山地では東部でのみ採集される。 峯生 ；54.道志川 2'10幼，5.XI.’80. 

II 

m 

Pa rag日etinaspp.クラカケカワゲラ属 （図10〕 飼育羽化の記録 53.道志川1,1 o, 25. VI.’82幼虫
1白石沢 l,101♀，30. VIII. '81 ; 3.白石沢3, 採集，1.VII.羽化，野崎隆夫採集飼育 ，神奈川県南

1幼， 29.V.’80，同， 3幼， 19.IV. '81; 5.手沢2, 足柄市狩川（標語＂i280m),2合，16.VI.’80幼虫採集，

2幼， 16.VII.’79，同， 2幼（ 1終）, 19. VII.’81; 16-26. VI.羽化，同，1合1♀，4.VII.’80幼虫採

24.滝口沢， 3幼 (1終），16. VII.’79；同，24幼（ 5 集， 4ー 16.VII.羽化 ；東京都秋川市秋川（株高llO

終）， 1. IX.’79, 25.ヒイチ沢， 10幼（4終）， 16. VII. m), 1 o 3♀，28-29. VII.’81幼虫採集， 28.VII-
’79; 27.北ノi沢，2幼 (1終），11. IX.’79; 28.オオ 6. VIII.羽化，東京都五日市町秋Jll（標高200m), 1 

ダ沢，6幼（ 1終〕， 6.VI.’79; 30. i西水ノ滝上，7幼 ♀，20. VIII.’81幼虫採集， 21.VIII.羽化

(4終〕， 5.VII.’79，同，2幼， 11.IX.’79; 31.観音 日本産 Paragnetina属は幼虫 ・成虫ともに分類学

沢，1幼，18.III. '79；同， 2幼，22.IV.’79；同， 的に問題があり，現状では種を同定できない。したが

4幼（ 1終）， 29. VIII.’79; 32.尺里川，4f;IJ, 10. って本報告では属までの同定にととめて Parag日etina

IV.’77；同，7幼，12.VI.’77，同， I幼，9.VII. spp.として扱った。

’77；同， 2幼（ 1終），21. VIII.’77；同， 1幼，3 Paragnetina spp.は低山から襟高約 lOOOmまで広

IX.’77；同， 3幼， 16.X.’77；同， 12f;IJ,13. XI.’77; く分布するが，標高500m以下に多い。1年を通じて

同， l幼，23.I.’78，同， 16幼， 27.II.’78，同， 3幼， 幼虫がみられ， 終令幼虫 ・成虫は夏 ・秋に採集 され

10. IV.’78，同， 5幼， 12.v.’78，同， 5幼， 9.VI. る。

’78；同， ll幼（2終），18. VII.’78；同， B幼（ 3終）， Scopuridae トワダカワゲラ科

11. VIII.’78，同，3幼 （1終）， 3. IX.’78; 37.寄沢 Seo仰m long aトワダカワゲラ （図ll)

4, 1幼， 15.II.’81岡山泰三，同，1幼， 22.III. '81; 13.桧洞 l,4幼，25.VII.’79; 14.桧洞2,1幼2

39.谷太郎川，l幼，15.III.’80; 40.中津川1, 4幼， 殻，8.XI.’80，同， 3幼4殻， 25.X.’81; 15.桧洞3,

15. I.’81林文男，同， 2幼， 28.III. '81; 41.中津川 5幼，25.VII. '79，同，2幼， 2.v.’80，同，l幼， 25.

2, 13幼，1.III. '81 ; 42.半原， 1o, 2-3. VIII.’73 X. '81 ; 43.原小屋沢，2幼，21.VIII.’79; 44.カサギ
小林峯生， 47.水沢川，6幼， 3.XI.’80 ; 51.釜立沢2, 沢1' 120 3♀，4. XI.’80; 45.カサギ沢2,1幼，

1幼， 5.XI. '80 ; 52.此之問沢， 8幼， 5.XI. '80 ; 53. 4. XI.’80. 

道志川1, 8幼， 5.XI.’80，同， 1o, 28. IX.’82小林 飼育羽化の記録 ：長野県大町市中綱（標高950m),
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10合2♀，9.VIII.’82幼虫採集， 6-16.x.羽化。

木種は， 「生きている化石」として知られる，原始

的な形態を多く残した特異なカワゲラである。冷たい

湧泉 ・源流にすみ， 標高 1200m以上でのみ採集され

る。成虫は秋に得られている。本報告で示した産地の

一部はすでに小林〔1981〕に報告されている。

考察

各種の垂直分布を，便宜的に標高約500m以七を山

地，それ以下を低地として検討すると，山地のみに分

布する I型，低地と山地ともに広く分布するII型，低地

のみに分布するIII型の3つの型が区別できる（図12）。

I担 ：山地のみに分布する種

Seo戸uralonga （標高約1200m以上〕

Calineuria sp. 2 （向800m以上〕

Sopkalia yainadae （同500m以上〕

II型 ：低地と山地ともに広く分布する種

Calineuria sp. 1 （山地に多しつ

Pseudoinegarcys japonica 

Kamimuria quadrata （低地に多L、〕

Paragnetina spp.〔低地に多L、〉

III型 ：低地のみに分布する種

Oyamia gibba 

Karnimuria tibialis f. uenoz 

Karnimuria tibialis 

上記のように，丹沢山地における大型カワゲラの垂

直分布では特定の型に多くの極が集中することがな

く， 3型に対して比l絞的均等に10種が分かれている。

そのため丹沢山地では特に大型カワゲラの極数が集中

する標高はなく ，どの標高でもほほ何程度の穣数が採

集できる。

なお， 一般的に生物の分布調査でほ，詳しく調査す

ればするほど分布範囲が広がることが多いため，以上

の3型の区分も変更の生じることがあるかもしれな

い。今後さらに詳細な調査が望まれる。

一方，幼虫の体長組成の季節変化，および成虫の出

現期から各種の生活史を推定すると，次の2型が認め

られる。

A型 ：幼虫は 1年中採集され，小さい個体から大きい

例体までJ係々な大きさの幼虫が同時に採集され

る。成虫は春 ・夏・秋に出現する。これらのこ

とから，羽化期が集中していないか，あるいは

幼虫期間が多年におよぶ種と推定される。なお

Oyarnia gibbaは採集例が少ないが，奥多摩地

域での筆者の未発表データおよび IsosE(1981) 

から推定してA型に含めた。

Calineuria sp. 1〔夏羽化〕

C. sp. 2 （夏～秋羽化〉

Karnimuria quadrata （夏～秋羽化〕

Oyarnia gibba （春羽化）

Pαragnetina spp. （夏～秋羽化）

Seoρura longa （秋羽化〕

B型 ：夏に幼虫がみられず，秋から春へ次第に大きな

幼虫が採集される。同時に採集される幼虫の大

きさは良くそろっている。成虫は春に出現す

る。羽化期が集中しており ，1年1化あるいは

2年l化の極と推定される。

So件aliayamadae （夏すてに小さい幼虫が採

れる〉

Pseudomegarcys jaρonica 

Karnirnuria tibialis 

K. tibialis f. uenoi 

このような2つの型の生活史をもゥた種が同所的に

すんでいるので，丹沢山地の渓流で、は一般に夏は大型

カワゲラ幼虫の種数が少な く，秋・冬 ・春では多L、0

4」jに冬の終わりから早春にかけては，終令に近い大き

な幼虫が多数種採集される。
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神奈川自然誌資料 5: 26, Mar. 1984 

道志川此之間沢で採集された

カワゲラ（禎麹〉目

Perlidae カワゲラ科

• Gibosia thoracica OKAMOTOオオメコガタフタツ

メカワゲラ

内田匡一

Plecoptera (lnsecta) collected at 

Konomazawa, Tsukui-machi 

Shigekazu UCHIDA 

1♀，28. IX. 1982 

• Kainiinuria tibia/is (P1cTET) カワゲラ

1合3♀♀，28.v. 1982 

• Paragnetina sp.クラカケカワゲラ属の1種

1合，28.IX. 1982 

• Neoperla geniculata (PrcTET〕フタツメカワゲラ

1合，28.v. 1982 

Chloroper lidae ミドリカワゲラ科

筆者は灯火採集によって道志川此之問沢で採集され • Cloroper lidae g巴n.sp. ミドリカワゲラ科の1極

たカワゲラ目成虫を検討する機会を得たので，ここに 1♀，28. v. 1982 

その同定結果を報告する。採集データその他について Nemouridae オナシカワゲラ科

は小林（1983）の報文を参照されたい。貴重な標本を ・Amρhinemuraspp.フサオナシカワゲラ属

検討する機会を与えられた神奈川県立博物館小林峯生 6♀♀，28. v. 1982 
専門学芸員に深く感謝する。 ・ Nemoura sp.オナシカワゲラ属の1種

Peltoperlidae ヒロムネカワゲラ科 1♀，14. VI. 1982 

• Nogiperla ja1うonicaOKAMOTOノギカワゲラ Leuctridae ハラジロオナシカワゲラ平｜

1♀，28. IX. 1982 ・Rhopalopsolesp.ホソカワゲラ属の1種

Perlodidae アミ メカワゲラ科 1♀，14. VI. 1982 

・Ostrovusmit玉川konis〔OKAMOTOet Korrno）コグ

サアミメカワゲラモドキ 文献

1合1♀，28.v. 1982 小林峯生 1983 此之間沢におけるライト ・トラップ

• Isoperla nゆ抑制caOKAMOTO フタスジミドリカ による毛遡目（昆虫）の採集結果 ：第一報．

ワゲラ 神奈川自然誌資料，4: 31～36. 

1♀，28. v. 1982 （東京都立大学理学部自然史研究室）
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神奈川自然誌資料 5 : 27～32, Mar. 1984 

此之間沢におけるライト・トラップによる

毛麹目（昆虫〉の採集結果（第二報〉

小林峯生

Second Results of Trichoptera (Insecta) Collecting with Light Traps 

at Konomazawa, Tsukui-machi, Kanagawa Prefecture 

Mineo KOBA y ASHI 

はじめに 査で得た資料から 6科7属7種が同定できた。これら

ライト ・トラップ法で此之間沢において採集した資 のなかには1982年の調査期間中に採集することができ

料による毛麹目相の構成種の分析結果は本誌4号に報 なかった種として，HydropsychidaeのHimalopsyche

じた。一士山域における昆虫相の構成種をより以上に正 jゆonica.Glossosomatidaeの Glossosoma問ops,Le-

確に把握するためには， できるだけ多くのデーターを pidostomatidaeの Dinarthrodessatoi. Limnephili 

集積し，そのデーターを分析検討する必要がある。そ daeの Neophylaxsp.が含まれている。これらのうち

こで1982年に引き続き比之問沢の毛麹日相の解明をお Glossosoma inoρs以外は， その後の調査においても

こなうために， 1984年4月から10月にかけて計8回採 採集できなかったので，羽化WIは早春（ 3月～4月〕

集を19824三に用いたと同じ方法で試みた。その結果を であろうと推定することができる。この時期におけ

分析整理したところ， 1982年度の調査結果に加えるべ る俊占種としては Stenopsychidaeの Steno戸syche

き新しいデーターを得ることができたので，ここに第 marinara taをあげることができる。

二報として報告する。

2) 4月28日（表1,April-b，図2)

採集結果および考察 調査時点が短い間隔の間に毛麹目相にどんな変動が

1982年度lこ此之間沢でおこなった5月， 6月，9月， みられるかを調べるために， 4月12日に引き続いて採

10月の計4回の調査結果では，毛趨目相は12科19属35 集を試みた。その結果8科9属10種の羽化が確認でき

穫で構成されていることが明らかにされた。1983年に た。これらのうち Hydropsychidaeの Hydrゆsyche

おいては毛麹日相の解明をより正椛にするために，採 na如 harai, Philopotamidaeの Sorto抑制so仰 sis,

集回数の噌加をはかり， 4月2回， 5月， 6月，7月， Rhyacophilidaeの Aρsilocoremasutshanum, Rhya-

8月， 9月， 10月に各1回，計8回調査をおこなった。 co戸hila kawamurai, Rhy. breviceρhala, Lepidosto 

その結果，種構成には変動がみられるが， 科数，属 matidaeの Dinarthrodesbipertitaは，この時点で初

数，種数J)いずれも1982年度の調査結果と大差なく， めて／：I：＼現したものであるが，後の調査でも現われてい

13科19震，35種〔表1〕を同定することができた。 るので，羽化期Ii.長いものと推定できる。またこの時

構成種の分析結果を月別に検討すると次の通りであ 点に現われた種数と 4月12日のll守点で現われた種数の

る。 聞には大きな変動がみられない。優占種はSteno戸syche

1〕4月12日（表1,April a，図1〕

1982年度には4月に調査をおこなっていないので，

調査結果を比較することはできないが， 4月12日の調

marinara taから Glossosomaino1うslこ代ってL、る。

3) 5月21日 〔図3)

1982年の5月における採集結果では8科12属22種が
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HYDROPSYCHIDAE 
日ydropsycheulrneri 
Hydropsyche nakahara工
Hydropsyche sp. nov. 
Hydropsychodes brevュlineata 
Hydrornanicus gallosis 
PSYCHOMYI工DAE
Psychornyia mo r工S工tai
Psychornyia sp. ( ) 
STENOPSYCHIDAE 
Stenopsyche rnarrnorata 

PHILOPOTAM工DAE
Sortosa kisoensis 

POLYCENTROPOD工DAE
Plectrocnernエa tochirnotoi 
Kyopsyche sp. nov. 
RHYACOPH工LIDAE 
Apsilocorerna sutshanurn 
Rhycoph工laguieta 
Rhycophila kawarnurai 
Rhycoph工larnotakanta 
Rhycophila nipponica 
Rhycophila brevicephala 
Rhycoph工lasp. ( ) . 
H工rnalopsycheコapon工ca 
GLOSSOSOMATIDAE 
Glossosoma surnitaensis 
Glossosoma 工naps
LEP工DOSTOM.AT I DAE 
D工narthrodesjaponica 
Dinarthrodes bipartita 
Dinarthrodes satoi 
Dinarthrodes cornplicata 

LIMNEPHILIDAE 
Apatania aberrans 
Neophylax sp. nov. 
GOERIDAE 
Goera japonica 

MOLANNIDAE 
Molanna f alcata 
LEPTOCERIDAE 
Mystacides azurea 
Leptocerus sp. nov. (I) 
Leptocerus sp. nov. （工工）
Leptocerus sp. ( ) . 
HYDROPTILIDAE 
Hydropt工laoguranis 

表l.

しいていえば Sor-

：未採集

あろう。優占種はきめがたいが，

tosa kisoensisであろう。

十：採集．調査期間中の採集結果

4) 6月18日（図4)

1982年のこの時点における調査では9科11属17種が

同定できたが， 今回の調査では6科7属9種が同定てい

きたにすぎない。この理由については定かでないが，

6月以後の調査結果から判断すると，恐らく気候的条

件によるものと思われる。またこの時点では個体数の

多い種は認められず，優占種もないようである。

5〕7月13日〔区／5) 

1982年の調査データーが欠けているので比較するわ

けにはし、かないが， 今回の調査では7科10属15種が同

定できた。これは1983年の調査期間中， 5月に次ぐ出

同定でき， 1982年度の調査期間中， 最も多くの穣が出

現したことが確認されている。今回の調査結果でも，

11科15属17程が確認でき， 調査期間中， 最も多くの種

が出現している。このことは此之間沢における毛麹自

の羽化最盛期は一年を通して5月であるということを

示唆しているものと思われる。またこのII寺点には，羽

化個体数が非常に多い幾つかの種が見られ，それらの

種においては，特にこの時点が羽化最盛期であること

を示している。即ち Hydropsychidaeの Hydro戸syche

仰向harai の62個体，Philopotamidae の Sortosa

kisoensisの721固体， Rhyacophi日daeの Rhyacophila

inotakantaの37個体， Glossosoma tidae の Glossa-

soma inoPsの32個体，Leptoc巴ridaeの Lψtocerus

sp.の48個体などは，その例である。 またこの時点で

初めて羽化している極の多いことも特記すべきことで
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現種数である。優占種としては6月から羽化の増加傾

向がみられた H ydropsychidae の め dro戸sycheul 

rneriをあげることができ る。また，この時点で初め

Species name 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche 1".armorata 

RHYACOPHILIDAE 

Himalopsyche j aponica 

GLOSSOSOMATIDAE 

Glossosoma inopus 

LEPIDOSTOMATIDAE 

Dlnarthrodes sa toi 

LIMNEPHILIDAE 

>patania aberrans 

Neophylax sp. nov. 

MOLANNIDH 

Molanna falcata 

図1. 4月12日に採集した種と個体数，・E合，
亡コ♀

Species name 

l!YDROPSYCHIDAE 

ー↑「ー

l♀ :IP 

Hydropsyche nakaharai 

STENOPSYCHIDAE 

Stenapsyche mar冊orata

P”Z LOPOTANIDAE 
Sortosa k1soensis 

RllYACOPHILIDAE 

Aps>lochorema sutushanum 

Rhyacoph>la hwamura> 

Rhyacoph>la bcevuephala 

GLCSSOSOMA'f!DAE 

Glossosorna in。ps

LEPIDOS'l'OY.A！工DAE

Dinarthrooes biperti ta 

LIMNEPHILIDAE 

Apatan>a abenans 

MOLANNIOAE 

Molana falcata 

図2. 4月28日に採集した種と個体数，・圃合，

仁コ♀

て羽化したものは Glossosoma  tidae の Glossosorna

surnitaensisである。

6〕8月9日（図6)

1982年度の調査結果はないので，比較することはで

きないが，今回の調査では10科12属13種を同定するこ

とができた。特記すべきことは，Hydropsychidaeの

Hydro戸sycheulrn仰の259点とし寸 異常な価｜体数の記

録である。水生昆虫と称される昆虫のなかで，異常な

ほど多くの個体数の発生がしばしば認められるものと

してはカゲロウ目をあげることができるが， 毛麹目に

おいては緩めて稀な現象である。 この 時 droPsyche

ulineriの異常発生の原因は何かを明らかにすること

は今後の研究課題と して注目すべきことであろう。異

常発生をした種をもって，この時点における優占種に

することには疑問があるので，優占種をさめることは

できない。 Polycentropodidae の Plectocenemiato-

chimotoi, H ydroptilidaeの Hydroptilaoguranisが

初めて同定された。

Species name 
年

HYDROPSYCHIDAE 

Hydrnpsyce nakaharai 62ι＝コ

Hydr。psychodesbced l meat a 

Hydr。man•cus galloisis 

PSYCHOMIIDAE 

Psychomyi~ moris>tai 

STEBIOSTICHIDAE 

stenopsyche marmorata 

PHILOPOTAMIDAE 

s。rtosakisoens主S ’.. 
POL YCENTROPODIOAE 

Kyospsyche sp. nov. 

RHYACOPHILIDAE 

λps孟lochremasutshanum 

Rhy acoph• l a kawamurai 

Rhyacoph斗lamontana 

Rhyacophyla n•pp。n斗ca

GL。SSOMATIDAE
Olo'5osoma inops 

LEPIOOSTOMAT!DAE 

Oinarthr。desbipertHa 

GOE Fil DAE 

Goera jap。nica

f.' OV.NN !DAE 

Mnlanna flacata 

LEP'TOCERIDAE 

Mystacides aw,ea 

Leptoce'"' sp nov （工）

Leptoce<us sp. nov III! 

図3. 5月21日に採集した穫と個体数，・E合，
仁コ♀
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Specie' name 

l!YDROPSYCHIDAE 

｝。ydropsyche ulmen 

iiydropsyche sp cov 

STENOPSYCHIDAE 

Stenoosみchenarmorata 

PllILDPOTAMIDAE 

Sortosa kisoensis 

RllYACOPHILIDAE 

Apsilocho<ema sutshanum 

Rhyacoplnla qu,cta 

LEPIDOSTOMATIDAE 

Dユnarthrodcs japanエca

Dinarthrodes complicatu 

NDLANNIDAE 

Molanna falcata 

10 20 

図4. 6月18日に採集した極と個体数，園田舎，

亡コ♀

7) 9 JH5日（図7〕

1982年の調査においては，この時点で6科7属8種

が同定された。今回の調査では6科8属8種が同定さ

れ， 種数では1982年度の調査結果と同じ結果が得られ

た。8月に異常な羽化現象がみら れた め dropザeke

ulineriは姿を消し， 同じ科に属する Hydropsyche

向。kaharaiと Hydropsychodesbrevilineataが現われ

る。 この時点ではL、ずれの程も個体数が少なく佼占種

をきめることができなかった。

8〕10月16日

1982年の調査においては4科5属5種が認められて

し、るが，今回の調査でも種数は少なく 2科2属2種が

認められたのみである。このことは此之問沢に生息す

る毛麹自の羽化は一年を通じてこのI時期に終ることを

示唆している。

種の変 動

1982年と1983年の調査結果から種の変動について検

討してみると次のとおりである。

A) 1982年の調査では生息が認められたが1983年

には生息、を認めることができなかった種

Hydropsychida巴の Hydroρsycheselysiおよ び

30 

Specie' name 

!!':'DP.OPSYCHIDAE 

llyclrnpsyche ulme<i 

llydrousychesp nov 

llydrnpsychodes brev'1rneata 

S'l =::-.iOPSVC!llD.11F 

S tenopsyche ma rmora ta 

PHI .. OPOT/I~ ＇ IDAE 

Sor tosa kisocn sユs

POL¥'CE、、TROPODIDAE

Kyopsvche sp nov 

RI Iv ACOPH I LI DAE 

>.pislochoどema sutshanum 

Rhyacophila 0u>eta 

Hhyac。ohylamontakanto 

Rhyacophyla brev,cephala 

Rhvacophyla sp （守｝

GLCSSOSOi'iλTID.r..E 

Gloss。soma sumi t.:iensi s 

Glos s。soma J.nops 

C:OERIDAE 

Goern japnnica 

LCPTOCERlDAE 

Mys tac斗desazui:-ea 

10 20 30 

35Lコ

区15. 7月13日に採集した穫と個体数， 圃園会，

仁コ♀

Dip!ectroina kibuneana, Stenopsychidaeの Steno-

psyche saute門， RhyacophilidaeoコRhyaco）うhilaarti-

culata, Rhy. nigrocψhala, Rhy. elem.ens, Glossoso・

matidaeの Glossosomajaρonica, G. specularis, Li 

mnephilidaeの Nothopsycheρ。!Iiρes,Limnゆhilus
japonica. 

B) 1983年に新し く生息が認められた種

Hydropsychidaeの Hydropsychesp. nov.〔新種と

して後日記載する）, Psychomyidaeの Psychonzyia

morisitai, Polycentropodidaeの Kyo／うsychesp. nov. 

（新種として後日記載する〕，Rhyacophilidaeの Rhy

acoρhila kawamurai, Rhy. nipponica, Himalopsyche 

japonica, Glossosomatidaeの Glossosomainoρs, Le-

pidostomatidaeの Dinarthrodessatoi, Limn巴phili

daeの Neophylaxsp. nov. （新種として後日記載す

る）, Hydroptilidaeの めdroρtilaogur，仰 is.



Species name 

EYDROPSYCllIDA乞

Hydropsychc ulrncrエ

Eydropsychodes brevdic.cotc 

l'SYCHOMYIIDAE 

Ps vchomy;• mor isi t•; 

Psychcmyia sp. l • I 

Pll工LCPOTλM IDAE 

Sor to.a k lSOCn5'S 

POLVCCNTROPODIDAC 

Plectrncnemia tochimotoi 

GLOSSOS01".ATIDP..E 

。lossosona inoロs
LEPIDOSTOl'由TID.'¥E

Dinarthrodes tirertita 

C.OERID/l.E 

Coera iaponica 

MOLAN NI Q,¥E 

Molanna falcata 

LEPTOCERIDAE 

Mys十oc1desawrea 

Lcptocerus sp. (0) 

l!YDROPTIL!DAE 

l!ydroptilo oguranis 

10 70 30 

2119 

図6 8月9日に採集した種と個体数，圃・合，仁ゴ2)

Species name 

HYDROPSYCHIDAE 

Hydropsyche nakahara1 

Hydropsychodes brevll1neata l一一～－－＇

STE河OPSYCHIDAE

Stenopsyche marmora ta 

PHILOPOTAMIDAE 

Sortosa kisoensis 

RHYACOPHILIDAE 

Apsllochorema sutshanum 

Rhyacophila quieta 

GLOSSOSOMATIDAE 

Glossosoma mops 

MOLANNIDAE 

Molanna falcata 

図7 9月15日に採集した種と個体数， 圃園合，

亡コ♀

20 
Species nam巴 10 

HY!:F.OPSYCliIDAE 

Hydropsyche nakaharai 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche marmorata 

/218. 10月16日に採集した極と個体数，．．合，
亡コ♀

おわリに

此之関沢の毛麹目相の解明を1982, 1983の2年間に

わたっておこなってきたが， 調査を進めれば進めるほ

ど，調査年度によって積数の増減がどうして生ずるか

など，どう説明したらよいものか，その糸口さえつか

めぬ問題が多くなる。今後も此之間沢における毛麹目

相の調査を継続しておこない，昆虫相の研究法の確立

に努めるとともに，毛麹日中目を構成する種の分析結果

から，河川における環境評価をおこなうことができる
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ょう工夫を試みるつもりである。

文 献

小林峯生 1982 1古川の毛麹目相について．神奈川白
然誌資料，3: 95 99. 
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神奈川自然誌資料 5:33～43, Mar. 1984 

神奈川県内におけるツバメ類の繁殖分布

浜口哲一・端山 昇

Breeding Distribution of Swallows in Kanagawa Prefecture 

Tetsuichi HAMAGUCHI and Noboru HAYAMA 

1 はじめに と， 県境や海岸線で部分的になるものも含めて435の

神奈川県内で繁殖するツバメ科 HIRUNDIDAEの鳥 メッシュがえられる。 このうち，山地にあたる68のメ

類には，ツバメ Hirundorustica, コシアカツノくメ ッシュは，メッシュ内に一つも集落を合まず，現在ま

Hirundo daurica，イワツバメ Delichonurbicaの3 での知見ではツパメ類の繁殖の可能性がほとんどなL、

種がある。これらはL、ずれも，元来は，岩壁，洞窟な （イワツバメについては岩壁などでの営巣例が今後発

どの自然の岩場を営巣にしていたと考えられる鳥だ 見される可能性もある〕ので，今回の調査の対象から

が，現在では人家，橋などの人工的建造物に営巣する は省川、た。また，県境や海岸線で，きわめて小面積の

ことが多く ，本県内ではどの種類も自然の岩場での営 メッシュ，臨海工業地帯などで立入りの図難なメッシ

巣は知られていない。 ュの合計23メッシュは調査を行わなかった。従って，

ツバメ類は，人工的環境で繁殖するため，近年の都 今回の調査の対象としたのは， これらを除いた，344

市化の進行の影響をさ まさまな形で受けており，その のメッシュである。

分布も変化しつつある。本県内での繁殖分布について 調査は，まず全県的なアンケート調査を行い， それ

は，横須賀高校定時制生物部 (1964〕によるコシアカ によって情報の収集できなかったメッシュについて，

ツバメ，浜口 (1978〕に よるイワツバメの報告があ 現地調査を行った。

る。またツバメ類3種について総括的に分布を調査し ② アンケート調査

たものとして三上 （1978），旧本野鳥の会 (1980）が 1983年4月および5月に，神奈川県内に在住する日

あるが，前者は南関東，後者は日本全国を対象と した 本野鳥の会神奈川支部会員，自然観察指導員神奈川県

調査である ため，一つの県の調査と しては精度が組 連絡会会員，その他自然愛好家，またこれら会員の少

い。筆者らは，現在の神奈川県内でのツバメ類3種の ない地域については小中学校理科教員を対象に郵便に

繁殖分布を記録し， 今後の分布変化とその要因を調査 よるアンケー卜調査を行った。

するための基礎資料をえたいと考え，1983年の繁殖期 アンケートは，ツバメ類の巣について記入するもの

に調査を行ったのでその結果を報告したい。 で質問項目は下記の通りである （図1〕。

本調査を行うにあたって，アンケー ト調査の実施に a ツバメの種類（ツバメ，コシアカツバメ， イワ

御1協力L、ただいた日本野鳥の会神奈川支部，文献閲覧 ツバメのほかヒメアマツバメも対象とした）

の便宜をはかつてくださ った花輪伸一氏，またアンケ b 巣のあった所の住所

ートに御回答いただいたすべての方々に深く感謝の意 c 営巣した位置，環境

を表する。 d 巣の数

2. 調査の方法

① 調査地域

本調査は国土地理院発行の5万分の1地形図1枚を

縦樹それぞれ8等分し 64に分けたメ ッシュ を基本単

位と して行った。神奈川県全域をこの方法で区分する

e 1983年のようす〔親鳥の出入り，ひななど繁殖

に関わる・1官報〉

アンケートは合計1,200通発送し，回収は340通（回

収率2896）であった。

① 現地調査

アンケー ト調査による情報の集まらなかったメッシ
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図1. アンケート用紙

ュについては， 筆者らが現地調査を行った。調査は主

に自動車ての地域内をまわり， 発見した巣をアンケート

に準じた内容で記録する方法をとった。コシアカツノく

メ，イワツバメについては，成鳥を観察したメッシュ

では，特に入念な巣の探索を行った。調査は1983年6

月8日（津久井郡）， 6月20日 （足柄上郡〕， 7月20日

（横須賀市，三浦市）， 7月21日（足柄下郡〕， 7月25

日（厚木市，横浜市），8月8日（藤沢市他）， 10月2

日（川崎市〉の7日間行った。

また， アンケート調査でえられた情報について，内

容的に疑問のあるものについては，適宜，現地での確

認を行った。

3. 調査の結果

アンケートおよび現地調査の結果，神奈川県内のツ

バメ類の巣について合計3,008件の情報が収集された

(1つの建造物に1種類が営巣しているものを，巣の

数を問わず1件とする〕。種類別の内訳は表1に示し

た通りである。

集められた情報は5万分のl地形図上にプロット

し， 1メッシュに l例でも巣に関する情報があれば，

その種類はそのメ ッシュで繁殖していると判断した。

厳密に言えば，1983年には古巣があるだけで繁殖しな

かった場合もありう るが，アンケー トを主体と した本

調査では，そうした判断は困難なので，何らかの営巣

痕跡があることで，繁殖の証拠とみなしたわけであ

る。ただし，イワツバメの場合は，明らかに古巣のみ

で，成鳥が見られないメ ッシュがあったので，それは

別に整理した。

こうした方法によって，ツバメ ・コシアカツバメ ・

イワツバメの1983年現在における繁殖分布図を描き，

図2～4に示した。

また， 1983年に繁殖したことが確実でト，営巣場所に

ついても明確な記載のあった約2,000件の情報につい

て，営巣した建造物の種類と，1ケ所の建造物に見ら

れた巣の数について集計し図5および6に示した。

①ツバメの繁殖分布

調査の結果，ツバメの営巣が認められたのは，調査

表1. ツノ〈メ類の営巣について収集された情報件数

ツ p、. メ コシアカツバメ イワツ ノ〈メ 4に〉I 計

アンケート調査 2, 367 (88. 6%) 236 (8. 8%) 68 (2. 5%〕 2,671 

現 地調査 303 (89. 9%) 24 (7. 196〕 10 (3. 0%) 337 

4口ι 百十 2,670〔88.8%) 210 (8. 6%) 78 (2. 696) 3,008 
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イワツバメの繁殖分布（凡例は図2と同じ〕

亡コ＂）j¥;f,己1コシアカツバメ ．．イワツバメ

図4.

学校・官庁など

全体

中高層住宅

民家

商店

154 ビJレ

79 

17 

66 

15 

9 

101 
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図6, ツバメ類3種の同一箇所の営巣数

対象とした344メッシュの94,896にあたる326メッシュ ある水田の有無が，営巣の条件となっている可能性が

であり，本種は全県のほとんどすべての地域で繁殖し 示唆された。伊勢原市大山は大きな集落だが， 標高の

ていることが明らかになった。営巣が認められなかっ 高い所にはツバメの巣がなく，標高200mまで下って

たのは，川崎市の臨海工業地帯の一部，丹沢 ・箱根 ・ ＊回が近くなってから，はじめて巣が認められる。こ

小仏の各山地の山麓で数戸の人家しか含まないような のことも，この仮説を支持しているだろう。

メッシュ，箱根の別荘地や温泉のみのメ ッシュであっ ツバメの営巣場所をみると，もっとも多かったのは

た。すなわちある程度の人家のあるメ ッシュにはほぼ 商店で，ツバメの営巣例全体の54%を占めていた。商

10096繁殖していると言える。 店は，人目につきやすいため，過大評価されている可

聞き取りによると，市街地でも農村でも，昔と比べ 能性があるが，その割合が大きいことは疑いない。そ

るとツバメが減ゥたとL寸 話がよく聞かれたが，その れに次いで多かったのは民家，ビノレ，アーケード，学

減少は，繁殖分布図に空白地帯をうむほどにはし、たつ 校官庁の順であった。他の種類と比べると，駅，アー

ていないと言うことができるだろう。今回の調査では ヶー ド， 歩道橋，牛舎はツバメのみが利用している環

繁殖密度については把握することができなかったの 境で，本種がもっともし、ろいろな種類の建造物を広く

で，今後はその面からも真に減少の傾向があるのかを 利用していた。建造物の材質からみても，木造の牛舎

確める必要がある。なお，密度に関しては，牛舎のあ や民家から，コンク リートのヒソレまで他種よりも選択

る1長村地帯と商店街で高く，ヒソレ街・住宅地 ・工場街 の幅が広いと恩われる。

では低いように，現地調査の印象では感じられた。 1ケ所に見られる巣の数をみると全体の81%を，単

山聞の孤立した集落でもツバメの繁殖は認められ， 独営巣が占めていた。1つの建造物に2つ以 ｜ニの巣が

膝野H町和田 ・牧馬，山北町人遠 ・塩沢，南足柄市地蔵 見られる場合でも， 実際には 1つの巣だけが利用され

堂のような戸数の少ない所でも ， ！~%家に 1 ～数つがい ている場合が多かった。しかし，複数のつがいが接近

が蛍巣していた。 一方，藤野町板谷，相模湖町底沢， して蛍巣することもまれではなく，特に牛舎では50巣

山北｜町畑，箱根町畑宿のようにツバメの繁殖していな をこすコロニーが記録された例がある。

い集落もあった。これらの集溶に共通の特徴は，水田 ① コシアカツハメの繁殖分布

がないか，ほとんど作られていないことであり，特に コシアカツバメの営巣が認められたのは，344メッ

山間では，巣材の採集や，採餌のために重要な環境で シュの15,196にあたる52メッシュであった。ツバメと
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比べると，その分布は局地的であり，湯河原から逗子

にいたる相模湾沿いの沿岸部に集中している。南足柄

市～秦野市付近，横浜市戸塚区付近，川崎市多摩区付

近では，やや内陸部での繁殖が認められた。

営巣場所についてみると，中高層住宅に営巣するも

のが多く，コシアカツハメの営巣例全体の48ヲ6を占め

ていた。これは3～5階建の集合住宅を利用するもの

で，階段室の最上階の天井lこ営巣する場合が多L、。中

高層住宅以外では，ヒール，学校・官庁での例が多く，

大規模な建物に営巣する傾向が目立った。

1ケ所に営巣する数は，単独営巣がもっとも多かっ

たが，2～10数個の小コロニーを作っている割合は，

ツバメよりも高かった。しかしツバメのように50巣を

こすようなコロニーを作っている例は見られなかっ

た。

① イワツハメの繁殖分布

イワツバメの営巣が認められたのは， 344メッシュ

の8.7%にあたる30メッシュであった。他に4メッシ

ュでは，過去に繁殖した巣の跡だけが確認された。コ

シアカツバメ同様，分布は局地的だが，本種の分布は

県北，県犬，県西にかたよっており，相模川と酒匂川

の流路沿いに主な繁殖メッンュが並んでし、る。また別

に，多摩川沿いにも分布が認められた。

営巣場所についてみると，他種のあまり利用しない

橋げた ・ガードの営巣が目立っている。またその他で

は，工場 ・学校 ・官庁などの大きな建物が利用されて

いた。営巣数は，他種とことなり大きなコロニーを作

るのが一般的で，200巣以上．のロロニーも 3例記録さ

れた。

① 市町村別の繁殖分布図

例えば神奈川県を，いくつかの地域に区分して生物

の分布を表現するには二通りの方法がある。 1つは，

機械的に直線によるメッシュに区分する方法で，本調

査で行ったような経緯度による場合と，等距離の直線

で区分する場合がある。もう一つは，行政区画や地形

を考慮、lこ入れて，地域を区分するものである。前者

は，メッシュがほぼ等面積になるので量的な比較がし

やすい，コ ンビューターによるデータ処理が容易であ

るなどの利点がある一方で，機械的に区分するので現

地での境界がわかりにくい，分布図を利用する市民の

生活感覚とのつながりが稀薄になるなどの欠点があ

る。

．繁殖確認

区17. ツハメの繁殖分布（神奈川県植物誌調査会のメッシュによる〉
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図8 コシアカツバメ

の繁殖分布とそ

の変化
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図9. イワツバメの繁

~I立分布とその変
化
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現在，神奈川県では全県的な刷物調査が行われてい

るが， この調査では，地域の 自然な まとまりを重視

し， 全県を区市町村（広い場合には日村により高Ill分す

る〉を中心とした 108のメッシュに区分して，記録を

行っている（神奈川県植物誌調査会 1979〕。

今後，神奈川県における動植物の分布についての知

見が集積されてくるについて，基本的な情報桜川を，

どのような地域区分で行うのか， 具体的には5万分の

l地形図を基にしたメッシュで行うのか，植物誌調査

会で行っているようなメッシュで行うのかは，長期的

に見て？きわめて重要な問題である。ここでは，そう

した議論を進める一つの契機として，ツバメ類の分布

を，植物誌調査会の方式によっても表現しておくこと

にした。コシアカツバメ，イワツバメについては，後

に述べる過去の記録もこの方法で示した（図7～9〕。

なお，植物誌調査会のメッシュは，丹沢では fW！高

1, ooom以上を別区画にしているのに，箱根ではして
いないなど， 若干，基準に不統ーな点がある。ここで

は，箱根町のうちHAK-2, 1-IAK  3, 1-IAK-

4の3メッシュを，神山・ 駒ヶ-/'ii；の1,000m以J・.のメ

ッシュとそれ以外の〆ッシュの2メッンュに分け直し

た。 また，近年，行政区画が変更になって生まれた

川崎市の麻生区と宮前区は，新しく独立メッンュとし

た。従って図7～9は全県を 109のメッシュに分けて

表示している。

4 考察

本調査で明きらかとなった繁YI自分布のうち，過去の

調査記録のあるコシアカツバメとイワツバメについ

て，その変化をまとめてみたい。

① コシアカツハメの繁殖分布の変化

神奈川県におけるコシアカツバメの分布について，

はじめて報告したのは横須賀高校定時制生物部(1964〕

である。同部！ま1961年から64年にかけて，分布訓j査を

行い，小田原，松岡，秦野， 平塚，牒沢，鎌倉，逗

子，横須賀の各市での営巣を報告している。また，営

巣開始年代にもふれ， 小田原は1940年以前から，鎌倉

1952年頃，逗子1959年頃，平塚1960年頃，秦野1961年

頃，横須賀1961～3年にそれぞれ営巣が開始されたと

している。すなわち1960年代には，県下のコシアカツ

バメの分布は現在よりも，局地的であり， しかも当

時，新しく営巣が認められるようになった地域が多

く，分布が拡大する傾向にあったことがうかがわれ

る。

また村山（1963）は，横浜市磯子区杉田での営巣例

を報告し，その記事に対し，高山一彦氏は横浜市内でh

の本砲の観察例は1939年以来だとコメントしている。

三 七〔1978）は，間関東一円でのツバメ類の分布調

査を行い，特にコシアカツバメについて， くわしく調

査を行った。また浜口（末発表〕も，1977年にコシア

カツバメの営巣状況について情報収集を行った。 これ

らの調査によって，1977年のコシアカツバメの繁殖分

布については詳細な状況が明らかになっている。それ

によると相模湾の沿岸部では小田原市から三浦市にい

たるまで分布が辿続し，また横浜市戸塚区 ・保土ヶ谷

区および川崎市多摩区で新たに内陸部て、の繁殖が記録

された。

隣接する東京都内の繁殖状況をみると（東京都公害

局1975〕，戦後とだえていた繁殖例が1970年代に復活

し1971年に町田市， 1973年に多摩市および日野市で記

録されたとしづ。川崎市多摩区での繁殖記録はこうし

のた分布拡大と関迎したものとみることができょ う。

これらの文献および本調査の結果をまとめ，繁殖分

布の変化を図8に示した。これによると繁殖メ ッシュ

数は1960年代は11,1977年代は26,1983年は34であり

コシアカツバメはこの20年間に分布を拡大してきたと

言うことができる。しかし，湯河原，真鶴方面の繁殖

は過去の調査では見落されていた可能性が強L、ので，

1977年から1983年への変化は教字に現われたほど大き

くはないと思われる。

また， この20年間にコシアカツバメの営巣場所が

変化してきたこと も重要である。横須賀高校定H寺制生

物部（1964〕は， 1964年当時，逗子市内で14ケ所（商店

7ケ所，官庁 。銀行5ケ所，駅2ケ所〕の営巣を報告

しているが，このうち1983年にも営巣が認められたの

は逗子郵便局の 1ケ所のみであり ，逗子の市街地には

ほとんどコシアカツバメが営巣していなL、。1960年代

はコシアカツバメは主に市街地のモノレタノレ建築に営巣

していたが，こうした市街地での営巣が減っている傾

向は桜子市だけでなく，鎌倉市，藤沢市，小田原市で

も認められる。減少の原因は，現在のところ明きらか

ではないが，建物の建て直しが進んで営巣条件がかわ

ったこと，巣を;jtij取りするスズメやヒメアマツバメと

の競合の影響などが考えられる。

Tb街地での減少の一方，1970年代以降の大きな傾向

は，団地の中高層住宅での営巣がふえたことである。

19771'ドおよび1983年の調査で新しくつけ加わった繁殖

メッシュの多くは，茅ケ崎市浜見平団地，旅沢市善行
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団地， 戸塚区大正団地，緑区たまプラーザなど団地で

の営巣例によるものである。

想像をたくましくすれば， 1960年代に各地で新しく

コシアカツノ4メの営巣が始まったのは，木造建築から

モノレタノレ建築への変化に関連したものではなかったろ

うか。その後，神奈川県下のコシアカツバメは，コン

クリー卜の中高層住宅への営巣を開始し，それを足が

かりに地理的分布を拡大していった。一方， 市街地で

は逆に勢力が衰える傾向にある。筆者らは，コンアカ

ツバメの分布変化をこのように考えている。

② イワツハメの繁殖分布の変化

神奈川県内におけるイワツバメの繁殖例をはじめて

報告したのは中村 (1974〕であり，開成田］の建物で

1972年から新しいコロニーが形成されたことを報じ

た。池田（1977）は東京都三多摩地方を中心とした地

域でイワツバメの分布調査を行い，相模湖町， 津久井

町，相模原市の3ケ所のコロニーを報告した。筆者は

1977年に大磯町で新しいイワツバメのコロニーを発見

し，それを契機に全県的な調査を行って， 11ケ所のコ

ロニーを報告した（浜口 1978〕。

イワツバメは， 集団で繁殖することが多いので，新

しくコロニーが形成されると一般の人の注意もひき，

コロニーの形成年代を比較的正確に知ることができ

る。過去の調査および本調査の結果から， 1972年，

1977年，1983年の3つの年代にわけて繁殖分布を示し

たのが図9である。

繁殖メッシュは1972年は5,1977年は7, 1983年は

23であり，イワツバメは本県では過去10数年間に明き

らかに分布を拡大している。現在知られた範囲でもっ

とも 古いコロニーは， 相模湖町ーの相模ダムのもので

1950年代前半には営巣を始めていたらしい。1972年に

存在した他の4ケ所のコロニーはいずれも1970年から

1972年に形成されたものであり，分布の拡大は1970年

代の前半に始まったと言える。

イワツバメの営巣場所は本県では， 大きな建物のひ

さしゃ吹きぬけ， 橋げたが多く， 111間部よりも平野の

市街地周辺で営巣しているものが多い。その分布の拡

大は，相模川，酒匂Jll，多摩川の三大河川に沿って行

われてきたように考えられる。

東京都下における分布の拡大については， 金井

〔1976〕，池田 〔1977）らの報告があり， 1928～34年に

かけて農林省鳥獣実験所が行った移値試験によ って長

野県内から移入されたものが， 八王子市に定着し，そ

の子孫が三多摩地方に分布を拡げたとされている。本
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県内での分布拡大のうち相模川および多摩川を下流に

向かつて拡がってきた動きは，この東京都における分

布拡大の一翼を担うものと判断してよいだろう。しか

し，酒匂川流域の一群がどこに起源を持つものかにつ

いては，現在のところ，まったく不明である。

いったん形成されたコロニーが廃棄されることも観

察される。中村 (1974〕の報告した開成町のコロニー

は， 1977年には既に巣の跡しか見られなかった。渡部

〔1977〕はイワツバメのコロニーが廃棄される原因と

して， ①スズメの侵入②環境の悪化①巣がつく場所の

減少①巣内寄生虫の増加をあげている。本県では相模

原市役所，松田小学校，相模湖町のボーリングJ易など

の大規模なコロニーが安定しているのに，数個～十数

個の巣の数のコロニーが不安定である傾向がある。そ

の原因を説明するには②～①だけでなく，特に①の巣

を横取りするススメの影響が大きいのでないかと考え

られる。たとえば， 1982年から営巣が開始された平塚

市のみずほ小学校では， 1982年，83年とも 5～6個の

巣が作られたが，途中でスズメの攻撃を受け， 2年と

も繁殖成功にはいたらなかった。この点については，

今後の調査でさらに詳しく観察していきたい。

神奈川県のイワツバメは，現在も分布を拡大してい

る。1983年にも海老名市有馬高校，平塚市湖南大橋な

どで新たに営巣を開始したのが記録された。今後の動

向に注目していきたい。

5. まとめ

神奈川県内におけるツバメ，コシアカツバメ，イワ

ツバメの繁殖分布を調査し， 次のような結果をえた。

(1) ツハメは全県的に広く分布しているのに対し，

他の2種の分布は局地的で，コシアカツバメは相

模湾の沿岸部に，イワツバメは県の西半に分布が

偏っていた。

(2) ツバメは商店，民家，牛舎，アーケードなど各

種の建造物に広く営巣していたが，コシアカツハ

メは中高層住宅と大きな建物，イワツバメは橋げ

た・ガードと大きな建物に集中していた。

(3) コシアカツバメは過去20年間に分布を拡大した

が， 70年代のそれは主に中高層住宅への営巣によ

るものと考えられた。

( ~ ) イワツハメは過去10年聞に著しく分布を拡大し

ており，その傾向は現在も続いていることが明ら

かになった。
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事業計画.FLORA KANAGAWA 1: 渡部裕美 1977 多摩地方におけるイワツハメの蛍巣

2-3. 状況について 東京農工大学卒業論文．

金井郁夫 1976 流浪する東京のイワツバメ． アニマ 横須賀高校定時制生物部 1964 神奈川県におけるコ

38 : 72-73. 

三上晶子 1978 ツバメ類の生態的分布と営巣場所の

選択． 東京農工大修士論文．

シアカツハメについて 14，横須賀

（浜口哲一：平塚市博物館 端山昇：日本野鳥の

会神奈川支部〕
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神奈川自然誌資料 5:44～49, Mar. 1984 

アオパズク Ninoxscutulatαja1うonicαの

繁殖生態に関する知見

飯村武

Notes on the bre巴dingecology of Brown Hawk Owl Nz・noxscutulata jaρonicα 

in Atsugi City 

Takeshi IIMURA 

フクロウ類は農林業の害虫獣の捕食者として有意義

な役割を果していることはよく知山れている。アオノt

ズクはフクロウ類の1種で，わが国には春期に渡来し

人里近くや神社境内等の森，ときには市街地の庭園で

繁殖する夏鳥で， 冬期は中国大陸筒部，フィリピン諸

島などにi度去する〔小林， 1978）。しかし，最近は各種

の開発によって生息環境が狭められているばかりでな

く，樹洞のある古木も減少してL句。このことは1直接

に繁殖に影響し， ひいては農林業生態系における有意

義な役割を逓減させる結果になっていると思われる。

凶1. 営巣地点とその周辺の状況

X，営巣地点
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前述のように，アオノくズクは身近かな鳥なのでその

観察記録は多いが，生態等についてのまとまった報告

はなされていなL、。このたびアオノくズクの営巣と繁殖

について観察し，2, 3の生態的知見が得られたので

報告する。

営巣地とその周辺の環境

営巣した場所は神奈川県のほぼ中央に位置する厚木

市下川入で，このf陥落は厚木市の市街地、ら北方約7km 



に位置する。営巣地点ならびに部落の状況を図 1に示 集して食餌物を検索した。

す。部洛は西部に中津川を控え，その段正上にある。

河岸一帯はJj(/Ilで，部落と水田との間にある段丘斜面

は，コナラ，ケヤキ等を主とする広葉樹林および竹林

となっている。部落を構成する各住居の庭は常緑性，

落葉性の植木や生け垣が多く，部落の東部から北部に

かけての一帯は桑園となっており，最近はクリ園の面

積が拡大しつつある。

営巣した樹はケヤキ（図2〕で， 高さ1.3 mのブロ

ック塀に囲まれた人家の敷地内にあるが，塀の外側は

T字状に人道，自動車道になっている。道路を隔てて

人家があり ，自動車は平均10分間隔てや通行している。

調査の方法

調査は樹洞の構造，烏の動態観察および食餌物につ

いて行った。樹洞は1聞きざみの折尺でその要所を測

定し，この値をもとに構造図を作成した。 鳥の動態観

察は1973年6月30日から同7月19日までの聞において

8 日間行ったもので，親鳥の存在， ~Mi'の鳴戸， その他

の行動の記録に努め，この記録により営巣の経過を検

討した。また，親鳥の止り木直下の地面と巣床には，

食べ残された昆虫類等の残骸があったので，これを収

≪.om 

/.Om 

結 果

1）樹洞の構造

営巣した樹の胸高直径は1.Omで，幹li4.0mの高さ

で切断されている。この樹は毎年枝が絞生伸長し，葉

が繁茂するが，秋期落葉後に校は刈り取られている。

樹j同は幹の切り口から心材部分が腐朽して形成された

ものであった。

営巣した樹とその樹洞の構造2:-図3に示す。この樹

洞は一般にみられるように樹幹の側面に出来たもので

はなく， 幹の切り口の腐朽によって形成されたもので

あるので， 上方の大部分は開放され，また西側部分の

樹皮 ・辺材が腐朽脱落し， この部分も開放されてい

る。i!iiJ床は2段となっており，西側にやや傾斜してい

るのてや排水はよい。

前述のように樹j同は上方の大部分が開放されている

が，これを覆う校と業は幾重にも織り重なり，屋根の

形をなして風雨を防く役目を果していた。洞床には分

解の進んだ落葉が約3emit積し，これが巣材となって

L、た。

2）営巣の経過

, o.tom－一一一一一一一→

『 ～ ～ ー一園田園．＼

図3 営巣した樹とその樹洞の構造
左 ：営巣した樹の見取図と樹洞の横穴（方位は西〕 右 ：：樹洞の構造，上は平面図，

下は縦断面図，黒色は樹洞の樹皮辺材部分，短線および打点部は巣床（落葉がこまか

く分解し，その堆積約3C田〕
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図4 モモの校（止り木〕上の親鳥

営巣を確認したのは1973年6月30日で，巣立ちは7

月18日であった。雛は 3羽で未解化卵は認められなか

った。鳥の動態についての観察記録はつぎのとおりで

あった。

6月30日 営巣場所〔7月4日lllii認〕から約lOm離

れた位置のモモの木の校にアオノ4ズク〔親鳥〉が

止っているのを発見した（図 4）。

7月4日：ケヤキ古木の樹洞に営巣しているのが佐

認された。

7月8日．雛の鳴戸が確認された。また，モモの木

の枝と＇t［住の横木（止り木，定住は巣地、ら13mの

距離で，その聞には自動車道がある〉の直下地面

にアオパズクが食べ残した〔または雛に給餌する

ために料恕した〕スズメの頭部，l即および昆虫類

の頭部，遡などが散古ししていた。

7月9日：雛3羽を確認した。

7月10日：17時，親鳥の1羽が電柱の止り木にい

た。観察者が巣に近づいてみたところ，17時15

分，親鳥の他のi::nが巣を飛び出し，植え込みに
逃避没姿した。これによって，番で営巣している

ことが明らかとなった。

7月13日：親鳥のl羽は，日中他に移動することな

く電柱の止り木に静止していた。また，モモと電

往の止り木直下の地面には新たな昆虫類の遡が散

苦ししてL、た。

7月18日： 1羽の親鳥がモモの止り木に 1日中止っ

ていた。17時に他の親鳥と雛3羽が巣を出て，巣
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図5. ブロ γク扉上のjjff.

の直下にあるブロ ック塀（図5参照）の上に行立

した。20時になってプロック塀 tの親鳥がざわめ

き始め，やがて親鳥と雛は巣の上を数回飛朔旋回

したのち飛び去った。しかし，そのうちの1羽の

雛は旋回中に落下し，ケヤキの根元に路ってしま

った。モモの止り木にいた親鳥の姿はなく ，他の

親鳥および2羽のおftと一緒に飛び去ったものと推

察された。

7月19日：夜になって（20時ごろ〕1羽の親鳥が巣

に舞L、戻り ，飛び立てなかったお：f［を連れ去った。

3）食餌物

止り木直下の地面および巣内で得られた食餌物の残

f践を図6に，その調査知見を表lに示す。昆虫類では

直麹目 l 極，鱗麹目（~J1類） 4種，鞘麹目 5極， 計－10

種，鳥類ではススメ l種 （2個体〉， 合計11種が同定

出来た。被食者の残骸から判断して， 昆虫類のうち蛾

類は胸部と腹自lを，甲虫類は腹部を，さらにスズメは

内臓を選択的に食しているようであった。

考察

1〕営巣場所と保護対策

清接（1978）によると，アオハズクは巣として樹i同

を選ぶものが多いが，ときには庭石の間や木材を積み

重ねた中にも産卵する ものがあり，それらの高さは地

上近く か ら90mに及＇~；ものまであるとしづ 。 アオパズ

クが営巣する場所が構造的にごく簡単なことは今回調

査した樹洞でも明らかで，その場所がある程度風雨な

どを防き，かつ付近から食餌物が容易に得られれば営

巣場所になり得ると考えられた。



表1 食 餌物の 残 骸の調 査

残 骸

区分 不｜ 種 （数の同定字数部は分そ） ， 分 布・ 食餌植物等

ノ、' 、y
タ科 migratoria danica Linn'e’ 麹 1

l同通 単憾で古口町ところにも生
息する

キイロススメ Theretra 本州，四国，九州， i沖縄，台湾，中国，東
麹1 洋区全部nessus Drury 

幼虫はヤマノイモの葉を食う

スズメガ午ヰ
モモススメ Marumba 北海道 本州，四匡l，九州葉

f~ gasch!?e叩itschiechePhγ0抗 惣 1 サクラ類，モモ， ビワの ，その他ノくラ科
Boisdrual の植物を食う

エヒガラスズメ Herse
麹2 ｜北海道本州四国九州台湾葉convolvuli Linn’巴！ 幼虫はサツマイモ，アサガオの を食う

キシタノ、 Catocalapatala 北海道，本州，四医l，九ナ1・1，中医l，ヒマラ
ヤ ガ 科 麹1 ヤFeld巴r

幼虫はフジ，クヌギなどの葉を食う

ノコギリカミキリ Ptionus 頭部2, 本邦，種子島，屋久島，朝鮮， 満州、［，中
国，シベリヤinsularis Motschulsky 麹，胸j
幼虫は数種の針葉樹の古材に穿孔

ゴマダラカ ミキリ 頭部3, 日本全土，沖縄， 台湾，朝鮮， 満州、l，中国

カミキリ ムシ科
Melanauste：γ chinensis 

麹4 幼虫はクワ，柑橘，イチジュク，ヤナギそ
macularius Thomson の他多数の広葉樹生立木に寄生

クワカミキリ Aiう門ona 頭部1, 本州、｜，伊豆大島，佐渡が島，四国， fL)'I•[
gen河arijaρonica Thomson 

麹，脚 幼虫はクワ，イチジュク数，柑橘，ビワ， リ
ンゴ，ヤナギ，その他多の広葉樹を食う

虫

1コクワガタ駒川 ［頭部4 i本邦類台湾朝鮮満州
クワガタムシヰヰ rectus Motschulsky 麹，！出I クヌギの朽木にいる

北海道，本州， 四国，ラ九類州，朝鮮

ドウ，ガネブイプイ Anomala 頭部6, 成虫はドロノキ， ナ ， ブドウ， リン
コガネ ムシ手ヰ ゴ，ナシ，クリ， アンズ，カキを， 幼虫は

CUJうreaHope 麹，胸l
スギ， ヒノキ， カラマツ， クロマツを食
J 

スズメ Passermontanus 頭部2, 留鳥として日本全土に分布繁殖
鳥 ハタオリドリ科 腹部，l脚， アワ，スズメノヒエなとの種子，オサムシsaturatus Stejneger 

羽毛 などの成虫，ヨトウガなどの幼虫を食う

（注〉 昆虫の学名 ・分布 ・食餌植物等の記載は石井ら (1957）， 鳥のそれらは小林（1978）による

後述するように，アオハズクは農林業害虫の有力な

捕食者である。池田 (1956〕によると本種は人工巣箱

をよく利用し，保護繁殖の積僅策がたて易いとし寸。

筆者の調査でも樹洞はごく簡単なもので，騒音なと人

為的な影響をかなり受ける場所でも繁殖することが明

らかとなった。したがって， 農林業害虫の生態的防除

の立場から樹洞のある古木の保存に努める一方，巣箱

による誘致を積極的に進めるべきである。

2）育雛の状況

アオパズクは抱卵後約25日で雛が勝化し，その後約

28日で巣立ちする〔清棲， 1978）。 この記録を今回調

査したアオパズクにあてはめてみると， 7月18日の巣

立ちから換算して，親鳥は5月下旬に定着営巣し， 6

）~ 20日ごろにお：j/が帰化したと推定された。また，卵は

普通3～51聞を産む〔池田，1956〕と述べられている

が， 調査したこの鳥の場合巣立った雛は3羽であり ，

巣立ち後の検索によって未解化卵（またはその残骸〕

が認められなかったことから， 産卵は 311~1であ っ たと

考えられる。

被食者の残骸は止り木直下の地面で得られたものが
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図6 被食者の残骸
A, トノサマバ ッタ ，B，キイロスズメ ，C，モモスズメ； D，エピガラスズメ， E，キシタパ， F，ノ

コギリカミキリ； G，ゴマダラカミキリ ，H，クワカミキリ ，I，コクワガタ； ］， ドウガネプイプイ，

K，スズメ
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多く，巣内では蛾類や甲虫類の麹および脚の一部が符 及ぶのか今のところ これに関する調査は見当たらな

られたのみであった。このことからアオノ〈ズクは，ま い。阿部（1980）によると フクロウの1日1羽当たり

ず止り木で獲物をある程度tJ,';J班したのちに巣に運び， の摂食量は体重（成体〕の約8.2%であるとL寸 。そ

さらに雛が食べ易いように再度調理してから与えるも こで， スギ，ブドウ，ク リなと，炭林作物に対して広

のと推察された。 汎に害を及ぼすドウガネブイブイを例にし， このフク

なお，7月18日に巣立てなかっと雛を翌日になって ロウの値をアオパズクにあてはめて滞留期間中におけ

親鳥が飛来して救護したことから判断して，アオパズ る捕食数をつぎに試算してみた。

クは徹底して育雛する鳥であると考えられた。 アオパズクの体重は約350gである。したがって，

3〕食餌物 1日1羽当たり28.7 g' 2羽（番〉では57.4gを摂食

アオパズクは昆虫類を主食にしていることは明らか する。一方， ドウガネブイプイの体重はo.7 gで，こ

で，と くに渋林業および庭園樹の害虫と 目される民虫 のうち頭胸部，脚，麹を除いた腹部など，すなわちア

が多い。池田〔1956〕によるとアオパズクが捕食する オパズクが実際にl明記下している部分の重量は約0.4g 

のは，その大多数がヤガ科の蛾類であると述べられて であるから， 1日に 1番が捕食する数は143.5頭にな

いる。このたび検索された昆虫類に関する限りではヤ る。 これにアオパズクの滞留期間 150日を乗ずれば

ガ科の蛾類を選択して捕食するとLづ 傾向は認められ 21,525頭となる。この値にさらに最低3羽の雛の摂食

なかったが，蛾類が多いことは椛かで， その他にカミ 量が加算されるので，これによってもアオバズクは農

キリムシ類やドウガネプイ ブイなどの甲虫類もかなり 林業生態系の安定に 非常に役立っていることがわか

捕食していると推察された。この地域は養蚕地柑で桑 る。

園が広く分布し， またクリ図の造成も進められてい

る。ゴマダラカミキリやクワカミキリは桑樹の， ドウ 文 献

ガネブイブイはナラ類やクリの有力な害虫として恒’市 阿部 学 （朝日 稔編） 1980 日本の野生を追って

的に発生しているから，その｜功｜徐には大いに役立って ー｜｜音問に撮るー． 東海大学出版会東京

L、るといえよう。スズメの捕食は昆虫績に比べればそ 池田真次郎 1956 日本産鳥類の食性lこついて 農林

の数は少なく，まれな例であると考えられる。 省、林野庁，鳥獣調査報告，15・1～95.
アオバスクは夏鳥で， 清桜（1978〕によるとわが国 石井悌・江崎悦三 ・木下周太 ・素木得一 ・内田清之

への渡米は4月中旬から 5月中旬で， i波去は10月中旬 助 ・川村多実二 ・桑山党 ・湯浅啓温

から下旬であるという。この記録からするとわが国に 1957 日本昆虫図鑑．北降館，東京．

は5カ月，すなわち約150El州留することになる。と 清核幸保 1978 日本鳥類大図鑑講談社，東京

ころで，アオパズクLt以上のように害虫類をかなり捕 小林桂助 1978 原色日本鳥類図鑑．保育社，東京．

食していることが推察されたが，その量がどの程度に （神奈川県立自然保護センター〕
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神奈川自然誌資料 5 : 50～53, Mar. 1984 

1983年の台風 5号により神奈川に漂着した海鳥について

中 村 一 恵 ・大坂 豊 ・竹 内敏夫

Notes on the pelagic seabirds drifted inland by a typhoon in 1983 

Kazue NAKAMURA, Yutaka OSAKA, and Toshio TAKEUCHI 

1983年8月，2種の外洋性海鳥がこの年の台風5号 動物園に収容保護された（図 1）。

Ci屋美半島上陸）に運ばれ，神奈川に漂看した。この 頭頂は褐色をおびた黒（externaでは褐色をおびた灰

うちオオシ ロハラミズナギ ドリ Pteiodroma externa 色〕。後顕は幅広く白く背の灰色と分離する （exte円切

の日本における捕獲例は極めて少な く，むろん神奈川 ではこのような白頚i愉を欠く〉。最外側初列風切内弁

における最初の記録でもある。本種には南太平洋の亜 はほとんど白色味を欠く （externaでは広く白Lつ。

熱帯海域に東西に遠く隔離された 二つの個体鮮があ 翼線と爽角を経て雨震に達する黒線は細しゅ、顕著に

り，2亜種に分類されている（Mayrand Cottrell, 翼ド面に現出する （externaでは弱く不明瞭）。 外側

1979）。ひとつはニュージーランドの北東600マイノレに 尾羽（最外側の2枚〉がほとんど の部分で白い （ex一

位置するカーマデック諸島に繁殖する 個体群 Pe. ternaでは基部内弁のみ白Lつ。尾羽羽軸はすべての

cervicalisであり， もうひとつは南米チリ沖のファン 尾羽で黒または暗褐色ではない （externaではすべて

フエノレナンデス諸島のマスアエラ島に繁殖する個体群 の尾羽で黒または黒褐色）。 なお， この個体は両E止と

P. e. externaである（以下 cervicalis,externaと書 も欠損しており ，色彩についての観察はできなかっ

く〉 。た。

今回採集された個体は以＂fに述べる特徴から疑いな 1962年7月， 名古屋市で捕獲された一例が日本にお

くcervicalisと同定でき，南太平洋西部の個体i洋に合 ける cervicalisの日産1の記録であり（Kuiio凶， 1962),

まれる。 これまでの記録は cervicalisのみであった 非常に稀な採集例と考えられてきた（0.s. J., 1974), 
(0. S. J., 1974）が， 1982年に externaが初めて記 しかし，最近の海上における調査の結果，7月以降の

録され （藤村仁，未発表〉， 日本でオオシロハラミズ 夏期から秋期，北緯35度付近までの日本近海亜熱帯海

ナギドリ と呼ばれるものの中に2亜種含まれることが 区に cervicalisが規則的に北上してきていることが明

確実となった。それ故， ここではとくに南米の即種と らかにされた（田中 ・稲葉，1981)。 その後， 1982年

の比較てや今回の捕獲個体の特徴に触れ，今後の参考資 7月に 小笠原航路でも 目撃され （藤波，1982〕，さら

料としたい。 にこの年の8月3日に群馬県藤岡市，栃木県足利市で

報告に先だち，未発表資料の使用を快諾された藤村 捕獲され（以上 cervicalis），同じ年の9月13日，東京

仁氏並びに襟本調査および資料収集の過程でご協力下 八王子市 （externa）でも記録された。従って，日本産

った笹川昭雄氏 （山階鳥類研究所〕，伊藤正宏氏（県 の楳本記録としては，名古屋，JJ/,§岡，太田，足利，八

自然保護センター〕，新井一政氏（県立博物館〕，以t 王子，鎌倉各市からの5羽5例知られたことになる。

の方々すべてに対し厚く御礼申し上げる。 いずれも台風によ る陸地への漂着記録である。

鎌倉様木の外部計測値をニュージーランド国立博物

観察結果および考察 館標木（n;14）との比較で表1に示す。FALLA 〔1976)

1. オオシロハラミズナギドリ Pterodroinaexter によると，カーマデック諸島の個体群はニュージーラ

na cervicalis ンド国立｜専襟本に基づく測定範聞に落ちるが，ニュー

1983年8月17日，鎌倉市笹目｜町で捕獲され，野毛山 へブ リデス諸島のパンクス島の東方約48krnの海上て村1
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図lー オオシロハラミズナギ ドリ
Pterodroma externa cervicalis 
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表1. オオシロハラミズナギドリ P.externa cervicalisの外部計測値（mm)

』事 オ三 性 翼 長

ニュージーランド国立博標本 mixed 312 

(301 322.5〕

名 古 屋 襟 本 合 295 

日本 岡 楳 本 合 302 

大 田 4県 本 合 285 

剣店 倉 1事 本 294 

日本産標本はすべて換羽中のもの。

獲された 6個体（アメリカ自然史博標本〉 はすべて一

様にカーマデック諸島の個体群より小形であるとい

う。その典型的な個体（合〉の計潰IJ値として，翼長275

m，尾長125mm, 町、j目店長36mm, 露出l防峰33mmの値を挙

げている。cervicalisはカーマデック諸島のラオーノレ

島 〔29°15’S,177°55'W〕にのみ繁殖するとされ，か

つては向島に多数繁殖していたが，個体数を急激に減

分させ，今にも絶滅するのではないかと考えられてい

た。しかし最近，ここよりやや南に位置するマコオー

リー島（Macaley〕で繁栄中の繁殖個体群が発見され

ている〔KTNSKY, 1971）。今回の新襟本を含めた日本

産標本は上記小形値｜体〔個体群？〕よりはむしろカー

マデック諸島の個体群に近づいた値が得られているこ

と〔表 1），同諸島が現在 cervicalisのfl住1の繁殖地

として挙げられていることから，現段階では日本産の

ものはカーマデック諸島に由来すると考えて良いと思

つ。

ハワイ南東沖のi:f:igfl太平洋熱帯海区においては両亜

種が記録されているが， cervicalisは目撃総数の296 

（最大16%〕を占めるにすきず， ここで採集された個

体はすへて externaである〔KING, 1970）。メキシコ

西部沖のクリッパー島近海においても15個体採集され

ているがすべて externaである〔LOOMIS, 1918）。一

方，太平洋西部では exter仰は目撃されておらず，日

本における標本記録も，前述したように 5{Jlj中4例が

cervicalisである。externaの1例はこの亜種がハワ

イよりさらに西進して太平洋西部に達している可能性

を示唆するものであるが，しかし，これまでの日本お

よび近海における記録を総合して判断するならば，太

平洋中・西部に cervicalis，中 ・東部に externaがそ

れぞれ卓越し， 2!IE種の洋上分布は基本的には異所棲

的である可能性が高い。

2. セクロアジサシ Sternafuscata ssp. 
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尾長 前1£店長 l燐峰 長 測定者

136 42 36.4 FALLA 

(132-142〕 (40 46〕 (34.5 38.5〕

128 39 36 黒田長久

129.2 40.6 35. 7 藤村仁

119 40 38.0 ／／ 

130 41. 5 35.8 中村一恵

第l例 ：1983年8月17日，大磯町大磯海岸で捕獲さ

れ，県自然保護センターに収容保護された。

第2例： 1983年8月18日，鎌倉市稲村ケ崎で捕獲さ

れ，野毛山動物闘に収容保護された。

本種は周赤道的（circum巴quatorial〕に太平洋，イ

ンド洋，大西洋の熱帯 ・亜熱守i閣に広く分布し，日本

では，小笠原諸島，南鳥島，南部琉球，尖間列島に繁

殖するが，本j十｜，凶匡l，九州における記録は少ない。

県内においては，これまでに， 三浦市三崎（1904年

7月10日〉， 相模原市下溝 (1966年9月25日，幼鳥〉，

茅ケ崎市湖南大橋付近 (1966年9月25日，成鳥〕，相

模川河口〔1966年9月26日〕，横浜市 〔1968年4月26

日，成鳥〉，鎌倉市腰越 （1978年8月26日，成鳥〕，相

模川l河口〔1975年8月23日，幼鳥〕，三浦海岸〔1978

年8月4日， 亜成鳥〉，藤沢市鵠沼（1978年8月4日，

成鳥〉，鎌倉市浄明寺 〔1978年8月23日，幼鳥〕の10

例知られ， 今回の記録は第11, 12例目に相当するもの

と思われる。

これらのうち， 茅ケ崎市，横浜市，鎌倉市腰越から

の記録は，それぞれミッドウェイ，レイサン，タオン

ギで標識された鳥である。これまでの日本における標

識鳥の回収記録（そのほとんどが直接台風と関連して

回収されている〉 に基づく限り， 本州，四国，九州に

迷行するセグロアジサシは，上記の島，環礁を含め，

すべてハワイ諸島，ジョンストン，ウエーキ各環礁，

マーシャノレ諸島なと中部太平洋北部および中西部に繁

殖する個体群 Sf. oahuensisに由来し，琉球に繁殖

する個体群 S.f. nubilosa〔シナ海からインド洋にか

けて繁殖）を含まない〔中村，1982）。 セグロアジサ

シの分布は非常に広い。少なくとも我国においては広

範囲にわたって収集された標本群がなく，比較研究は

困難である。標識個体でない限り迷行個体の亜種の決

定は不可能であると思う。しかしながら，台風による
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神奈川自然光資料 5: 54～56, Mar. 1984 

酒匂川で観察されたマガモとカルガモの自然交雑

室伏 友

A Natural hybridization betwe巴nMallard and Spotbill Duck 

Observed in Sakawa Gawa, Kanagawa Prefecture 

Yuzo MUROFUSHI 

1981年12月から1982年3月まで，酒匂川飯泉取水堰 全体的な羽色は，カノレガモより淡色でパフ色が強く

を中心とする地域に3羽のマガモ （Anas戸latyrhyn- 特に顔と前胸部はfjfjるいパフ色を呈し， Ji§l以上は不明瞭

chos）雄とカノl，ガモ （Anasρoecilorhyncha）附lと思 でカノレガモのようにクリーム白色ではなく ，又カノレガ

われる 2羽との群形成が観察されたが，このうちのマ モにある暗色の顎線を欠いている。111/iは，カノレガモと

ガモ雄とカノレガモ雌が1月頃から群から肉！tれ， 2羽で ほとんど変わりなく， 黒色で先端は般黄色であった。

行動するよ うになった。継続観察の結果，1982年1月 脚もほとんど変わりなし僚黄色であった。以上のよ

29日の日昼アシ原の繁った静かな水面てや貨店l回の交尾 うに全体の羽色はカノレガモに近いものであったが，上

が目撃された。この時は l度だけの交尾で泳ざ去って 尾筒の羽毛はマガモ.l;fl:ーのように巻き卜っている（図

しまったが， 2月2日午後211寺頃には2度の交尾が行 4）。

なわれ，図1～3は，その2回目の交尾を撮影したも 採餌行動．遊泳などは，カノレガモと同僚であり，飛

のである。一連の交尾行動は，ヨーロッパ産マガモ同 期は飛び立つ時やや重量感があるが，迅速であり ，群

志の交尾行動（Crampand Simmons, 1977〕とあま 飛では常に先頭の位置を占めていた。

り変わらなかった。 調査地域では近年になって夏期に2～3羽ほどの7

1982年11月19日，この自然交雑の結果生まれたと思 ガモの滞在がみられ， 1978年からほぼ毎年夏期に観察

われる交雑個体（雄〕を発見し，約ケ 3月間観祭を続け されている。

た。この個体は常に，カノレガモの群約50羽と一緒に行 また，他の調査地である箱根芦の湖 J－.でも1982年5

勤し，マガモの群には，混じらなかった。しかしi洋の 月と1983年8月に，カノレガモとマガモ雄のつがいが観

真中にいる時は，カノレガモからやや距鰍をおき，群の 察， j最影されている。

端にいる時も単独でいることが多かった。この個体は

カノレガモの群の中にいても，大きさ，羽色から直ちに 文 献

個体識別ができるほど目立つ存在であったが，前部か CRAMP, S. and K. E. L. SIMMONS 1977 Th.e bird 

ら見るとカノレガモと変りなく見え， 特に，座り込んで of the western Palearctic. 1. Oxford 

しまうとカノレガモとの識別は困難であった。 （室伏友三 ：箱根町立明星中学校）
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図－1：マガモ:14tとカノレガモM:!Eの交尾（カノレガモ雌の体は水中にほとんど没している〕

2：交尾終了直後（マガモ雄は交尾直後向って左方向へ首を延ばし体を平らにして泳ぐ〉

3：交尾終了後マガモ鮒は，体を平らにし， 首を延ばして，図ー2とは反対の方向へ泳ぐ，雌のカノレ

ガモは水浴の動作をとる。
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図－4：マガモとカノレガモの交雑種とみられる個体（＂ Iニl央〕とカノレガモ（左右〕
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神奈川｜自然誌資料 5: 57～58, Mar. 1984 

鶴見川で採れたテイラビアについて

中村 恵

On Tilaρia collected at Tsururni River, Yokohama 

Kazue NAKAMURA 

はじめに れている（中村， 1974，宮地ほか， 1981）。 これはテ

アフリカから中近東にかけての熱帯域を原産地とす ィラ ピアが熱帯魚で， そのほとんどが水温10°c以上
るティラ ピア属 Tila戸ωの魚、が産業対象種として最初 までの範囲内でしか生存できない（丸山，1977）こと

に導入されたのに1954年で， この時220尾の Tila戸ia による。即ち， 10° c以下に下がる日本の大部分の河
mossambicaがタ イから空輸され，その後， T.spaar- ) 1 Iや湖沼では越冬できず，仮に野生化したとしても定

manii, T. macrocephala, T. nilotica, T. zillii, T. 着までには至らなかったことによる。

galil，αea, T. macrochir, T. metaηop!eura等が次々 と 鶴見川も例外ではない。1月に最低水温が観測され

日本に導入された（丸山， 1977〕。 このうち，mossa- るが， 10。C以下1°cまて降下し， ティラピアの生存
mbica, nilotica, zilliiの3種が放流されたり， 飼育さ 可能な水温限界をはかるに越えている。にもかかわら

れていたものが逸出して日本に野生化するようになっ ず， 1981年10月にこの河川でティラピアが採集され，

ている（今井，1980〕が， 天然水域における定着とし その後も1982年11月に採集されている。誰かが放流し

ては，沖縄木島と付近の島々（宮地ほか，1981〕や小 たか持ちこんだもの〔注1）がたまたま一過性的に採

笠原の父島 （倉田ほか， 1975，座間 ・藤田， 1977）な 捕されたというのではな く，聞きこみ調査の結果，

ど亜熱帯の島映であり，北海道， 本州，四国，九州に 1978年頃から釣人などによって多数採られていること

おける野生化は，そのほとんどが温泉水の入る川や水 がわかった。しかも，幼 ・稚魚、から成魚に至るまでさ

回など冬でも低温とならないような特殊な場所に限ら まさまな成長段階の個体が採集されていることから，

図1 鶴見川で採集されたテ

ィラピア ・ニロチカ，

全長270mm
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鶴見川において再生産されている可能性もでてきた。 もしティラピアが鶴見川に定着しているならば，河

はたしてティラピアは鶴見川に定着しているのかどう 川自体に何らかの変化とくにこの魚の生存を許すょう

か，その可能性を採ってみることにした。 な水温変化ないしは生存可能な水域が生じたのではな

L、かとL、う疑問が第一に起きる。図3は神奈川県水質

現地調査および聞きこみ調査による分布状況 調査年表 （環境部水質保全課）に基づき危の子矯（港

1981年10月に採集されたのは，全長10.5, 11. 2, 北区新羽町）における過去9年聞の1月の水温変化を

13.l, 27.0センチの4尾であった。 採集場所は横浜市 グラフ化したものである。 1976年までの水混は6° c 

港北区と緑区川向町の境を流れる鶴見川の通称 「小机 以下であったのが，緑下水処理場の運転が開始された

の堰」下の水のよどんだ所で， 萱嶋常男氏（神奈川区 1977年以降，急激な水温上昇が認められ， 年々上昇の

松本町在住〉により投網を用いて採集された。このう 一途をたどったことがこの図から読みとることができ

ちの成魚、を図lに示す。4尾のうち，11.2と13.lC皿の る。77年までは昼夜を関わず1～6°cであったのが，
2標本について東京水産大学の藤田清氏に同定を依頼 77年以降，4～goCと高温化し，最低最高で実に3°c 
した結果，テ ィラピアニロチヵ Tilaρia niloticaであ の上昇が認められる。緑下水処理場から放出される処

ることがわかった。萱嶋氏によると， 1981年4月頃か llli7J<の量は，1980年には 1日当たり 1万 トンであった

らそれまでの聞に同所で3～13：聞の稚魚を投網で10数 のが，81年には 1万5千トン，82年には2万3千 トン

尾捕獲したとL寸。また，角凹武貴氏（緑区折本町在 （前記鈴木重之氏による〉と年々増加している。

住）は，1978平に同じ場所で3～4cmの稚魚、を30尾ほ ティラピアニロチカの場合，半年間飼育して909語以

ど釣り上げたとL、う。 上の生残率を示すのは低水温側てる16°cで， 11～14°c 
一方，横浜市下水道局は， 1982年11月と 1983年2 になると魚、は水底の軟泥中にもぐる。このときの魚、の

月，鶴見川水糸てt，緑（緑区佐江戸町〕， 港北（港 状態はl吻端部を泥の上に出し静止している。10°C以

北区太尾町〕，北部第一 （鶴見区元宮〕，境川水糸で 下ではほとんどのものが死亡する（丸山， 1977〕。ltJ

は，戸塚第一 （戸塚区小菅ケ谷町〕，西部（戸塚区東 児島薩摩半島南部にある池田湖（カノレテ．ラi却lである〕

俣野町）の各下水処理場の放流口付近の生物調査を実 には，テ ィラピアニロチカとティラピアジリの2種が

施したが，その際， 1982年11月に緑下水処理場放水口 野生化しているが，冬期11～13°C，厳寒の日には8

付近でティラピアの幼魚、Tilaρia sp. 2尾が採集され ～geeまて＊表層水温が降下し，ティラ ピアにとって好

た〔横浜市下水道局鈴木重之副主幹談による〉。 適f.,;:iJ~'i とは思われない。それにかかわらず，両種とも

ティラピアの採集地点を図2に示す。 自然状態で繁殖し定着している。表層は低温でも地下

7]<.の湧出している深所は冬でも14.5° cとかなり高L、。
ティラピア捕獲の背景 低温になるにつれて湖底湧水を求めてしだいに深所に
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図2. ティラ ピア採集地点

（黒丸）と緑下水処理

場（左側矢i:'.[J）と亀の

子橋（右側矢印〕の位

置を示す。
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表l.緑下水処理場最終沈殿池流出水の＊温（。C)

託と 12 2 3 平均

55-56 15. 7 13.5 13.0 13.5 14.3 

56-57 15.8 14.8 13.3 15.0 14. 7 

57-58 16.6 15.0 14.5 15.5 15. 3 

横浜市下水道局水質試験年報による。

移動して越冬するものと推測されている（今井， 1980〕。

鶴見川の7]<./ii;¥が近年著しく上昇しているとはL、って

も冬期lの水洞は依然として10°c 以下であり（図3), 
ティラピアの生存定着は可能とは思えない。しかしな

がら， 下水処班場から綿見川に放出される最終沈殿池

からの処盟水の冬草！？の水温は平均15。C前後とかなり

高い（表 1）。 ティラピアは放流口付近およびその下

流で採集されている。常時このような高潟水が放流さ

れているような放水口付近とか収下のように上流から

の高漏水がよとむような所では恐らく冬期においても

高温が維持されていて，ティラピアにとって越冬可能

な特殊な水域になっているという ことであろうか。

は言い切れない。ティラピアニロチカの場合， 1師、化後
50～60目前後，全長9～lQ:mで卵形成が行なわれる（今

井，1980）。 このようにティラピアは 産卵間隔が短い

こと，産卵に続く WJ［の保設行動（ティラピアニロチカ

の場合， uur殺が口！陀nrfl育に当たる〉が徹底しているこ

となど繁殖力に強みがあり， また， 汚濁や担分に対

する抵抗力も強く ，水質の変化によく耐える性質をも

っているが，好適環境ではない日本の大部分の河川や

湖沼では越冬できず，そのため定着による生態糸獲乱

の恐れの少ない点，移入焦l、としては大きな長所だと考

える人もいる（今井，1978〕。 しかし， 池田湖や鶴見

川のよ うに現に定着していたり定着の可能性が生じて

くると， 熱帯魚だから水瓶が10°c以下に降下する河
川 lや湖沼には 定~できないと言い 切れない 一面があ

る。事実，工場のili¥ttJJ；水が常H寺流れ込む小任｜原r/1郊外

の用水路には熱帯魚のグッピーが定着し繁殖してい

る。

この調査を進めるにあたって次の方々のこ・協力を得

た。萱嶋常男氏は現地案内の労をとられたうえ， 貴重

な標本を ご提供下さった。 ~iw浜市下水道局管瑚！古rs水質

管理課富IJ主幹鈴木重之氏と県環境目：Jl水質保全課技幹福

原健一氏は鶴見川の水質に関する資料を収集する課程

おわリに で多大な便宜をはかつて下さった。友人の東京水産大

調査は緩めて不充分であり， 実際にティラピアの越 学魚類学教室の藤田清氏は楳本の同定に時間をさいて

冬をつきとめたわけではないが，鶴見川の近年の著し 下さ った。以 tの方々 すべてに対して厚くお干し！｜ヨし上

い水質変化，とくに水粗から推定してティラピアが げる。

水系の中の特殊な区域に定着している可能性は無いと
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神奈川県西部における力ンアオイ属 Heterotropa

の種類と分布について

内田 藤 吉・小 清 水康夫

Notes on Heteroiroραfrom the Western Part of Kanagawa Prefecture 

Tokichi UCHIDA and Yasuo KOSHIMIZU 

はじ め に

カンアオイ属 Heterotropaはウマノスズクサ科

A ristolochiaceae tこ属する常緑の多年生草木である。

わが国には約30種を産しその地理的な分布が興味深い

一群である。

本県にはカントウカンアオイ H.kooyana var. nz・ 

pponica, ランヨウアオイ H.blui叩ei，オ卜〆アオイ

H. savatieri，夕マ／カンアオイ H.mz

tai叩αensisの4種を産し，その分布については 「神奈

川県植物目録」（神奈川県博物調査会， 1933）「神奈川

県植物誌」〔神奈川県博物館協会，1958〕などに概要

がふれられているがその詳細を報告した例はなし、。筆

者らは県西部におけるカンアオイ属特にオトメアオイ

の分布について観察を行L、若干の知見をえたので報告

した＼'o 

と大体同じような分布範囲を示すがカン トウカンアオ

イより低地に住み分けている。 しかし高度soomのと

ころにもまれに見かけることがある。 三浦半島の一部

にランヨウアオイが生育するとL寸 報告（大谷茂，

1963）があるが疑問であり，最近の調査では確認され

ていない。箱根の一部にわずかにランヨウアオイ生育

の報告 （松浦正郎，1971）があるがこれについても筆

者らはまだ確認することができない。なお神奈川県に

生息するギフチョウの主食草はランヨウアオイでめる

ためこの方面からも分布の研究が進められている。

オトメアオイは箱根が typ巴 localityとなっている

ように箱根には広範にわたり分布する。また本報告に

詳しく述べるように本種は大磯丘陵西部（大井JllJ，中

井町）にもその分布がのびていることが最近判明し

た。大磯丘陵西部の分布はランヨウアオイと水平分布

の接触点となっていることがしばしば見うけられる。

1. 神奈川県内のカンアオイ属の概要 タマノカンアオイは登戸が typeJocali tyで多摩丘

県内に生育するカンアオイ属にはカ ントウカンアオ に属する川崎方面に分布しているが市街化が進みその

イ H.kooyana var.托iP.抑制ca, ランヨウアオイ H. 分布はせばめられつつある。

blumei，オトメアオイ H.savatieri，タマノカンアオ なお本県産のカンアオイ属としてズソウカンアオイ

イ H.muramastui var. tamaensisの4種がある。次 瓦 ρseudo-savatieriも前川文夫博士によって記載され

に高橋（1971）などにより現在までに報告された各種 ている。本種については奥山 (1974）はオトメアオイ

の分布の概要を述べる。 に含めてあり，前川博士の最近の見解でも別種と考え

カン トウカンアオイは丹沢山地東側山麓と三浦半島 る必要はないということである（前川私信，1983）。

北部に比較的広範に分布する。また多摩丘陵の一部に 事実箱根湯本付近にはオトメアオイとは別種と思われ

も分布しているとL寸報告 （f]IT川l主l己，1979）がある る程異った形態の小群落にまれに出会うことがある

が筆者はまだ確認していなL、。また大磯町高麗山に産 が，問題の植物はこれではないかと思われる。その生

する分布図が発表されているが（清邦彦，1972なと〉 育地がオトメアオイと連続しているので変異の幅のな

筆者らの観察ではここには産しない。 かに納められるものと思われる。

ランヨウアオイは丹沢山地の東側にカントウアオイ

61 



写真解説 ．左上オ トメアオイ（小田原市久野 1983Nov. 4）， 右上仮称ナカイカンアオイ（大井lllJ高尾 1983

Nov. 18〕；左下仮称タンザワカンアオイ（四十八瀬川西山林道 1983Oct. 6〕，右下カントウカン

アオイ（大山追分 1983Nov. 17〕

2. オトメアオイについて

1. オトメアオイの研究史

オトメアオイは FRANCf-11''1＇によっ て1898年に箱根産

のもので記載された。従って箱根は typelocalityで

ある。平日名は前川博士の命名となるものでその姿がい

ささか優しいところからオトメアオイとしたと述べら

れている〔前Jil,1932）。 向日もに伊豆天城の分布も報

ぜられている。

地史的にはフォツサマグナ地域の西縁から西方にひ

ろく分布しているヒメカンアオイがフォツサマグナ地

域に侵入し，その火山の土J授の影響によって変成して

できあがったものであると前川博士は述べられてい

る。また箱狼火山，天城火111，愛股火山など型が同じ

ではなく少しづっ差があるのは各火山の火山岩が時代

と場所を異々にして少しづつの差があり，その差がデ

リケートに反映しているためではないかと考えられる

と述べられている（前川， 1978）。

本種の神奈川県内の分布については 「神奈川県植物

目録」・「神奈川県植物誌」によればその分布は共に

箱根 ・大山となっている。 「丹沢山の植物調査報告」
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（林弥栄， 1961）によれば大山，増ケ岳，丹沢l」」，姪

ケ岳，桧洞丸などにまれに生じているに過ぎないと述

べられている。「日本固有の植物」（前川， 1978）によ

れば分布の東限は箱根山の東，酒匂川の線を東へはま

ったく出ていないのであると述べられている。伊藤

(1978〕はギフチョウの食草としてのカンアオイ類の

分布を調査し西丹沢にはオトメアオイが分布しこの地

域にはカントウアオイとランヨウアオイは確認できな

L、と述べている。以上のように県内のオトメアオイの

分布について研究者により見解が異っているという状

態である。

2. オトメアオイの特徴

葉は小型の腎円形で長さ6～8cmでカントウカンア

オイとの区別がむずかしい。花の尊簡はやや小型の丸

みを帯びた筒形で上方で軽くくびれH侯部に環状の口輸

がある。！？句面に15～21条の縦の隆起線があり械の隆起

線も多く繊細な格子状になる。主主裂片は三角状卵形で

開出し無毛である。ltll：しべの柱頭の附属物は細く伸長

する。花は7～8月に／JN花し鱗片葉を伴っているが普

通葉は出てこないて、冬を越し翌年の5～6月に結実し



オトメアオイ（箱根・飛竜滝）

ナカイカンアオイ（仮称） （大井町高尾）

タンザワカンアオイ（仮称）（松田町萱沼）

カントウカンアオイ（大山）

、円
1
内
川
ハxw 

－

A
門、n

l
A
A

ハ

＼

h
 

nA門ハ、げ lcm 

図1. 神奈川県西部産カンアオイ類の花の形態（花の断面，花筒の展開図，柱頭と附属突起の形態。

縮尺は左が1E，右が柱頭。いずれも11月の採品で描く。浜口哲一原図〉
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神奈川県西部産カンアオイ類の生長線式〔生：花，A ：花の跡， E：普通Iitl'_ 普通業
の若葉，p：普通葉の跡，S：鱗片葉，S：鱗片葉の跡．いずれも11月の採品で揃く． 表

lの生長様式参照 浜口哲一原図〉．

グ sじ7・ミfl I' と可八グ

図2

64 



琴筒 形

長 さ

内面の店主起

車事片 先手

厚 み

長 さ

内面の 色

内面の表面

口輪 色

厚 み

雌蕊 柱頭附属突
起

来 大き さ

数

葉と花のつき方

(r: 鱗普花通片葉葉’，） 
観 察 ｛固 体

表1. 各地域に産するカンアオイ類の形態と生長様式の特徴

オトメアオイ
（箱根〕

F・

球形で上部ははっき
りとくびれる

8～10%くらい

縦線は21～27，横線
は6～8の繊細な網
目状

まるみを千fl＇びた正三
角形

薄めて、，うねらない

8 ～~%で明とほ
ぼ同

日音黄緑密色に暗紫色の
細斑が 布，個紫斑の
多い少ないは体差
がある

平滑で無毛

琴片と同色

薄い

柱長頭の 1～2倍長で
く尖る個体が多い

幅4～6cm，長さ6
～sc皿4らいのもの
が多い

普通葉は隔年に1枚

SSSA→SSSPとし、う
よ葉うに隔年に花と普
通 をつけるのが原
員リ

湯坂道， 畑合宿言｜一， 飛個体竜
の滝産 10 
(1983年11月採〕

側 ［ ィ叩
1川カン日 ターンアオ

（大磯丘陵〕 （西丹沢〉

円筒形で， 上部のく 円筒形で， 上部はく
びれは不明瞭 びれない

9～11%くらい 9～11%くらい

縦線は18～27，品目横線
は6～8の織な綱

縦線は12～21車，横線
は6～7の織田な網

目状 白状

まるみを帯びた正三 まるみを帝びた正三
角）巳 角形

薄めてw，うねらない 薄めで，うねらない

8～10%で琴筒より 8～10%で琴筒より
やや短かい やや短かい

日音黄緑色に暗個紫体色の
細玖iが密布， 差

日音黄密色に暗紫個色体の細
斑が布， 差あ

あり り

平滑で無毛 平滑で無毛

考片と同色 琴や片と同色またはや
紫色が濃い

薄い 薄い

位長頭の 1～2倍長で 柱頭とほぼ同長だが
く尖る個体が多い ややのびる個体もあ

る

幅5～s:m，長さ 8～ 幅6～ 9cm，長さ 8
ncmくらし、のものが ～llC皿く加、のもの
多く箱根産より大型 が多い

普通葉は隔年に1～ 普通葉は毎年1枚
2枚

SSSA→SSPPのよう SSPA ・SSPAをく
に隔年に花と普通葉 り返し，毎年，花と
をつけるのが原則 普通葉をつけるのが

原則

大井倉町高尾産，中井町 松田町萱沼，秦野市
岩 鴨沢 合計

八沢，四十io月八個採瀬体〕川流1採0個〉体 1983年11月 域 合計
〔1983主下1

やがて普通葉が頭を出す。つまり開花と普通葉は l年 3. 調査の方法と地域

カントウカンアオ
イ

（大山〕

円筒形で， 上部はく
びれない

9～11%くらい

縦線は 9，稀に12,
横線は4～5の粗い
網目状

先のとがった三角形

厚めで，うねる

10～12%で等筒より
長い

淡黄色に濃紫個色イ本の細
斑が密布， 差あ
り

粗渋で毛が多い

淡黄色の輪として目
立つ

厚ぼったい

柱頭と同長

帽7～lQ:m，長さ8
～llC皿く らいのもの
が多い

枚普通葉は毎年1～2

SSPA→SSPAをく

立りfヨ乞返し，毎年，花と
通葉をつけるのが
原則

大山下社体，飯山観音
合計8個
〔1983年11月採〉

おきに交代して形成され，花はながく残存しつづける 筆者らは丹沢を中心とする地域のオトメアオイの分

特徴がある。 布，カン トウカンア才イやランヨウアオイとのすみわ

けに興味を持ち1972年から調査をはじめた。
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「ケ（
6 月

7 月

8 J'J 

9 月

10 月

11 月

表2. 各地域の開花期の観察記録

箱根山地
（オトメアオイ〉

58・7・22 飛電の滝
殆どつぼみ，わずか開花

58・7・24 飛竜開の滝
殆どつぼみ， 花わずか

58・7・24 湯本畑花宿
殆どつぼみ，開はじまり

58・8・7 湯本阿弥陀寺
花とつぼみ

58・8・7 i昔ノ｜峰
開花はじまり

58・10・16 大雄山
すべて花

58・10・16 足柄青年の家
すべて花

58・10・16 地蔵堂夕日滝
す八て花

58・11・4 久野和ffl沢
すべて花

l丹沢山 地 ｜
（仮称 タンザワカンアオイ〉 ｜

58・6・23 大倉水無川
花芽らしきものあるもはっき
りせず

58・9・6 山北町皆瀬川
花芽ふくらむ。つぼみな
し

58・10・3 大i倉iTE水の無も川
全部つぼみ，／J の1個

58・10・6 西山林道
凶十八数1籾川

殆どつぼみ， 開花株

58・10・10 西丹！？月沢神縄
殆どつぼみ， 花1株

58 ° 10・14 111北町酒水滝
花とつぼみ

58・10・14 山北町山市場
花とつぼみ

大磯丘陵西部
（仮称ナカイカンアオイ〉

58・9・9 中井町鴨沢
花ありつぼみもあり

58・8・12 中井町岩倉
花とつぼみあり

58・8・9 中井町鴨沢
花あり。つぼみ見当らず

58・9・15 中井町鴨沢
花ばかり。つぼみなし

調査の方法はカン卜ウカンアオイ，オトメアオイの 調査を行った地域は箱根〔狛川，内JI／， 須雲Ji／，早

両種の花が見られる10～4月の冬期をiド心に各河川流 川／， Jfl§木JI／，および箱根内輪111）。丹沢〔世附Ji/, 中

城を踏査し，カンアオイ類を発見した地点を地図に記 Ji/Jll，玄倉川，河内川， 皆瀬川I, 中津Ji/,四 ｜八瀬

入し種類の同定を行った。特にカントウカンアオイと 川， ノ附則｜｜の各流域および大山周辺〉。大機丘陵（中

オトメアオイは外見上では混同し易いので同定は必ず 井田］，大井町，大磯町，秦野市〉である。

現場に於て琴筒を割って隆起線を確認する ことにし

た。前者では縦の｜を起線は9～12条であらく，後者で 4. 調査の結果

は15～21条の繊細な縦の｜経起線となる特徴に 着眼し 1 県西部に分布する力ンアオイ属の種類

た。 この地上或でおはカントウカンアオイ ，オトメアオイ，
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平塚市

／）’A 、〔

ι、

大磯町

カンアオイ類の産地

・オトメアオイ

＠ナカイカンアオイ（イ反称）

。タンザワカンアオイ（仮称）

・カントウカンアオイ

aランヨウアオイ

口蜘n以上の山地
IOOOm以上の山地

神奈川県西部産刀ンアオイ類の分布（著者原図〉
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ランヨ ウアオイの3種をi能認することができ，しかも

地問的な特徴のちがいも見られ形態 ・生物季節 ・生長

様式などの観察結果から次に記すような独立した 5つ

のグノレープが認められた（図 l,2，表 l,2〕。

③ 箱根地域〔オトメアオイ〉

琴筒の上部が軽くくひやれ内部の縦の隆起線は21～27

条と繊細で雌しべの柱頭附属物は細く伸長し葉と花の

関係も隔年に交代して生じ典型的なオ トメアオイの特

徴を示す。開花期も 8月である。

＠ 大磯丘陵〔仮称ナカイカンアオイ〕

l等筒内の縦の隆起線は18～27条で繊細な網目状で雌

ベの柱頭の｜約属物は伸長するものが多く， 業と花のっ

き方などは典型的なオトメアオイに似ている。大井町

高尾の標本で前Jill専土の同定をうけたところ，オトメ

アオイであることが確認さ れた。開花期も 8月であ

る。しかし，全体に大型である点，琴簡はコ ップ状で

上部に くびれがないものが多い点なとても，典型的なオ

トメアオイとは異なっており，地理的にも隔離されて

し、るので，一応ナカイカンアオイ と仮称しておきた

。、L 
。 西丹沢地域（仮称タンザワカンアオイ〉

考片の内面が平滑無毛である点，琴筒内部の縦隆起

線は12～21条と繊細である点はオトメアオイに似るが

隆起線は箱根産と比べると数の少ないものもあり，琴

筒の形はコッフ。状て＊上部はくびれず，雌しべの柱頭の

附属物がま岳、ものが多くなっている。開花期は10月と

しづ秋型である。更に葉と花のつき方では毎年花と普

通業をくり返してつける。これらの点はカントウカン

アオイと似ている。また少数の調査仔ljだが結実JJJJは5

月頃でカントウカンアオイより遅くオトメアオイと同

じHお羽になる。

これらの特徴を持った個体は西丹沢一帯の地域に限

られて分布し南東部ではランヨウアオイが隣接して分

布している。山北町三保地区，松田町寄，四十八瀬川

流域の各標本について前川博士の同定をうけたところ

「ずいぶん形が変っているが結局オトメアオイと同一

種である」との見解をいただいた〔前川私信，1983）。

しかし筆者らの観察では上記のよ うにオトメアオイと

はかなり異る点が見られ，オトメアオイの要素とカン

トウカンアオイの要素を兼ねたような点が観察される

ので己分類上の整浬は将来の問先課題とし，ここではこ

れを他と区別してタンザワカンアオイ（仮称〉とLづ

取扱いとした。

＠東丹沢地域（大山周辺〕〔カントウカンアオイ〉
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琴片は10～12mmでがく筒より長く粗渋で毛が多L、。

がく筒はコ ップ状で上部はくびれない。柱頭の附属物

は短く花と普通葉を毎年くり返してつけ開花期は10月

で典型的なカン トウカンアオイの特徴を示している。

この地域では高所にカントウアオイ ，主として低地

にランヨ ウアオイがすらわけて生育しオトメアオイは

確認できない。

⑧ ランヨワアオイ

葉は広卵形，長さ6～15CITIで深い心形で両側片は多

少外方に張り出しはこ状になる傾向がある。業質はや

や薄く表面は光沢があり両面脈上有毛でこれらの特徴

で比較的他のカンアオイと区別し易L、。

開花jザlは3～5月で琴筒は太鼓形又は鈍四角形で上

部わずかにくびれ内面格子状隆起がある。

西丹沢のタンザワカンアオイ（仮称〉やオトメアオ

イの生育地に隣接し更にカン卜ウカンアオイとすみわ

け低地に分布している。

2. 地域別の分布

県内西部のカ ンアオイ類を 3つの地域に〔箱恨地

域， 大磯丘陵，丹沢山地〉に分けてその分布を 述べ

る（図3）。

③ 箱根 地域

オトメアオイのtypelocalityとなっているが箱線全

山に分布しているわけでなく外輪山の外側特に北町に

多く，また須雲川l，早川の合流地湯本周辺，湯ケ原千

歳川の支流藤木川上流に確認している。従って箱根火

山の中心部である中央火口上で、は確認することができ

ない。須雲川l流域は全域にわたり確認することがで

き，標高700m 〔飛竜の滝周辺〉まで生育してしも。

早川流域は湯本周辺に多く塔の沢から塔の峰に至る間

特に阿弥陀寺周辺に確認している。

外輪山で与は北面のj守川上流域，内川上流域の地蔵堂

から 金時山への登山道周辺に 多く分布し頂上近くの

850 mtこも確認している。叉大雄山 〔道了尊〉 周辺も

多く分布する。

外輪山南部の湯ケ原の藤木川流域は天照山周辺の楳

高700mにも確認している。

＠大磯丘陵

この丘陵の西部， 中井町， 大井町のそれぞれの一部

に近接して筆者らがナカイカンアオイと呼んでいるオ

トメアオイの一群が生育している。この地域は酒匂川

以東で筆者らが最初に分布の椛認をした地域で，押切

川上流域末端部の111，男沢，岩倉， 高尾に分布の確認をし

ている。



の 丹沢山地

筆者らがタンザワカンアオイと呼んでいる一群は凶

丹沢一帯に分布するもので，この地域の南東部から東

丹沢にかけランヨウア寸イが隣接しながら分布が広が

り大山周辺に至りカントウカンアオイとすみわけて分

布していることがli'{ii認された。従って丹沢山地は西丹

沢のタンザワカンア写イ（仮称〕と東丹沢のランヨウ

アオイとカントウカンアオイの3種が分布しているこ

とがm・認された。
西丹沢地域のタンザワカンアオイ（仮称〕の分布は

酒匂川以東の各支流即ち皆瀬Jlf，河内Jlf，玄倉Jlf，中

}If JI[, t性附川の流域，酒水の滝周辺，更に川音川上流

の中津川（寄〉， 四十八瀬川， 花水川上流の水無川の

各流域に分布をl准認している。この地域の南東部には

ランヨウアオイが隣接して生育している。

東丹沢士山城には西丹沢に隣接したランヨウアオイが

＊無JI[・葛葉川の上流にひろく生育し大山周辺に達し

ている。大山周辺には高所にカントウアオイが分布し

て低士山のランヨウアオイとすみわけている。

5, むすびと今後の課題

神奈川県西部のカンアオイ類の分布を調査した結果

下記の点が明治、となった。

イ．オトメアオイの分布が大磯丘陵西部に広がって

いることが明かとなった。

ロ．西丹沢山地にはオ トメアオイとカントウカンア

オイの中間的な特徴をもった一群，仮称タンザワ

カンアオイが分布することが明らかとなった。

今までの分布調査は林道沿いが多いので更に奥深く

調査を進め各種類の分布の詳細を明らかにし，!fijに分

布の境界に注意したい。また分布と地史との関連も調

査したL、。

丹沢山地については河内川右岸以西と丹沢湖以北は

殆ど未調査であるので山梨県，静岡県などの関連も考

え更に箱根以南伊豆方面の関連も考え調査をひろげた

。、L 
なお，木報告を行うにあたりご指導と助言をいただ

し、た前川文夫博士，御指導をいただき発表の機会を与

えてくださった神奈川県立博物館の高橋秀男氏，原図

作成，証拠標本の管理，報告書の立案などで終始ご指

導ご協力をいただいた平塚市博物館の浜口哲一氏らの

方々 に感謝の：吾、を表したL、。また，カンアオイ類につ

いて貴重な情報を提供していただいた伊藤正宏氏，城

川四郎氏，大森雄治氏，鈴木一喜氏，石波治ー氏，岩

11時五郎氏，増子忠治氏，加藤あき氏，佐藤昭二氏，荒

川要三氏，古瀬計子氏，岸一衛氏の方々にも感謝した

L、。
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丹沢のアオペンケイ

高 橋秀 男

Notes on Sedum viride in the 

Mt’S Tanza wa in Kanagawa Prefecture 

Hideo TAKAHASHI 

アオベンケイ Sedumvi門＇.deM AKINOはベンケイソ

ウ科に属する多年草で，1897年牧野富太郎氏によって

四国で発見され，植物学雑誌11: 430に発表された。

本州、｜〔関東 ・中部以西〕，四｜主l，九州、｜に稀産し，今まで

知られている東端は，日本海側では新潟県仙之倉111,

太平洋側では丹沢山地であり，やや湿度の高L、苔蒸し

た樹幹や岩壁に着生する。丹沢では1959年8月に西尾

和子氏が西丹沢世｜射の水の木沢で， 採集した襟本が国

立科学博物館（TNS142426）に収蔵されている。

筆者は神奈川県植物分布調査のなかで，丹沢山の清

川村地区を担当しているが，たまたま1983年台風で倒

れた巨大なプナの樹幹に着生していたイワベンケイを
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採集することが できた。その樹幹には着生植物が多

く，ほかにイワギポウシ， ミヤマノキシノブ，マツノ

ハマンネングサ，ダイモンジソウなどがみられた。

ベンケイソウ科の種類は脂葉標本にすると， かなり

外形が変わってしまうため， 生きた個体よりスケッチ

をして，外部形態の記録をしたので以下記してみる。

茎は対生し， 長だ円形，長さ2.7-3.5札 幌2.2-

2.Scm, 鋭頭で基部は切形状または僅かに浅い心臓形

をなし，縁辺に波状鋸歯があり，肉質で粉白緑をおび

る。葉柄は長さ 0.5 1 cm，茎とともに紅紫色をおび

る。花は黄緑色，花弁は 51悶，長さ3.2mm，幅1.5mm, 

長だ円形，鋭頭，がくは鐙形で長さ 1.5mm, 2分の 1

位ほど 5裂し，裂片は三角形。J4tずいはlOfl岡，まれに

8個，僅かに花弁より長いか，またはほぼ同長で，花

弁の基部付近につ く雄ずいと花弁の中間につくJ4tずい

がある。 子房は長さ3mmで，5個あり，基部は柄状に

細くなる。花期は8月下旬から 9月上旬でトある。最近

大場秀孝氏はベンケイソ ウ不｜を細分化し，本極を含む

ムラサキベンケイソウやミセパヤ類はムラサキベンケ

イソウ属めlotelゆhium.として独立させた。

（神奈川県立博物館〉

A，アオベンケイ Svi ride 

の全形 B，花 c.子房．
D，花弁と:UJtず＼ '・ 
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三浦半島で再発見されたタ シロラン

大森雄 治

A rare saprophytic orchid, Eρiρogium roseum from Miura Peninsula 

Yuji OMORI 

本：州以北ではこれまでに2度，1958年7）~ に三浦半

島北部の)l~g取山〔大谷， 1959 , 1960; Oi'ANI ・SuzuK1 

1961）と1978年7月に向東部の久里浜（大谷，1979)

で記録されたことのある無葉ランのl種，タシロラン

EPψogium roseum (D. D:JN) LINDL.が1983年6月末

から 7月初めにかけて同じ三浦半島東部の観音崎と馬

j屈で見つかった。

タシロランは長径が2～4cmの長柄円形のイモ状の

地下茎（花茎塊〕から高さ20～so：測のやや褐色を？HJび

た白色の花茎を出し，そのよ部に5' 6 f固から30個程

の花をつける。花は7～8mmの花柄をもち下垂し，長

さ2～3cmで白色，将弁には うすい赤紫のBl点があ

る。 今回は15f問l休を測定したところ， fr.~塊の長径

は17～42mm,1E~；の長さは20～44CITI, 1 j聞休当りの花

の数!;J:7-31個であった。

観音崎では， 7凡7日に調べたところ，東京湾海上

交通センター近くの凶斜面てw標高30～40m，シイ ・タ

プノキ ・ンロダモの林下に 100株以上はえており，多

くは10株nrr後の集団をつくっていた。また，横須賀市
i帯均館付属馬淵｜さ｜然教育園で，同じl時期に，シイ林下

に4'51朱が1か所にかたま ってはえていた。

9月201:1になって，馬明自然教育園で， 7月に花茎

タシロラン（横須賀市観音iii奇，1983年7JJ 7日〉
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の出ていた場所を掘り起こしたところ，4本の恨茎を ていたそうである。貴重な資料の提供をいただいた両

見つけた。そのうちの l本は直径約lC皿の塊茎から出 氏に深謝する。

ていた。根茎は4本と も直径1cmの球形の塊茎をl～ 標本は，様本番号YCM-1736①～①，1737 （観音

2 cm間隔につけており，将来この小さな塊茎が花茎を 崎）, 1755 c11:g取山），2503 （久里浜〕として級一須賀市

つける花茎塊になると思われる。一方7月に観察した 博物館に去を録し収蔵されている。

花茎事uは中がスポンジ状で空洞化しており，花茎と と
もに朽ちるようである。 文 献

D. van LEEUWENによれば， タシ ロランは自家受 大谷茂 1959 三浦半島種子植物の検討（其の三〉

精をし，開花後3'4日で結実するそ うで（TUYAMA, 横須賀市博物館研究報告（自然科学），4: 

1967), 花茎の出ている時期が短期間であるため発見 19 25, 2 pis. 

されにくし、ょうである。しかし一方で，種子が非常に 大谷茂 1960 三浦半島植物雑記．向上， 5: 18 

小さい (1/10,000, 000 g）ためか本穫の分布は広く， 26，図版4ー 7目

オーストラリアやアフリカでも発見されている〔Tu 大谷茂 1979 神奈川県純物分布資料（9).横須賀

YAMA, 1967）。 日本ではこれまで九州、｜と沖縄で発見さ 市博物館館報，25: 1-6 

れた記録しかないが，花の時期（ 6月～7月） に注意 0HTANI, S. and SuzuKI, S. 1961 A new orchid, 

して捜せば三浦半島ばかりでなく他の地域でも発見さ Eρipogium dentilabellum. Sci. Rep. Yo-

れる可能性は大きいと思われる 本穫はラン科植物の kosuka City Museum, 6 : 27 29, 1 

中でもかなり特異な生活史をもつものと考えられるの が

で， 引き続き調査を進めたL、。 TuYAMA, T. 1967 On EPiPogium roseurn (D. Don〕

観音崎のタシロランは東京湾海上交通センターの奥 Lindi. in Japan and its adjacent regi-

山隆士所長が通勤途中に見つけられたものであり，同 ons, with remarks on other species of 

センター職員の鈴木香代子氏を通じて横須賀市｜専物館 the genus. Journ. Jap. Bot. 42 (10〕：295

に述絡をいただいた。奥山氏のお話では昨年（1982年〉 311. 

にも今年（1983年） ほど多くはないが同じ場所にはえ （横須賀市自然博物館）

図の説明（p.72〕

A，花の全形，側面.B-E，花被を取り除いた花.B，側面. C, D, J復岡 D，約を取り除いたずい

柱 E，背面 F，花茎と花茎塊 G, H，さんご状地下茎と根茎 An, anther （約〕． Br, bract （を

葉〕． Co, column （ずい柱〉．CRh, coralloid rhizom巴（さんご状地下茎〉 DSe, dorsal sepal （背側外

花被片〉． FTu, florigenous tuber （花茎塊〉．Li, lip （唇弁〉． LSe, lateral sepal （側生外花被片〕．

LSh, leaf sheath〔葉鞘〉． Ov, ovary〔子房〕． Ped, pedicel （花柄〕． Pet, petal 〔内花被片〉． Po, 

pollinarium （花粉塊〕． Rh, rhizome （根茎）. Sp, spur （距〉 Stg, stigma （柱頭〕. Stm, stem （茎〕
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ミヤマカンスゲと

ゴンゲンスゲの雑種

大場 達之

New Hybrid of Carex dolichostachya 

var. glaberrima and Carex sachalinensis 

Tatsuyuki OHBA 

1983年6月25日に神奈川県植物誌調査会の野外調査

で，箱根の外輪山の一つ，三国山を訪れた。その際ブ

ナ林下の道ぞいにジュズスゲに似た見なれぬスゲが沢

山あるのに注目し，長谷川義人，高精秀男両氏と共に

かなり多くの襟本を得た。

このスゲは葉が軟らかし幅やや広く，また葉が横

ひろがり気味で少しミ hマジュズスゲのような雰囲気

もある。しかし秤基の鞘は赤紫褐色のtill分があり，ま

た果胞も短かく，雄花や雌花の鱗片にも赤褐色を帯び

る部分があるなど， ジュズスゲ類と大分相違してい

る。その後襟本を繰り返えし見るうちに，これはミヤ

マカンスゲとオオイト スゲ系との自然雑種てはないか

と考えるに至った。一応これをハコネカンスゲと仮称

しておく。

74 

ハコネカンスゲのすぐ近くにはミヤマカンスゲが見

られ，片親がミヤマカンスゲであることは間違いない

と思われるが，もう一方のオオイ トスゲ系は，同所で

普通なのはイトスゲとゴンゲンスゲで，オオイトスゲ

はごく少なく，その近くには見当らない。そこでゴン

ゲンスゲが一方の親であると思われる。このゴンゲン

スゲと目されるものは箱根の高所に多く見られるか，

針葉林帯に分布する真のゴンゲンスゲとは相違する点

もあり，これも検討課題である。伊豆にはミヤマカン

スゲとホンモンジスゲの雑種と考えられるイズカンス

ゲが記録されているが，箱根ではホンモンジスゲは低

地，つまり照菜料：帯に主として分布し，高所にはまず

見られない。ハコネカンスゲの採集地は海抜1050m付

近である。

詳細は別に報告したいと考えているが， ミヤマカン

スゲと異なる点は葉が軟らかく，幅が3～5mmと狭く

地下に車：｜上する旬枝を出す。秤基の葉や梁輸が枯れや

すく， 一部分が帯紫褐色になるなどの点で異なり，ゴ

ンゲンスゲとは， 葉が広いこと（ゴンゲンスゲは幅2

～3 mm），秤基や花部鱗片に色がつくこと，なである。

現地ではミヤマカンスゲに近い形からゴンゲンスゲに

近い形までさまざまな個体が見られる。また全般に果

の登実の程度が低い。 （神奈川県立博物館〉



神奈川自然誌資料 5: 75～77, Mar. 1984 

新帰化植物アメリカトゲミギク （新称〉

神奈川県宮ケ瀬に産す

小原 敬

A new naturalized plant Acanthosρermum hisρidum DC. from 

Miyagase, Kanagawa Prefecture, Japan 

Takashi OBARA 

茅ケ崎植物会の観察会が一昨年〔1982)9月23日，水 た。

源池建設のため近く水没する神奈川県宮ケ瀬付近で， 上記の両文献に見られる本種の記載の相違は何か引

内田藤吉先生の御指導により催された。 っかかるものがあった。神奈川県立博物館の大場達

その折り，会員の斎木操さんが路傍で今まで見掛け 之先生はそれは種を異にする程度の差であると考えら

たことのないキク科植物を採集された。 れ，同館の高橋秀男先生に調査を依頼された。高権先

わが国のどの植物図鑑にも見当らないし，誰方にお 生は国立科学博物館の標本と比較検討され，宮ケ瀬産

尋ねしても解らないとのことであった。 のものはインドで採集された Acanthosperinuinhis 

それで，その一枝を持参していただき，試みに手許 がduinDC.に一致することを突き止められた。 この

の中国高等植物図鑑・第四｜叶 (1975〕のキク科のとこ 植物の原産地は南アメリカで，インドのは帰化したも

ろを斎木さんと調べてみた。 のである。米国ではフ ロリダ，ジョージア，アラバマ

その結果，この植物は同図鋭498頁， 6391図のAcan- のj海岸平野に生育し， 熱帯アメリカにも分布してい

thosJうerinuinaustrale〔L.〕o.KUN'l'ZEに酷似してい る。中国高等植物図鑑や中国植物志に収載のものもや

ることが判明した。ただしこの（L.〕は（LOEFL.）の聞 はり A.hiゆidumDC.に当てるべきものであろう。

違いである。また中国植物志・第75可のキク科の部に 中国では雲南省、の各地に帰化していると＇ ,, ＇，その

もこの図鑑とほとんど同じ図があり，やはり同じ学名 生育地法平開地，河辺，溝の近辺で，大場先生によれ

を当てている。 ばアメリカセンダングサと習性が似ているとのことで

一方この Acanthosρermui刊 australe(LoEFL.) 0. ある。

KuNTZEは B:i1TTONand BaowNの AnIllustrated 雲南省の省都昆明は1908年天津条約により開市し，

Flora of th巴 NorthernUnited States and Canada, 昆河鉄道でハノイに通じ，またヒソレマに通じる道路も

3.P.459，〔1970〕にも収載されている。この植物は茎 あり，交通の要衝で，インドから仏印を経て援将ノレー

が旬旬し，葉が小形で， 葉慣が広く，鋸歯が深く，無 トのあった所でもあるので，雲南省のものは恐らく米

毛で，花梗があり，包果の先端に2本の直生する刺が 国またはインドから渡米したものであろう。宮ケ瀬の

生じない点等が中国高等櫛物図鑑の図や宮ケ瀬産標本 ものも多分米悶経由でもたらされたものと恩われる。

と異なっている。

筆者は FloraKanagawa. No. 14 (1983）に 「帰化

布直物のニューフェース ・ アメリカ卜ゲミギク宮ケ i~!fiに

産す」と題し予報を発表しておいた。この予報では一

応 Acanthos戸er抑制η australe〔LつEFL.〕O.Kuwrzc 

に当て，アメリ力トゲミギクとし寸仮名を与えておい

卜ゲミギク属〔Acanthospermum）はメナモミ族に

〔Helianth巴ae〕属している。一年生のやや粗利な草木

で， 葉に軟細毛を生じ，茎は直立か旬旬， 業lま対生，

幅広く，しばしば革質，牙歯がある。放射状に，目立

たない花が葉状のをに日夜生する。総毛立L:J:二層，外J包；は
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図1. 宮ケ瀬産アメリカトゲミギク（Acanthospermum

his戸idum〕の全形

金
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苫

図3.BRT'l"J 
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L、る木芦｜との A au st叩 leの図。在果の頂端に角

状の刺がなく，また頭花は有綬である。

図2 宮ケ瀬産アメリカトゲミギクの部分

07[ 
国6391 （菊科）

図4. 中国高等植物図鑑で A.ausfr，αleとしているも

のの図． 宮ケ瀬産の A.hispidumによく一致

する。



平坦で革質，内をは少し小さく ，イガ状になり，成熟 文献

日奇疫果を包み脱落する。 花床は凹状か 1~1状。 放射花は DE. CANDOLLE, A. P. 1836 Prodr. Syst. Nat. 5: 522. 

少なく l列。舌状花冠は小さく， 黄色，真9:1より上部 Parisi is. 

で最も幅広く，すこし曲がる。冠毛を欠く。 BR1n・oN, N. L. and BROWN, H. A. 1970 An Illust-

属名 Acanthosρennumはギリシャ語の akanta rated Flora of the Northern United Sta・ 

（刺〕 ＋sperma（種子）。有刺のイガ糠を果に由来する。 tes and Canada 3: 459. fig. 4420 Dover 

この属は西インド諸島，南アメリカ，ガラパゴス， Publications, Inc., New York. 

マダガスカノレに分布し， 8種あり，基本主fiはブラジル LONG, R. W. and LAKELA, O. 1971 A Flora of Tro-

卜ゲ ミギク （新称〕（A.brasilium Sc1rnANK〕である。 pica! Florida 835 836. Banyan Books. 

Miami Florida. 

アメリカトゲミギク （新称）-Acanthosperinum W1 LL1 ~ . J. C. 1973 A dictionary of the flowering 

hiψidum DC.中国名 ：刺を果。 plants and ferns. 8 ed. 7. Cambridge 

茎は直立，分校し，粗雑な草木で高さ 1mlこ達す University Press. 

る。通常それより低い。葉は長さ 3～6cm，卵状椅 中国科学院植物研究所主編 1975 中国高等植物図鑑

円形， 真中より上部に浅い鋸歯あり，軟毛を密生し， 4 489，図 6391.科学出版社北京．

無柄，基胸lはく さび形。総をは狭銭形， 2）百あり，外層 中国科学院植物研究所主編 1979 中国高等植物科属

は5，革質，矩円状披針形，内属（outerphyllaries) 検索表 437-438.科学出版社北京

は倒卵状矩円，基部は雌花を緊密に包み，頂端に角状 中国科学院植物研究所編輯委員会 1979 中国縞物志

直京ljを生じ，周囲に少し曲がった短刺がある。舌状花 75 332-333. 図版56. 図4. 科学出版社

冠は短かく，黄色。花床は長さ約 1mm。波巣は矩円形 北京．

で圧miされていて，内層在片中に包まれている。 小原敬 1983 帰化植物のニューフェース・アメリ

本報告の発表に当り ，金井弘夫，大場達之，高橋 カトゲミギク宮ケ瀬に産す，フ ロラ ・カナ

秀男の諸先生の示された御好意に心から謝意を表しま ガワ 14 84. 

す。 〔茅ケ崎市平和学園〉

77 



神奈川自然誌資料 5: 78～84, Mar. 1984 
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A List of Mosses in th巴 HakoneMountains 

Toshiya OIZURU 

調査地概略

箱根は 伊豆半島の基脚， 富士火山帯の南部に位置

し，安山岩からなる複式の火山休である。

級河湾から水分を多量に含んだ気流が，箱根山地へ

直接に吹きあげられるため，111頂では5月下旬から 9

月頃迄霧の発生が著しい。冬期jは晴天の日が多く ，10

月から 5月にかけて乾燥矧となり， 積雪は少なく根雪

にはならない。 降水量は 11111日flと山頂では大差があ

り，神山山麓の仙石原て、は年平均3,294. 6mmを示すが，

山J笠の小田原て、は l,955mmにすきなL、。降水量の年間

配分は， 6月の梅雨期と 9月の台風期が最大になる。

写箱根の海抜800m以上は，フナ群綱に属する夏緑広葉

樹林が発達する。800m以下ではヤフツハキ群綱のア

ラカシ，アカガシ，ツクパネカシ，ウラジロガシを主

とする常緑広葉樹林幣であるが，海岸に近い部分てすま

スグジイ，タフノキなどが佼勢をしめる。

主な採築地と海抜高度

l, 438m ・上 i場

1,400 ・湖 尻

1,327 ・箱根 園

l, 169 ・元 箱根
（箱根神社〕

・下 湯

・強 羅

・宮 城野

・宮ノ 下

・大平 台

・湯 本

・湯 河 原

850m 

800 

800 

800 

750 

500 

500 

400 

350 

250 

1, 156 

1,091 

1,065 

1,045 

1,035 

1,014 

900 

・神 山

・冠 ケ 岳

・駒ヶ 岳

．明神ケ 岳

雲

子

双

ケ

伏

観

山

山

山
丘
町

峠

山

子

－早

・双

・下

A 
口

．山

・大

・姥

MoH＆に分布する植物や蘇苔：類については江戸時代の

末期頃から内外の採集家や研究者によって関心が持た

れ採集が行われてきた。ケンペノレ（E.KEMPFER 1692 

年3月29日，4月29日〕，ツンベリ ー （P.THUNBERG, 

1776年4月25日，5月27日〕，シーボノレト〔F.SlEBOLD 

1826年4月7日，5月20日〉などが江戸参府の往き帰

りに箱根で，各種の植物を採集したことが知られてい

る。彼等は植物を採集した時に蘇苔類も 緒に採集し

たと考えられるが， 明らかなことはわかっていない。

1866年～1875年に横須賀製鉄所の医師として滞在して

いたサハチエ 〔L SAVATIER〕が植物採集のかたわ ら

静苔類も採集 している。箱根における最初の鮮苔類の

採集記録はビセット (J. BISSET）とフオー リー （U.

FAUR！！＇－）によ って始まる。 1880年代に入り日本人が採

集を始める ようになり最初の蘇苔類採集者は， 拓値千

嘉待iで箱恨産の 苔JJj数種について図解し発表を行っ

た。1910年から1920年にかけては， 桜井久一， 久内清

孝，松浦茂ヲ、T，笹！司久彦，野口彰などが研究のために

箱根で採集をしたことが記録されている。

わが国の！!lt苔類調査は， 近年各地で：盛んに行われ多

くの種の分布が明らかになってきた。

ここに集録した蘇類目録は，主に勝俣 〔1972）が報

告したものと，生出，吉田が1979年より 1983年迄の5

年間に採集した標本をもとに集成したものでめる。又

1980年8月に 第 9回日本蘇苔類学会が箱根町で開か

れ， 観察会が駒ヶ岳z 神山，大涌谷で行われた際に，

服部植物研究所の岩月菩之助博士と高知大学の出口博

則同士が採集された標本もリ ス トに加えた。

同定困難なものについては，岩月i専土と出口博士の

援助を得た。両｜噂士の懇切なる助言と御協力に対して

深甚の謝意を表します。
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〕内は標本保採集者名をゆ：のように略記する。（

管場所

K ：勝俣洋一 （強羅公園箱根自然博物館〉
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図l 箱根調 査 地域の位 置 図

1 神山， 2：冠ケ岳， 3：駒ヶ岳，4：明神ケ岳，5：早雲山， 6 双子山，7：下双111,8：台ケ岳

9 : I上l伏峠， 10：大観山，11：姥子，12：上湯，13：洲l尻，14：箱根閤，15 元箱根〔箱根神社〕， 16:
下湯， 17：強羅， 18：宮城野， 19：宮／下，20：大平台， 21：湯本， 22：湯河原

I：岩月善之助〔服部植物研究所〉

D：出口博則〔高知大学〉

Y ：吉田文雄（清川村立緑小学校〉

0：生出智哉 〔神奈川県立博物館）

SPHAGNIDAE ミズゴケ：IE綱

Sphagnaceae ミズコeケ科

S戸hagnumgirgensohnii Rus~. ホソノミ ミズゴケ．大涌

谷（K→3)

S.ρalustre L.オオミズゴケ． 芦ノ湯 （K2, 0 3709). 
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S. squarrosum CROME・ in Horr.ウロコミズゴケ 芦 (K-15），強羅（0-3001).

ノ湯（02966). P. fonnosum HEDw.オオスギゴケ．冠ケ岳（K-16),

早雲山（0-3432〕，箱根 (I-8533〕．

BRYIDAEマゴケ型綱 P. }uni仰向iuinW11,1 o. ex Hirnw.スギコ’ケ元箱根

(K-17). 

TETRAPHIDALESヨツパゴケ日

Georgiaceaeヨツノくコeケ科 FISSIDENTALESホウオウコ’ケ目

Tetraρhis戸ellucidaHEow.ヨツパゴケ．早雲iJ.1〔K- Fissidentaceaeホウオウゴケ科

20). Fissidens adel戸hinusBESCH. コホウオウゴケ．神ill

(D-20798〕，箱根（I8502, 8503, 8520, 8547b〕．

BUXBAUMIALES キセノレゴケ l~I F. bryoides var. rainosissimus (Taf;R.) lwATS. et 

Buxbaumiaceaeキセノレゴケ不｜ T. Suzu10.ホソベリホウオウゴケ 箱根(1-8508,

Buxbaumia oρhylla HEDW.キセノレゴケ 台ケ岳（K 8537〕

87），大涌谷（K-87b〕 F. closteri subsρ. kiushuensis (SAK.〕IWA'l'S.キュウ

Diρhysci附刊 foliosum(HEow.) MOHRミヤマイ クピ シュウホウオウゴケ 神山（D-20805），箱根闘

ゴケ 箱根神社（D-20793）ー (Y 1603），箱根 (I8547) 

D. fulvifolium MITT.イクピゴケ 台ケ岳（K-5),

下湯（K-5b,0 3711〕．

POLYTRICHALESスギゴケ目

Polytrichaceaeスギコeケ不｜

Atrichum rhystoJうhyllum(C. MuELL.) PAILヒメタチ

ゴケ．箱根 (I8507〕．

A. undulati日常（Himw.)P. BEAuv. ナミガタタチゴ

ケ．神111(K 6, 0 3705），強羅（0-3717).

A. yakushimense (HoRIK.) Mrz.ヤクシマタチゴケ

箱根神社（D20791），神山〔D20797〕．

Bartramiopsis lescurii (JAMES〕KINDB・ フウ リンゴ

ケ．神山（K-8,0-3017），元箱根（K-8b），箱根

(I 8535). 

Pogonatun包contortum(BRro.) LESQ・ コセイタカス

ギゴケ．駒ヶ岳（K 10〕，早雲山 CK lOb），神山

(D-20841〕．

P. inflexum (LINos.) LAC. コスギゴケ 強羅（K-

11, 0-3022），駒ヶ岳（0-2975〕，仙石原（K 10 

b). 

P. neesii (C. MUELL) D:)ZY ヒメスギゴケ．元箱根

(K-9），神山（D20804). 

P. spinulosum M1TT.ハミズゴケ．早雲111〔K-13〕，

芦／湯（K 13b, 0-3006），神111(0-3030, D-

20845). 

P. u門iigerum(HEow.) P. BEAuv.ヤマコスギゴケ．

早雲山（K-14).

Polytrichum commune HEow. ウマスギゴケ．元箱根
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F. cristatus W1Le. ex M1TT. トサカホウオウコケ．

早雲山（K 22），強羅（0-3707），湖l尻（Y-1012).

F. grandifrons BE10.ホソホウオウゴケ．大観山（K

23），宮ノ下（0-4332)

F. gymnogynus BESCH.ヒメ ホウオウゴケ 早雲山

(K 24a〕，神山（0-3003,3439, Y-1567, K-24 

b），大涌谷 （0-3712），箱根（I-8515,8531). 

F. laxus SuL1. et L1iso.箱根 (I-8519,8538, 8539). 

F. microcladus THWAI'l'. et MITT.ガーベノレホウオウ

ゴケ．箱根闘（Y-1602).

F. nobilis GRIFF.ホウオ ウゴケ 早雲山 （K-25〕，強

羅（0-3708).

F. obscurirete BROTH. et PAR.ジングウホウオウゴ

ケ．箱根町I-8547c).

F. taxifolius HEow.キャ ラボクゴケ．強経（0-3028〕．

DICRANALESシッポゴケ目

Ditrichaceaeキンシゴケ干ヰ

Ceratodon戸uゆureus(HEow〕 BRIO.ヤノウエ／ア

カゴケ早雲山（K-28,0-3018），強羅（0-3713〕

Ditrichum戸allidum(HEow.) HAMPE，キンシゴケ

明神ケ岳（K 27, Y 1650〕，神山co2973). 
Bryoxiphiaceaeエピコ’ケ科

Bryoxiphium norvegicum (Bino.) subsp. jaρonicum 

〔BsRGGH.) L凸Vl~ et L凸VE エビゴケ．姥子（K

29, 0 3425），箱根神社〔D20792），箱根 (I-

8543). 

Seligeriaceaeコシッポゴケ科



Blindia ja戸onicaBROTH. コシ ッポゴケ．神山 （Dー 〔K-49），強羅（0-3026〕，神山（D20799). 

20800). Weissia controversa HEow.ツチノウエノコゴケ．元

Dicranaceaeシッポゴケ不｜ 箱根（K-50〕，強羅〔03702). 

Brothera Leana (SuLL.) C. MuELL. シシコケ早雲

山（K 32). GRIMMIALESギボウシコケ目

Dicranella heteroinalla〔Hrrow.)Scrn MP.ススキゴ Grimmiaceaeギボワシゴケ干ヰ

ケ．大涌谷〔02991〕，神山 （D一20859). G門問，iniaρilife問 P BEA UV.ケギボウシゴケ 冠ケ岳

Die悶 nodontiuindenudatuin〔BRID.〕BRr'I

LLIAM巴． ユミコケ． 早雲山（K一33a），台ケ岳（K一 Ptychoinit門umlinearifoliuin REIM. et SAK.イシノウ

33b〕，駒ヶ岳（0-2971〕，神山（D-20842），箱根 エノヒダゴケ 湯河原（K-55〕， 上湯（03031). 

神社（0-2983,D 20788〕． Rhacomitrium canescens〔HEow.)Burn.スナゴケ

Dicranoloma cylindrothecium (MrTT.) SAK.ミヤマ 早雲山 〔K 58, 0 3009），宮城野（0-4103).

シッポゴケ 下双子〔K 35〕，神山（0-2995). R. canescens var. e円coides(BRrn.) B. S. G.ハイ ス

Dicranum ja1うonicumMITT.シッポコケ．山伏峠〔K ナゴケ 大1151山 （K 59〕

ー37). R. diminutum CARD・キスナゴケ 神山（0-3424,

D. leiodo向tumCARD.ナスシ ッポゴケ．千lf11l1〔D208 D-20848). 

28). R. fasciculare (Himw.〕Burn.ミヤマスナゴケ 神山

D. majus TurrN.チシマシッポゴケ．駒ヶ岳（M-38), (D-20850〕，箱根神社 〔D20782〕ー

神山（0-3002〕． Schistidium lilψutanum (C. MUELL) DEGUCHTコメ

D. niJゆonenseBEscH. オオシ ッポコケ 神山 （Dー バギボウシゴケ．強羅（04045). 

20823). Erpodiaceaeヒナノハイコケ不｜

D. scoparium HEow. カモジゴケ．神111(0-2967, Glyphomitrium humillimum〔MITT.)CARD.サヤゴ

D 20825〕， 駒ヶ岳（Y-1520). ケ 上湯 （02985），神111(D 20795, Y-1523〕，

D. viride var. hakkodense〔BESCH.)TAK.タカネカ 箱根 (I-850la），湖尻（Y-1511).

モジゴケ神山（D20822〕．

。吋cophoruscrisPifolius (MrrT.) LrNDB.チヂミパコ FUNARIALESヒョウタ ンゴケ目

ブゴケ．神山（0-3704,D-20849），箱根神社（D Funariaceaeヒョウタンゴケ科

-20785, Y-1001），箱根 (I8509, 8532〕 Funaria hygromet円caHEuw.ヒョウタ ンゴケ．早雲

111 (K 64, 0 2989〕， 湯河原〔Oマ2992).Treinatodon longicollis Mrcnx.ユミタイゴケ 強羅

(0-2986). 

Leucobryaceaeシラガゴケ科

Physcomitrium eurystoinum SENDTN.ヒログチゴケ．

強羅（0-2988），湖尻 〔y1051). 

Leucobryu1刊 neilgherrenseC. MuELL.ホソパオキナ

ゴケ．早雲山〔K-45,0-3706），下湯（0〔4001).

L. scabrum LAC.オオシラガゴケー山伏峠（K-46)

EUBRYALESホシマゴケ 目

Brya・ceaeカサコケ科

Anomobr-yum filiforme〔D-icKs:}HusN.ヒメギンゴ

POTTIALESセンボジゴケ目 ケモドキ強羅（02999〕， 箱根 (1-8528〕

Pottiaceaeセンボンコ，ケ科 、 、 Brachym.eniwm exile〔D:iz二巴t・MouK.) Bosen巴tLAC. 

Anoectangium aestivum. (HEuw.) MrTT＜ネジレラッ ’ホ’ソウiリゴ．ケ．大観山〔K65う，強羅（0-3007〕，

キョウコケ 強羅（02987〕 ' 神山（D20794），箱根－（l-8546b).

Bαrbula unguiculata Hmw.ネジクチゴケ．強羅（K B. nψalense HooK.キイワリゴケ田神111(D-208ヨ8〕，

-48, 0-3716〕，早雲山〔0,3428). 箱棋〔1-8529).

DiGかinodonconstrictus〔MrTT.)SAITO.チュウゴク Bryum argenteum ・HEow.ギシゴケ 強羅（0-2970),

ネジクチコケ 強羅〔029叩〕，神山（D20801〕 駒ヶ岳（03023〕，早雲山〔03715). 

Hyophilaρropagulifera BROTH.ハマキゴケ 湯河原 BンcaρillareHu:uw.、ハリーガネゴケ．湯河原（K-67,
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0-2969），明神ケ岳（Y-1662). -94b). 

B.ρseudo-triquetrum (HEow.) GAERTN.オオハリガ M. jaρonicum Dozy et MoLK.ミノゴケ．大観山 （K

ネゴケ．早雲山 （M-68〕． 95），上湯 〔02994), y/JJ尻 （Y-1055).

Plagiobryum demissum subsp. hulte叩iiOcHI et PE- M. Prolongatuin MrTT.ナガ ミノゴケ．早雲山 （K-

nss.コゴメイ トサワゴケ 神山 （D-20826），箱 97〕，神山（D20839). 

根 (I-8525). Orthotrichui刊 consobrinumCAno.コダマゴケ． 上湯

Pohlia fle:xuosa HooK.ケヘチマゴケ．早雲山 CK- CO 3719〕．

70). Ulota crispa CHrnw.) BRro.カラフ トキンモウゴケ．

Rhodobryum giganteum CScHWAEGR.〕PAR.オオカサ 神山 C0-3998,D-20796〕， ．箱根 (I-8501b).

ゴケ．神山〔03014, D 20821），箱f.良CI-8512a).

R. ontariense CKrnoB.) KINDB－カサゴケモドキ．早 ISOBRYALESイヌマゴケ目

雲山 CK-72〕，箱根園 CO3016). Climaciaceaeコウヤノマンネングサ科

Mniaceaeチョウチンコeケ科 Climacium japonicum LrNDB－コ ウヤノマンネング

Mni仰 向 laevinerveCARD.ナメリチョウチンゴケ．神 サ台ケ岳 CK-99,O 3004〕，山伏峠 CK 99〕，

山 CK-80,D 20847〕，駒ヶ岳 C0-3703）.箱根 神山 CO3718, D 20814），箱恨 (I-8512).

(I 8506). Hed wigiaceaeヒジキゴケ科

Plagiom.nimn acutum. (LrnoB.) KoP.コツポチョウチ Hedwigia ciliata CHEow.) P. BEA vv. ヒジキゴケ

ンゴケ．元箱根（K-74〕，箱線園（0-3431〕，箱 強羅（0-4047).

根神社〔D-20783〕． Cryphaeaceaeツノレゴケ科

P. m.a:xim.ovicz口CLrnoB.)Kop.ツノレチョウチンゴケ Forsstroemi(l. trichomitria CHEnw〕 LTNDB.スズゴ

神山 CK 77），明神ケ岳 CY-1651). ケ．強羅 CK-101).

P. vesicatum CBEscu.) KoP. オオノくチョウチンゴケ Pilot円choJうsisdentata〔Mr別、.）BEecH.ツノレゴケ 山

神山〔D20817〕 伏11中〔K-102).

Rhizomnium striatulum (MITT.) Kap.スジチョウチ Leucodontaceaeイタチゴケ科

ンゴケ．箱根 (I-8521). Leucodon sapρorensis BEsc1-1.イタチゴケ． 山伏峠

Trachycystis flagellaris (Surム etLESQ.) LINDE.エ (K 105），双子山 CK 105b). 

ゾチョウチンコケ．双子山（K-75). Trachypodaceaeムジナコ’ケ科

T. microphylla CDoz. et MoLK.) LINDE.コパノチョ Duthiella speciosissima BROTH. ex CA 110.マツムラ

ウチンゴケ 湖尻 C0-2968〕，箱根〔I-8516). ゴケ．大観山〔K-107)

Rhizogoniaceaeヒノキコ’ケ干ヰ Pterobryaceaeヒムロコeケ科

Rhizogonium dozyanum L，生c.ヒノキゴケ．山伏峠 Meteoriella s.oluta (MrT'l'.〕0KAM.オオミミゴケ箱

〔K-89〕，姥子co3430〕． 根 CI8526〕．

Bartramiaceaeタマコ’ケ科 Pterobryum arbuscula MrT'r. ヒムロゴケー冠ケ岳

Bartramia Pomifonnis var. elongata TURN.タマゴ CK-110, 0-2998），双子山（K-llOa).

ケ．台ケ岳 CK90, O 3008），大観山 CK-9oa〕． Meteoriaceaeハイヒモゴケ科

Philonotis fontana CHEnw .) BRrn.サワゴケ．台ケ岳 Barbella flagellifera CCARD.〕Noc.キヨスミイトゴ

CK 92〕，双子山 CK-92b,0-4110). ケ．大観山 CK-111），上双子 CK-lllb〕

P. thwaitesii MITT.コッグシサワゴケ．大観山 CK B.ρendula〔SOLL)FL.イト ゴケ 早雲山 CK-112〕，

93），湯本 CK93b, 0-4110). 神山〔K 112b). 

N eckeraceaeヒラコケヰニ｜

ORTHOTRICHALESタチヒダゴケ目 Homaliodendron scalpellijoliu1叩 CMITT目）FL.キダチ

Orthotrichaceaeタチヒダゴケ科 ヒラゴケ．神山〔K-117），大観山 C0-2500〕．

Macromitrium gymnostomum SuLL. et LESQ. ヒメ Neckera fle:xiramea CARD.コメリンスゴケ．大観山

ミノゴケ．早雲山 CK-94,0 2017），大観山 CK CK 118). 

82 



Neck eraρssi niiud Ito (Mr'1"r.) FL.ゴポンケリ．早雲 BE et lwATS.コメパキヌゴケ．駒ヶ岳（K-148),

JlJ〔K 122〕，台ケ岳（K-122a). 箱根 (1-8530〕．

Thamnobryumρlicatulum (LAc.) IWA'l'S.コトラノオ Haρlohyrneniurn longinerve〔BROTH.)BROTH.ナガス

ゴケ．神111(D 20810〕． ジイ トゴケ 神 111(D-20840, D 20857），箱根

T. sandei (BrisCB.〕IWA'l'S.オオトラノオゴケ．や11111 〔1-8534〕

(K-124〕，111伏峠（K-124b），早雲111(0 2990). H.戸seudo・triste(C. MuELL) BRO'rH. コパノイトゴ

Lembophy I laceae トラノオゴケ不｜ ケ や11111(D-20802). 

Dolichornitra cyrnbifolia (L1NoB.) BROTH.トラノオ H. triste (Cr>SA'J'l) KINDE.イワイトゴケ 台ケ岳 （K

ゴケ 山伏11中 （K-125a〕，双子山 （K-125b). - 154），千~＇ 111 (0-3015). 

Dolichornitrio戸sisdiversiforrnis (M1'1"1＇.〕Noc.コク Heゆetineurontoccoae (SuLL. et LESQ.) CA1m.ラセ

サゴケ．大観山（K-126〕，湯本〔K-126,0 2750). ンゴケ． 大観山 （K-155〕，神山〔02974），湖尻

山神〔D20815). 〔y 1011). 

Thuidiurn. cyrnbifoliurn (Dozy et MoLK.〕Dozyet 

HOOKERIALESアブラゴケ目 MoLK.ヒメシノブゴケ．早雲山 〔K-157).

Hookeriaceaeアブラゴケ不｜ T. kanedae SAJL アソシノ ブゴケ 下湯 （M-160,

Hookeria acutifolia HooK. et G1mv.アプラゴケ 神 0-3435〕，強羅（0-3021〕，神山（D20811, D-

山 （0-3426). 20819). 

Distichophyllurn inaibarae B11scn.ツガゴケ．大平台 Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

(K 132). Cratoneuron filicinum (HEow.〕SQRUCE.ミズシダゴ

Hypopterygiaceaeクジャクゴケ科 ヶ．湯河原 （K-163），強羅〔0-2982).

Cyathophorella hookeriana〔GRIFF.)FL.コキジノオ Brachytheciaceaeアオギヌゴケ平ヰ

ゴケ 箱根峠 〔K 128). Brachytheciurn bucha1マanii(HOOK〕JAEG.ナガヒツ

正かpo戸terygi叫3叩 fauri 

(K 130, 0 3701〕，下双子 （K 130b). B.ρlu削 osu問（HEow.〕B S. G.ハネヒツジゴケ．早

Theliaceaeヒゲゴケ科 雲山（K-167,0-3027），双子山〔K 167〕，箱根

Fauriella tenuis (M1TT.〕CARD.エダウ ロコゴケモド (I 8530a). 

キ 神山 （0-2984,D 20827〕． B.ρo戸uleum(Hlmw.) B. S. G.アオギヌゴケ．神山

Fabroniaceaeコゴメゴケ科 (K 170, 0-2977），芦／湯 （K 170b〕

Fabronia matsumurae BEscu.コゴメゴケ 湯河原 Eurhynchium hians (HE ow.〕LAC. ツクシナギゴケ

(K-135）目 モドキ神111〔D-20808〕

Schwetschkeo戸sisfabronia〔ScnwAEGH.)BROTH. イ Homalotheciurn laeviseturn LAc.アップサゴケ．神山

ヌケゴケ 箱根〔l-8517d). (K-176），双子山（K-176b〕．

Leskeaceaeウスグロゴケ不l Myuroclada maximoviczii (Bonszcz.) STEERE et 

Okarnuraea hakoniensis (M1TT.〕BRO'l'H.オカムラゴ ScuoF.ネズミノオゴケ．山伏峠（K-177），強羅

ケー双子111(K-139），神山 （D-20832〕 (0 2976). 

Rigodiade!Phus robustus (LlNDB.) Noc.キツネゴケ． Rhynchostegiunz戸allidifolium (MITT.) JAEG.コカヤ

神山（K-137). ゴケ．台ケ岳（K-179），山伏峠（K-179b），強羅

Thuidiaceaeシノブゴケ科 (0 2981）， 上湯 （0-2993〕，神山（D-20819).

A月omodonrugelii (C. MuELL.) KE1ss1，.エゾイ トゴ Entodontaceaeツヤゴケ手ヰ

ケ 神山 （K-143,D-20837〕． Entodon calycinus Crno.サク ラジマツヤゴケ． 神山

Boulaya rnittenii (BnmB .) CA t<o.チャボスズゴケ (D-20802, D-20833），箱根〔1-8501).

神111(K-144, 0 2980），下双子（K-144〕，大涌 E. challeηge門 （PAH.)CARD. ヒロハツヤゴケ．早雲

谷 （03438〕． 山 （K 180, 0 3024），強羅（03433〕．

BryohaPlocladium microρhyllum (Hlmw.) WATANA E. rubicundus (MITT.) JAEG. et SAUERB.エダツヤゴ
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ケ．神111(K-184, D 20853），下双子（K 184b), Hypnum oldhamii (Mr＇！＇＇！＇〕｝AITG.ヒメハイゴケ 山

箱線神社〔D-20784). 伏峠（K-205〕，神山〔D-20829).

Plagiotheciaceaeサナダゴケ科 H. Plumaefo門刊EWrLS.ハイ コケ．湯本（K-206),

Jsopterygiumρohliaecaゆum (SULL. et LESQ.) hEG. 早雲山（03434），強羅（03025〕．

アカイチイゴケ．大tiJl1l1〔K211），駒ヶ岳〔0- H. subimρo抑制sssp. uloρhyll即日 （C.MUELL) ANDO 

3010〕，箱根神社（D-20787），箱根（I-8504, Iー ヤマハイゴケ．神111(D-20855). 

8545). H. tristo viride (BROTH.) PAR.イトハイゴケ．神山

Plagiothecium cavifolium (B1i10.〕！WA’J"S.＜ノレフサゴ (0-2018, 4111, D-20831). 

ケ．神山 （D20813），箱根 (1-8527). Pylaisia brothe門 BESCH.キヌゴケ箱根11中（K-216).

P. euryphylluin (CARD. et THi;R.) lwATs.オオサナタ Rhytidiaceaeフサゴケ科

ゴケモ ドキ． 冠ケ岳 〔K 190），神山（0-3019), Gollania varians (Mr'!''l".〕BllO'J'E.ラッコゴケ．神山

箱様〔I-8511,I 8513〕， 」二湯（04333). (K-201, D-20830），箱根 (1-8523).

P. neinorale (MITT.) ]AllG. ミヤマサナダゴケ 山伏 Rhytidiade砂husjaponicus (REIM.) Kor>. コフサゴ

11中（K-188），双子山（K-188b），箱根（l-8513b〕． ケ神山（D-20812〕

下湯（0-4039〕． R. triquetrus〔H!low.)WARNS＇！＇.オオフサゴケ ．下双

Taxiphyllu例 aomorie悶se(BriscET.) lwA'J 

ケ 山伏峠 (I王217). Rhytidiu1ヲg rugosum (Hrnw.) Kil、《DB.フトゴケ神

T. taxirameurn (M1TT.) Ft ..キャラハゴケ．箱根峠 山 （Y-1900).

(K-219），大観山〔Kー219b）， 宮／下〔03437), Hylocomiaceaeヒヨクゴケ科

早雲山（0-3710），神111(D 20844). Hylocomium brevirost何 var.cavifolium (LAc.) Noc. 

Serna tophy l laceaeハシポソコケ科 フトリ ュウピゴケ．下双子 〔K220），神111(0-

Brotherella fauriei (CARD.) B1WTH.トガリゴケ 神 3011). 

山 （D-20809〕，冠ケ岳〔K-191). f王sρlendens(Hrnw.) B. S. G イワダレゴケ．神山

B. henonii〔DUBY.) FL. カガミゴケ． 111伏峠（K- 〔K-221,0-3436），双子山（M-221).

192），大観山（K 192b），強羅（03013），神山

(0-2997, D-20860). 文献

B. yokohamae (BROTH.〕BllO'l'H.コモチイトゴケ強 勝俣洋一 1972 箱根地方の解類箱根lllT文化財研究

羅（0-3720〕，神山 （D-20834〕，箱根 (1-8514〕目 紀要2: 1-32，箱根町教育委員会

Se1刊atophyllumsubhumile subsp. japonicum〔BRo lWA'l'SUKl, Z. Nocucm, A. 1973 Index Muscorum 

TH.) Smuナガハシゴケ．早雲山〔K-198). Japonicarum, Journ. Hattori Bot. Lab. 

Hypnaceaeハイゴケ科 37 : 299 418. 

Callicladium haldanianum (G1rnv .) CtioM.クサゴケ． IwATSUKI, Z. Nocucm, A. 1979 Index Muscorum 

双子山 （K 196b），神111(K-196, 0-2996〕 japonicorum, supplement 1973-1978. Bot. 

Ctenidium capillifoliurn (Mirr.) BRO'l'H.クシノハゴ Lab. No. 46. 236 255. 

ケ．早雲山 （K-199). 生出智哉 1980 神奈川県蘇苔類研究史，神奈川県博

C. hastile (MrTT.) LtNDB. コクシノハゴケ． 湯河原 物館だよ り， 68: 6-8.神奈川県立博物館

(K-200〕 NocucHl,A. INOUE, S. 1981 Identity of C!astobr-

G!ossade!Phus ogatae BROTH. et Y As.ツクシヒラツ yella kusatsu巴nsis(BEscu.) Iwats目with

ポゴケ．神111(D-20851). Brotherella yokohamae (BROTH.) Hmo-

Hondaella brachytheciella (BROTH. et PArt.〕ANoo BIA Supplement Volume 1 : 39-44. 

ホンダゴケ 箱根（I-8517a). 〔神奈川県立博物館〉

84 



神奈川自然誌資料 5 : 85～90, Mar. 1984 

三浦半島中部東岸の貝層の 14C年代

太田陽子・津 祥・三好真 澄

14C Ages of Holocene Shell Beds in Mid east Coast of the Miura Peninsula 

Yoko OTA・HiroshiSAW A and Masumi MTYOSHI 

1. はじめに

筆者らは， 三浦半島中部東岸の①横浜市金沢区泥

亀，①横須賀市馬堀町，①横須賀市久里浜の3地点

（図1〕の完新世海成it積物から4点の貝化石試料を

得たので，ここにそれらの14C年代を報告する。これ

らの貝類は， 土木 ・建設現場から得られたもので，そ

。

の産状・構成種 ・層準 ・高度等の観祭がやや不 1－分な

さらいがある。しかし完新世海成±fl積物は， 一般に露

頭に恵まれず，分析用試料の採取が図真Itなため，」ニ記

の試料の年代も本地域の完新世海水準に関する資料と

しては，役にたちう るものと考えられる。

三浦半島南部は地盤の隆起量が大きく，完新l並海成

、（官1

出；怯
t句。。

図1. 試料採取地点位 置 図

① ：横浜市金沢区泥亀 ・横浜市立八景小学校，② ：横須賀市馬堀町， ① ：横須賀市久里浜 ・横須賀市立工

業高校（国土地理院発行・1/50,000地形図 「横浜」・「横須賀」図幅を使用〉
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段丘が標高2om近くに達しており（松島，1976〕，海 より上部にくらべやや粗粒となり， 砂質シノレトからシ

成完新統から産出した貝について多数の年代測定が行 ノレ 卜質砂によって梢成され，貝殻片の混入は認められ

われている。それらは国土地迎院 〔1982）にまとめら ない。地表下5.5～5.7m C標高 2.5～ 2.7m）のシ

れている。横浜港周辺地域から横浜南部地域はi沈水域 ノレトj習中より産出した貝殻片の 14c 年代は，2650士

で，おぼれ谷に完新世海成地積物が厚く枇積し，その 120y. B. P. (GaK-10605〕である。 しかしこの貝殻片

iii:積環境が詳細に復元されている（松島， 1979）。性し はL、ずれも 5mm 以Tの小片で，種名の鑑定はできなか
かし，格の異なる両者の中間にあたる木地域では，従 った。

来完新世海成推積物の年代資料が乏しかった。そこで 地点① 〔横須賀市馬堀町26〕

本報告では，3地点の年代測定結果を示し，年代資既 測定値 1400土100y. B. P. 

存の料・ボーリング資料と総合して若干の考祭を加え 測定番号 GaK 10604 

る。 測定試料 貝殻（オニアサリ，Notochionejedoen-

調査にあたっては，横浜市教育委員会，横浜市建築 sis），鑑定者 松島義章

局建設jjf），横須賀市建築部営絡課，紛山下地質コンサ 採取高度標高0.9～1.5m 

ノレタントの梅沢俊一氏から年代測定用試料 ・地質柱状 採取地点北緯35°15’30＂，東経139°42’30"
図の提供を受けた。貝の鑑定は，神奈川県立博物館の 昭和57年8月に横須賀市馬堀向26の県道浦賀港線

松島義章氏にお願いした。14c年代測定は， 学習院大 で行われた道路工事現場で，地表下約2.5mまで地層

学木越邦彦教授に依頼した。以上の諸機関 ・方々にお を観察することができた。本地点は，1960年代に行わ

礼申し上げる。なお本調査に使用した費用の一部は， れた埋立て以前の海岸線より数百m内陸に位置し，椋

昭和57年度文部省科学研究費補助金（総合研究（A）「掘 高は約3mである。

削法による完新世海成段丘の形成過程に関する研究」 本露頭の壁面では（図2②〕，中～粗粒砂が観察さ

（代表者 ・太田陽子，課題番号56380027）による。 れ，その中程の士山表下1.5～2. lm〔標高0.9～1.5m〕

には， ウチムラサキ，オニアサリ を主としミ ガキボ

2. 試料採取地点と地質の概要 ラ，アズマニシキ等を含む形態、の保存のよい貝が，径

地点① （検浜市金沢区泥亀 ・横浜市立八景小学校〕 5C皿位の亜門1擦を混え密集する。当層準は，砂磯質域

測定値 2650土 120y. B. P. l や波食台岩礁域に生息する種が混在しており ，その産

測定番号 GaK-10605 

測定試料 貝殻片

採取高度標高 2.5～ー2.7m 

採取地点、 北緯35°20’20＂，東経 139°37’30”

横浜市立八景小学校は，宮川河口より約800m」二流

の左岸にあり，古平潟湾〔松島，1979)1窓口部1こ位置

し，楳高約3mである。本地点では新校舎建設に伴い

昭和57年7月に，基盤（暗灰色凝灰質砂岩〕に達する

深さ35mのポーリングが行われ，基盤上に32mにわた

り未聞結の砂 ・シノレトが厚く却積することが確認され

た（図2①〉。

地表下約19mまでは主にシノレトより構成され，多数

の貝殻片が含まれる。シノレト層最上部 （地表下2m前

後）では，1沙が薄くはさまる。地表下19m以深はそれ

状からみて波浪によりはき ょせられたものと考えられ

る。

地点① （横須賀市久里浜 ・横須賀市立工業高校）

試料 （上位の貝）

測定値 2210士100y. B. P. 

測定番号 GaK 10602 

測定試料 貝殻（サノレボウ， Seaρharcasubc何 一

nata〕鑑定者 松島義章

採取高度標高 ー0.5m

試料（下位の貝）

測定値 5010土140y. B. P 

測定番号 GaK-10603

測定試料 貝殻（サノレボウ，Sc,ゆharcasubcre・ 

nata）鑑定者松島義挙

図2. 試料採取地点地質柱状図及び貝のi.c年代〔p.87〕
① ：横浜市立八景小学校特殊教育棟新築工事に伴う地質調査（昭和57年〕 ，② ：横須賀市馬堀lllJにおける

道路工事の際の露頭観察，① ：横須賀市立工業高等学校敷地地質調査（昭和58年）

1：粘土，2：シルト質粘土，3：シノレト，4：粘土質シノレト， 5：砂質シノレト，6：砂， 7：シノレト質

砂＇ 8：貝殻，9：基盤， 10：埋土
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① ② 
ca. 3 m 

③ 

。「 h

ca.3 m 
...... , 。「 rァーー可 ca. 2.5 m 

lf弓
2650士120yBP 間｜ 

2 210 ± t6o0o2ylB P 
(GaK 10 

(GaK-10605) 1~：；；：；ミ_r （~~~K~十円作作5叩則馴肌…0引川肌川1叩山旧0±臼±引l
h当! 。 3帯一..... 1400±100yBP (Ga K-10603) 

ー10斗 「 50 (GaK-10604) 
N value 

-10 

-20 

E
E
E
E
E
三
回
目

E
Z
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1290±90 
・－5,5
2580±85 
・－8.0
2850±90 
・－12.5～－13.0
7600±160 
・－14.0～－14.5
7260±160 
・－15.5
7390±105 

0 2km 
」一一一ーーーーー」

企

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

a:* b ：・
図3 三浦半島中部東岸における完新世海成耳I：積物の14C年代と試料採取高度

a：本調査の資料， b：既存の資料（松島，1976,1979, 1980 ；熊木， 1982；建設省国土地活！院

1982〕．上の数字は試料採取高度（m). 下の数字は14C年代（y.B. P.) (Libby年代〉． 活断層

については太田ほか（1982〕による．

採取高度標高ー2.5～－3.5m た（図2①〉。

採取地点 北綿35°13'20＂，東経139°42'30" 図2①をみると，深度約11m（様高 8. 5m〕まで

本地点は平作川河口より約500m＿七流の左岸にあり， はシノレト質細砂 ・細砂 ・中砂がみられ， 上部ほど粗粒

古平作湾（松島，1980）湾口に位置し， 様高は約2.5 となる。深度約nmより下部は， より細粒で，シノレ卜

mてeある。昭和57年8月に横須賀市立工業高校の非常 質粘土および粘土層が基盤まてe約47m1こわたって厚く

用貯水装置現場で，地表下約6mまで暗青灰色砂層が 椛積している。深度約2m（襟高0.5m）から深度35m

確認された。また昭和58年6月には，問校新校舎建設 （標高 32. 5m ） には員殻片を混入する。工事中に1~主

に伴い，基盤に達する深さ58mのボーリングが行われ 認された砂層は，図2①最上部の中粒砂j習に相当する
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表1 三浦半島中部東岸における完新｜投海成ijl積物のHC年代

Localitv Code No. 14-C age Altitude Materエa1 Reference 
(y.B.P.) of 

(Libby y.) sample(m) 

工 GaK-10605 2650士120 -2.5～－2.7 shell this paper 

2 GaK-10604 1400+100 0 . 9~1.5 shell 

3 GaK-10602 2210+100 -0.5 shell 

GaK-10603 5010+140 -2.5～－3.5 shell 

A N-3082 1290+90 -2.0 shell Matsushima 

N-2989 2580+85 -5.5 shell (1979) 

N-3083 2850+90 -8.0 shell 

GaK-7128 7600+160 一12.5～－13.。shell 
GaK-7127 7260+160 -14.0吋－14.5 shell 

N-3084 7390+105 -15.5 shell 

B N-2988 6520+100 7. 5 shell Matsushima 

(1980) 

c TH-586 2290+120 ー7.5 shell G.S.I. (1982) 

D TH-585 3680+130 6.3 

E TH-587 5290+150 9. 5 

F N-3767 7300+100 4. 0 

ものと考えられる。工事現場では，壁面をパイノレでお

おう工法のため，露頭を直接観察することはできなか

った。そこで，作業員からの閥き取りによって貝の産

出高度を認定し，掘り上げられた砂層中より貝の採取

を行った。それによれば，地表下3m 〔標高一0.5m〕

と地表下5～6m〔標高一2.5～－3.5m〕に貝の集中

する層準が認められ，その他の層準lま締まったH音青灰

色の中～粗粒1沙からなる。上位の貝は，サノレポウ，バ

カガイ，オニアサリを主とし，ツメタガイ，インコガ

イ，アズマニシキ， トコブシ等を含む。下位の貝は，

サノレボウ，バカガイ，オニアサリを主とし，アズマニ

シキ，アサリ，ウチムラサキ，ツメタガイ，イタヤガ

イ，パイ，カリガネガイ等を含む。貝殻は，いずれも

保存が良い。これらは，砂機質域，湾央部！沙質城，波

食台岩礁、域なとに生息する砲が，混在し， 波浪によっ

てはきょせられたものと考えられる。標高 0.5 mの

上位の貝から得られた 1•c 年代は 2210 ± 100y. B. P. 

(GaK-10602）襟，高－2.5～ー3.5mの下位の貝は5010

土140y. B. P.〔GaK-10603）である。

shell 

shell 

shell Kumaki (1982) 

3.考察

今回3地点で得られた4つの年代測定用試料は，い

ずれもその産状を露頭観察によって十分に確認できな

かった欠点を もっている。また貝の種の鑑定の行われ

た地点Cf③では，砂1際質域に生息するウチムラサキ，

オニアサリ ，湾央官日l沙質城に生息するサノレボウ，波食

台岩礁域に生息する ミガキボラ，アズマニシキなどの

異なる生息環境に属する極が同一層準に見られので，

これらの貝は現地性のものではなく，波うち際付近に

はきょせられたものと考えられる。したがって，今回

得られた貝は生息環境を復元するのには適さないが，

当時の海水準を知るうえでは有効なものと考え，以下

で考察を行う。図3・表1は，調査地域周辺で得られ

た海生の貝の既存の年代測定値と高度，および今回得

られた資本＋をまとめたものである。

今回の3地点の年代資料は，いずれも海成の砂，シ

ノレ ト層の上限近くから得られたもので（図2），約2000

年前の値を示す。したがって本地域は，縄文海進最頂

期（6000～6500y. B. P.）以降も相対的な沈降域であ
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ったことが明らかになった。 これは 地点A （松島， の年代 ：2290土120y. B. P. (TH 586〕はよく似てい

1979〕で得られた結果と同傾向を示すものである。 るが，その標高は11ti・者でー0.5m，後者でー7.5mと大

次に，地点①の2つの年代iJ!IJ定値は， 2～3mの深 きく違う。また地点Bの貝〔マガキ〉は，地点①の下

度の違いで3000年弱の差がある。 これは， 束京西湾岸 位の貝（サノレポウ〉の標高と比べても著しく高い。 こ

や鎌倉，逗子付近にみられるおぼれ谷の湾口部に発達 れら 3地点は古平作湾に位置するので，同じよ うな年

する上部砂層が，いずれも3000年前以降である（松島 代の貝は本来ほぼ岡高度に産出すると考えられる。し

1984）ことから，上位の年代は上部砂層の形成年代を たがってこれらの貝の高度差は，衣笠断層の トレース

示すが，下位のものは試料産状から判断してlil：積物の が何本にも分岐し（太田ほか， 1982）平作川低地中ま

年代より 古い値を示した可能性が高い。 なお，地点 で延び，完新世I乱積物に変位を与えていることを示唆

①，①の年代は，上部砂層の形成期を示していると考 する ものかもしれない。

えられる。 また，地点①と③で米固絡の厚いlil＇積物

（それぞれ約30m,ii: 〕60m〕が椛認されたが，途i:j:i,

層相，N値に大きな変化は認められず（区12), これ

らがすべて完新統なのか， あるいは下部に更新統の未

固結な椛積物が介在するのかは不明である。

最後に図3・表1を用いて，本地域の地殻変動につ

いて若干の考察を加える。地点③の下位の貝（サノレボ

ウ〕の年代 ：5010士140y. B. P. (GaK 10603）と地点

Eの貝（種は不明）の年代： 5290±150y. B. P. (TH-

587）は，よく似ている。 しかしその標高は，地点③

で－2.5～ 3.5m，地点Eでは9.5mで，衣笠断層と

北武断層を境に南西側が 12～13m高い。 この高度差

は， 完新世における衣笠断層と北武断層の変位を表わ

すものかもしれない。 北武断層は，地形から判断す

ると北東上がりの成分を持つものと考えられ，松島

(1980）でも述べられているよ うに， 今回の結果は一

見矛盾するように見える。しかし衣笠断層に注目する

と，これより北東側の年代測定値の様高は，いずれも

南西側にくらべて低く，衣笠断層は三浦半島南部の隆

起域とそれより北側の沈降域との境界として理解され

よう。地点①の上位の貝 （サノレボウ〉の年代 ：2210士

100 y. B. P. (GaK 10602）と地点、Cの貝〔極は不明〉
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神奈川自然誌資料 5:91～94, Mar. 1984 

横浜市立金沢高校理科地学実習 （1964～1975)

において採集された上総層群小柴層産員化石リスト

佐々木 厳・平 田大ニ・松島義章

A list of molluscan fossils from Koshiba Formation in the Kazusa Group, 

coll巴ctedon geological field study at Kanazawa High School (1964～1975) 

lwao SASAKI, Daiji HIRATA, and Yoshiaki MATSUSHIMA 

横浜市南部の丘陵を東西に帯状に分布する小柴層 急速に進められている地域の一つで， 以前の露頭もそ

は，凝灰質の粧l粒砂岩を主とする地層である。小柴層 の様相が一変しているところが少なくない。将来には

についての地質学的研究は，従来から多くの研究者に 野外調査も困難となり ，資料の採集が全く不可能にな

よりおこなわれ，その分布 ・層序 ・構造 ・堆積環境な ることも考えられる。

どが明らかにされている。最近では三梨・菊地〔1982) このよう な状況のなかで， 横浜市立金沢高校では現

により まとめられている。これらに比べて古生物学的 科の士山学実習として，学校周辺に分布する地層の野外

研究で1 良化石について YOKOYAMA 〔1920〕や大山 調査をとりいれている。1964年 （昭和39年〉から1975

(1951〕の研究があるのみで， 資料が充分に整ってい 年〔昭和50年〕にかけては，貝をはじめ多種多様の生

ない。このように研究が遅れている理由の一つには， 物が化石として含まれていることで知られている小柴

保存のよい化石資料治、あまり集められていないことが 層の調査をおこなしU 多量の化石を採集した。現在，

あげられる。最近横浜市南部の丘陵地帯は都市開発が その化石標本の整型11をおこない，その一部である貝化

図 ：横浜市南東部の採集地点

A：金沢区柴111r小柴海岸，B：金沢区片

吹
（匡l土地rmr先発行1/25,000地形図 「本牧」
「戸塚」「横須賀」「鎌倉」を使用〕
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表 ：横浜市金沢区柴町小柴海岸および同区片吹の小柴層産貝化石リスト

種名 （和名）

GASTROPOOA 駿足綱

Acmαeαpαllid，α （Gould) 
（ヨキノIJサ）

Dηαrgwulαs  p. 

Puncturella (Puncturella) nobiUs (Adams (A.)) 
（コウゲ’力スhシ力行イ）

Patelloida sp. 

Bαthybemb匂 σ畑中五yokoyamロensis(Otuka) 
（ヨコPマキ＂ンIヒ”ス）

Bathybembixαrgenteoniteηs (Lischke) 
（：いンIヒ’『ス）

Turri tel Zα （Neohαustαtor) nipponicαn五pponicαYokoyama
（市ソIソ”干リh”イタ”マシ）

CryptonaticαJαnthostomoides (Kuroda & Habe) 
(Iソ”9マ刀”イ）

T"f'ichontropis (T凡 σhosirius)planicostatαYokoyama 
（ヒラスシ”ヒヲ”マ干市川ラ）

Rαnella「Fusdriton)gαleαKuroda晶 Habe 
( JJJ”トpr:ii Hラ）

Tormα luteostomα （Kuster) 
（↑サシワJJ＂イ）
Trophon cf. xestf'，α n~pponwus Yokoyama 

Trophon (Nipponotrophon) echinus (Dall) 
（ コココ” ウ＇~ノ 1 リイレ ）

Tmphoηsp. 

・＇4itrellα （11itrellαJbitinctα （Gould) 
(L，干”月”イ）

Jα：pelion sp . 

."leptuneαyokoyamai (Oyama) 
（ヨコPマ工ソ『ポ＂ラ）

Buσcim sp. 

Bαryspiαhinomotoensis (Yokoyama) 
（ウラシマ，：t."9Jul
Mit"f'α （Vic王mitr，αj kurakiensis Hatai & Nishiyama 
（クラ干フテ”）

Nebulαriαsη 

Flugoraria (PsephαeαJ kw官kuracnsisOtuka 

Pamdrillαniυαlioides (Yokoyama) 
（二ハ”ヒメシャシ”フ）

Inquis~tor cosibensis (Yokoyama) 

Belαturreci<lαglαblα （Yokoyama) 
（モチハゲ1イヲ↑lチ）
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産出弧！支

c 

c 

c 

a 

a 

a 

c 

生息深度 j底資

N 0-3(4) R,G 

N I 

N 4 R 

N 4 

N I 2 S,mS 

~ 1, 

N I 3 G,S,mS,sN 

B (2) 3 トi

B 2 【nfS

K 0ーl R,S 



llsperdaphne sp. 

Coηus (Parviao川1s)tuberσulosus Tomlin 
（三ウライモ力”イ）

SCAPHOPODA 掘足綱

Deηtαliwη（fisidentαliwn) yokoywηαz Makiyama 
11つス1」ツノ!J＂イ）

Dentαliwη（Antαlis) septentr五日目le ！くuroda
( i'9ノツノ!J”イ）

PELECYPODA 斧足綱

Aσ~ra (Aair，αj nrinuto王desKuroda & Habe 
（ツ市＂三キララカ＂イ）

Limopsis (Cernulilimopsis) m•enαtα Adams (A.) 
（才ミシ”ワシラス7力”イ）

Limopsis (Limopsis) tokαiensis Yokoyama 
（卜ウ刀イシラス7刀”イ）

L玉川apsis(Limopsis) αd印ηs王αnαYokoyama 
?9＂ムス”シラス}jJ『1イ）

LiTT.O"[JSis (N五pponol五mopsis)a：：；問問αYokoyama
（マ＇＇シラス7力’tイ）

L王mopsis sp. 

Glycymeris (Grycymeris) nipponica (Yokoyama) 
(1'干トヨマ干力”イ）

Bαrbαtiα sp. 

Pseudogramαtodon obl王quatus(Yokoyama) 

Arcαboucardi miyatensis Oyama 
（キヨノフネ力”イ）

Anadα叩 tricenicostα （Nyst) 

i.fodiolus (!'1odiol-,;s) modiolus diffiσ五Us (Kuroda品 Habe) 
(Iリ”ヒハ”リ刀”イ）

i4odiolus (Modiolus) comptus (Sowerby G. B. III) 
（ヒ”口ウ卜”マフラ）

Polynemα17包括s~um ~ntuscostαtum (Yokoyama) 
（モトリニシ干）

Chlαmys (ChlαηψsJ cosibensis (Yokoyama) 
（コシ！＼＂ニシキ）

ChlαrmJs vesiculosαDunker 

Chlamys「Veprichlamys)jou何回問eiBavay 
（二イク口7テ＂シコ）

Pecten (Mizuhopecten) yessoensis Jay 
( ＇＂ヨ子力”イ）

Peσten (Mizuhopecten i tokyoensis Tokunaea 

Limatulα （Stαbilima) japonicαAdams(A.) 
（ニポコZ干I¥”ネ刀『Tイ）

Limαtomlini Prashad 
（マIv三ノ1〕”イ）

r 

r N 3 s 

c N 4 

c 

N 3-4 B 2 

a N 3-4 B cs 

a 

a 

a N 4 S,mS 

て

a 

c 

c 

a N 3 shS,cS,S 

r N 0 ~1 

N I 

r N I fS 

c N 3-4 B 2 

c 

a 

a N 3-4 s 

a N I gS,S,mS 

a 

r N 3-4 B 2-4 S 

r 
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L-imαquαa toeηs-is Yokoyama 
(IJコトウ三ノ力＂イ）

Limαsp. 

R,S N 4 E Ace stαgoliαth Sowerby (G. B. II) 
(111＼ネ自＂イ）

Notostreαmusαshiensis (Yokoyama) 

shS 

R,gS,shS 

S,mS 

日 4B 2 

N 0-4 B 2 

N 1-2 

N 3-4 

N 1-4 

日 3

r 

a 

c 

r 

c 

r 

r 

r 

a 

Astαrte (Astαrte) hαkod，αteηs-is Yokoyama 
（ハゴヨ”テシラlt!J『Tイ）

CrαSSαtellα （CrαSSαt'/,nαJ ob loηgαta Yokoyama 
（ワヨソ”ゴモシオ力”イ）

Veneriσαrd五α （CyσloσαrdiαJferrugineα（（Adams (A.)) Cl es sin) 
（フつマJレフ三力”イ）

Ch訓 α （Ch却問jfrag山 Reeve
（イチJ＂干クサ＂ 10)

Nemoσαrd-ivm (Keeηαea) S田ηαraηgαeMakiyama 
（：ノマキコ十＂ョ）

CliηrJcardium (cl間回目dium) cαliforni開 se(Deshayes) 
(Iリ＂イシ力ゲ『力＂イ）

Gロryocorbulα （Sol王diσorbulαje2'ythrodon (Lamarck) 
（クずヘ円三）

Myαdora JαponiσαHa be 
（ヒ口力ヲヒ”ラ力”イ）

F司日αdorαikebei Habe 
（ムカシ力ヨヒ＂ラ力”イ）
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底質

1951 小柴層の化石群集について〔予報〉

資源科学研究所支報， 24:55 59 

OYAMA, K. 1973 Revision of Matajiro Yo1rnvAMA0S 

types mollusca from the Tertiary and 

Quaternary of the Kanto area. Palaeont. 

Soc. Japan, Spec. Pap巴r.17, 148p., pl. 1-

相：大山石について種名がわかってきた。そこで，ここに明ら

かとなった63種の貝化石について産出リストを作成

し報告する。標本採集士山は小柴層の模式地である横浜

市金沢区柴町小柴海岸（A）と，同区片吹の露頭CB〕

の2地点（図）で， 両地点とも小柴層上部の層準〔三

梨 ・菊地， 1982）に位置する。採集標本についての産

地別区分はされていない。産出リス ト中の生息深度，

底質については大山（1973〕によった。

57. 

YOKOYAMA, M. 1920 Fossils from the Miura Pe・ 

ninsula and its immediate north, }our 

Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo, 39, art. 6, 

1 198, pl. 1-20. 

〔佐々 木 厳：横浜市立金沢高校，平田大二・松島義

章：神奈川県立博物館）

献

fr'i・菊地隆男 1982 横浜地域の地質地域地

質研究報告 〔5万分の1図幅），地質調査

所， 1-105.

文

梨一一一
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神奈川自然誌資料 5:95～98, Mar. 1984 

神 奈川 の風 景 と地質（4)

相模野台地中央部大和市域の地質

今永 勇

The Scenery and Geology of Kanagawa Prefecture 4. 

一一一YamatoCity, the middle of Sagamino Terrace－一一

Isamu IMANAGA 

相撲野台地は，古相模川のつくった南北約30krn，東 以南では傾斜の方向がやや南西方向に向かっている。

西最大幅約lOkrn，海抜高度160mから40mの平坦な台 基盤調査ボーリングの性格上，際層に達した所で銅削

地である。大和111は，相撲野台地のほぼ中央部に位置 を終えているものが多く事者層の厚さがわからないわけ

し（図1），平坦な台地（海抜90～40m）とそれを刻 であるが， 深井戸用に掘った3ケ所（図5のA, B, 

む引地Jil，境川の低地とからなっている（図2〕。

相模野台地は，平坦な；1次に士山表下の地質を直接続祭

することができにくL、所である。筆者は，大和市役所

で学校，公民館等公共施設建設のために実施した地質

調査56ケ所についてのボーリング柱状図を借用し，こ

れらボーリング柱状図から相模野台地の地質について

検討した。

火山灰層； 相模野合士山の最上部は軽石層を挟む火山

灰層でおおわれている。ボーリング柱状図よ り火山灰

層の厚さを地図上に落とし等層厚線図（図3）を描い

た。火山灰層は厚さ15～20mで給源火山に向かつて層

厚を増している。ボーリング柱状図に記載されている

軽石層を集計してみると，j享さおよそ30C凹～ lmの1

枚の軽石層が陳腐の頂面から 4～5mの所に位置して

し、ることがわかる〔区I5）。火山灰層の中で顕著な降

下軽石層の最上位にあたるものは東京軽石層である

（町田，森111,1968）こと，大和市城ケ岡の境JIJ右岸

の海抜約60mの位置（図5の×印〕に厚さ 100C皿の東

京軽石j習が露出していることから，これらボーリング

柱状図中の軽石）習は東京総石層でbある。

相模野礁層； ボー リング柱状図の磯層の深度と地表

面の海抜高度とから際層頂函の海抜高度を地図上に務

として等高度線図を描いた（図4〕， 磯層の頂面は，

海抜66mから30mにわたって北から南にほぼ一定の傾

斜を示しているが，引地川の谷頭付近（上草柳〉より

N
4ー
ナ
｜

相模湾

0 2 4 6 8K:.1 

区Jl. 相模野台士山（斜線部〕と大和市域（点線で図ん
だ地域〉
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0 10αOm － 図2 大和市域の地形図

C地点〉の柱状図（図 6 〕では， 火山灰層下の磯｝~の

厚さは30～40mlこ達している。この際層は上 ・中・下

3層に区分され， k位層が15～9m，中位層が14～9

m，下位j習が1才～6mで， 上位層は青色，，，，コ・下位腐

は褐色， 赤色と記載されている。層厚及び色調から判

断して，上位！習のみが相模野磯層（岡他， 1978〕に相

当，し，中・下位の際層はより古い時代の際層である可

能性が考えられる。さらに， l深層の下には粘土層と1沙

磯層が記載されており ，これらを含めて相模野線腐の

中 ・ 下位J~i以下の地層については，今後， 多くの地点

の深層ボーリング資料を入手して更に検討したいと考

える。

沖積層； 大和r!T域の相模野台地は，城山町より発し
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0 1000m － 図3 火山灰層の等層厚線図〔斜線部は沖積低地）

たj克川と大和市内に源のある引地川とにより刻まれ，

共にほぼ南北方向に伸びる幅300mlこ達しない狭い沖

積低地を形成している（図2,4）。 JJ；！川の沖積低士山の

3ケ所（図4.のD，大和東小学校，C，尿尿処理場，

E；下和田小学校〉では，人為的な埋土〔0～3.2m) 

を取り除くと表土 ・腐値質粘土層が0.9～2.3mあり，

その Fに厚い際層 (15m以一りがある。引地川の沖積

低地の2ケ所（図4.のF；下福田小学校，G；福田小学

校〕では，人為的な埋土〔0.5～3.lm〕を｜徐く と0.8

～2.2mの腐植質粘土居があり， その下に厚い隊層

(lorn以上〕がある。 これら 沖積低地のl礁周の頂商高

度を図4.に記入してみると，低地の礁層の頂面高度は，

周聞の台地の1派層の頂面高度にほぼ一致している。こ



図4.相模野際層頂面等高度曲線図〔斜線は沖積低地〕
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匡15. 柱状図に記された東京軽石庖

（図中の数字の説明は下記を参照〉
例；

• 64. 2m (4. 2m〕
40Clll 

左上の数字；東京軽石層の海抜高度

左下の数字； 東京軽石層の厚さ

右上の括弧内の数字； 1深層頂面からのE巨
主出
t:<r 

図6 深井戸A, B, Cの断面図
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図7. 境川 ・引地川の沖積低地表面の南北方向の傾斜〔a' b〕及び相模野際層頂面の

南北方向の傾斜c (A-B断面沿Lウ。

とに大和市尿尿処迎場の敷地（図4のC地点〉は相模

野台地斜面から沖積低地にまたがっており，台地斜面

のボーリングでは，火山灰層下の相模野1深層頂面の海

抜高度が43.1～44. 7mて志あり， 沖積低地の際盾の頂面

の海抜高度が44.2～44.5mで、あった。これらのことか

ら沖積層は基底際層を伴わないか。あっても極く薄い

ものであり，腐植質粘土層が相模野磯層に直接不整合

関係で乗っているものと考えてほぼ間違いないと考え

られる。次に，境Jil，引地川の沖積低地地表面の傾斜

を地形図上もっとも標高の低い点を連ねて図7のa,

bに示し，また相模野1深層頂面の南北方向の傾き〔A

B断面〕を 図7のcにそれぞれ示した。 これら a,

b, cはほぼ一致した傾き を示している。以上のこと

から境川，引地川の下刻営力を考察すると，これら河

川は火山灰層を出lj剥して流路を形成したが，その下の

98 

相模野際層まで削剥するほどの営力はなかったものと

考えられる。

謝辞 ，ボーリング資料の使用について御協力を賜わ

り，また 1/2,500地形図の提供を頂いた大和市役所に

謝意を表す。また格別の御協力を］郎 、た大和市役所建

築第一課の内野伸一氏に感謝する。
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111. 
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山北町谷峨周辺の安山岩岩脈中に産する

斜長石の産状と屈折率による分類

寺島靖 夫

Occurrence of Feldspars in Andesite Dikes from Yaga District, Yamakita-machi 

and their Classification by the R巴fractiveIndices 

Yasuo TERASHIMA 

御殿場線谷峨駅の近くには足柄層群の砂岩 ・l際岩を

貫く安山岩の岩脈が何本か見られる。これらの岩脈に

は輝石や角閃石 ・斜長石などの鉱物の斑品が含まれて

おり，上手に割るとされいな結晶を母岩から分離する

ことが出来る。比較的大きな結晶が得られること，交

通の使が良いことなどから東京近郊の代表的鉱物産地

の一つに数えられており ，桜井欽一，加藤｜沼岡博士共

著：になる 「鉱物採集の旅，関東地方とその周辺」（築

地書館刊〉に場所や産状が詳しく紹介されてし唱。

筆者は昭和32年頃，桜井先生の御指導のもと無名会

内で同年代の有志と神奈川県下の鉱物調査を行ない，

その一環として，昭和35年，当時，東京大学教養学部

地学教室，堀福太郎教授の御指導を受けて，同じく当

時教養学部学生だった島崎英彦氏 （現東京大学l＼日学部

地質学教室助教授〉と， この士山のが｜長石の原折率古Ill定

をしたが， 発表の機会のないまま今日に到った。

此度，今永勇先生のお薦めにより， 当時の記録をま

とめてみた。御指導いただきま した桜井博士，明教

授，資料発表を快くお許し下さった島崎助教授に心か

ら感謝いたします。

産状

測定に用いた斜長石は次の3個所より採集した（図

1〕。

A 谷｜！殴駅よりl主｜道246号線を山北に向い， 徒歩15

分程の御殿場線トンネノレすくすよの崖より採集したもの

で，現在， この主主はコンクリの吹付けがなされていて

採集出来ないが， トンネノレに入る手前の御殿場線鉄矯

下の河原に同じ岩脈が露出している。 この岩脈中には

斜長石が多数入っており， 1 cm位の自形結品が得られ

る。結晶面は淡い黄灰白色で， B(010）面，次いでC

〔001)' y (201）が発達した直方体じ近い結晶を示す

ものが多く， m (110〕，n(021〕などの而もよくみら

れる。この形の結晶はB面上にペリクリン双品を示す

屈曲がみられることが多い。カーノレパッド双品や，更

に複雑な双品を示す個体も採集したが，その結晶形態

の解明は今後の検討を待つこととする。

B 国道246号線から畑沢に沿って畑部落に向う道
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測定方法は，サンプノレを乳鉢にて磨り潰し，これを

少量スライドグラス上にとる。カバーグラスに浸液を

つけスライドグラスにかぶせる。これを鏡下におき，

クロスニコノレにより消光している個体を見つける。次

にニコノレをはずし，絞りを一杯に絞ってこの個体を観

察する。個体のii愉郭に沿って黄色に輝く線， ベッケ線

がみつかる。このベッケ線は焦点を上下させると個体

の内から外，又は外から内へ移動する。焦点を上げた

ときにベッケ線が個体の外から内に移動すれば，個体

の屈折率は浸液よ りも高いことになり ，内から外に移

動すれば浸液の方が高いことを意味する。

同一個体につき，回転台をまわして次に消光する場

所（90°回転した所〉で同様な操作を行ない， 2方向

の測定結果を周折率の高い方の記号で，個体が高い場

合をM，浸液が高い場合を Lとして，MM,ML, L 

Lの様に記録する。

1つの浸液について10個体くらL、について観察をし

たら屈折率を少しづっ変えた浸液を使って順次測定を

行なう。視野の中の個体が全てMMになる値から全て

L Lになる値までの問で前述の操作を行ない，その結

を200m程入った右手の崖に，幅2m｛立の岩脈があり

美しい輝石の結晶を産する。輝石が目立つため，他の

鉱物は見すごされてしまうが，この岩脈中にも量はわ

ずかだが斜長石が産する。淡い黄色で大きさは lC皿に

達するものもあるが，結晶は脆く自形結晶の分間住は困

難である。

c 輝石産地より畑沢に沿って 1km位遡り， 畑部落
手前右側に幅4m{J'Iの岩脈があり多量の斜長石の斑品

が入っている。大きさは2～3%のものが多いが，大

きいものは 5%に達する。表面は淡黄灰白色で，A産

地と同様， 直方体でベリクリン双品を示すものが多

く，カーノレスパッド双晶を示すものもみられる。

屈折率の測定

上記，AB C産地の斜長石の屈折率を浸液法によ り

測定し，次のような値を得た。
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果から次のようにして3方向の屈折率α・/3.rを求
める。

a MMのみ認められる浸液の中で一番屈折率の高

B産地産

α 1, 573 .... ・..・・・・・・0・・An 9196 

/3 l, 579・… － ・・・・ ・An 90% 
L、ものよ りも高く，MLが最初にあらわれるもの r 1, 585・・・・ ・・・・・An 91% 

よりも低い。 平均 An 91% 

/3 MMとMLが認められる浸液で一番高いものよ C産地産

りも高く， MLとLLが認められる液で一番低い α l, 573・ ・.....a…・An 91% 

ものよ りも低L、o f3 l, 577・・…－・・…・ー・An 869杉

r M LとLLが認められる浸液で一番高いものよ r 1, 583・・・… ・・・・・・・・・An 87% 
りも高く，最初にLLのみが認められるものより 平均 An 88% 

も低い。 谷峨周辺の安山岩々脈中に産する斜長石は，灰長石

斜長石の成分分類と屈折率 成分9096近辺の成分を有してし唱。C産地のものは亜

斜長石は曹長石（NaAl Si3 Os）と灰長石（CaAh 灰長石に，B産地のものは灰長石に分類出来るが， A

Si2 Os）を端成分とする固溶体で，成分により ，その 産地のものは正に境界線上にあり どちらとも云い得る

中間物にも灰曹長石 ・中｜生長石 ・曹灰長石 ・亜灰長石 が，産l:I:＼の稀なill!:灰長石の方を採用することを提楽し

等の名称が与えられている。そして，その成分により たL、。

屈折率も表の如くわずかづっ変化している。

結 論

文献

FoRn, W. E. 1932 Dana’s Text Book of Mineralogy 

ed 4. 

測定により得られた屈折率を表にあてはめてみると CHAYES, F. 1952 Relations b巴tween Composition 

次のとおりとなった。（測定誤差土0.002〕 and Indices of Refraction in Natural 

A産地産 Plagioclase. American Journal of Sci-

a l, 572・・・・ーー ・・・An 8996 巴nce, Bowen Volume. 

/3 l, 578・・ー…......An 8896 桜井欽一 ・加藤昭 1972 鉱物採集の旅関東地方

r 1, 586・・・・・・ e・・・・An 93勿 とその周辺 155pp, 

平均 An 90勿 （横浜市戸塚区上柏尾町531-11)
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神奈川県二宮町栗谷における

鍵層‘二枚組スコリア’について

武藤朝子・山口寿之

A Key Tephra‘Nimaigumi scoria’ 

in Kuriya, Ninomiya 

Asako MUTO・Toshiyukiy AMAGUCRI 

‘二枚組スコリア’は更新統二宮層群下回下部層 （層

序表参照〉の鍵腐の一つである。二宮層群の研究は，

大塚 （1929）以後数多く あるが， 1975年以来第四紀研

究会は， 火山灰編年学の立場から，火山灰層（テフ ラ〕

を中心とした層序と地質図を示した（上杉ら，1979）。

筆者らは， その成果を基礎に同時間面の指標となる鍵

Jl'!iを追跡し，岩相や含まれる化石の時間的 ・空間的分

布の研究を行なっている。

二宮川町架谷の小田原厚木道路わきの露頭でみられる

G!ycyineris rotund々（ベニグリ〉 を主とする貝化石層

は，従来英然と 「イリドーフ’ 〔テフラ〉の上位17.～18

mの応位に相当』すると されていた〔森ら，1979〕。

今回それは電二枚組スコリア’層準であることを篠認し

たのでここに報告する。

ここに示す e二枚組スコリア’は小田原厚木道路わ

きの露頭で矧聖書された（位置 ：図l，柱状区｜：図2）。

対比可能なテフラは下位から次の4枚である。A：下

部8～lOmmlこ長If¥色和11泣スコリア（径1mm以下〉の簿層

をもっ厚さ 3～5cmのラピリ。 B：径 5～lOmmの灰色

ラピリと黄色スコ リアで，岩片を合む。C：径10～30

mの黒色スコリアで，岩片を合む。D ：厚さ約15Cmの

スコリアノ4ミス（径1～8剛）。 以上のテフラは大磯

丘陵東方にみられる‘二枚組 スコ リア’上下のそれに

対比される。 すなわち 前記只化石屑は ‘イリドーフ’

の上位府準でなく， ‘二枚組 スコリア’ 直下の層準と

なる。このJ:':'i準は貝煩のほか， 有孔虫などの化石を豊

富に含み，また ‘二枚組 スコリアP が大船付近の長沼

層の‘タヤスコ’ に対比される〔上杉ら，1979〕ことか

らも，当時の古環境解析に重要な情報を与えるものと

恩われる。

文献

森 慎一 ・長田敏明 1979 二宮j菌群の化石群集につ

いて，二宮層鮮産軟体動物化石目録．平塚

市｜噂物館資料，19: 1 73. 

大塚弥之助 1929 大磯士山塊を中心とする地域の層序

について（其ー〉 地質事It36 (433〕：435-

‘二枚組スコリア’は二枚のスコ リア層からなり，大 456. 

磯丘陵東古I）の虫窪，国府本郷，高根などに見られる 上杉｜場 ・森慎 .・ l1幾 望 ・長iii奇正・春Jil光男

（図 1〕。 このテフ ラは，径10～30mmの粗粒スコリア

で，肉声11石石英はんれい岩片を 含むことが特徴であ

る。

図1. 露頭位置〔5万分のl地形図 ：小田原 ・平塚）
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1979 テフラを中心にみた二宮Jfil洋．関東

の凹紀，6.12 23. 

〔千葉大学理学部地学〕

周序 表

町D

l~ l [ o. 
図2. 露頭柱状図（二宮町栗谷）
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